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水稲不稔性の品種間差異

及び其の環境との関係

〈北海道帝国大製農串部附属貰験農場育種部業績〉

明峰正夫

星加賀美

緒
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稲に於ける不稔粒は最も普通に見る所であるが.共の原因につきては之

を遺侮性のものと又環境に原因する所の不遺博性のものとに直別するとと

が出来る。遺倖的の不稔性は従来幾多の貫験に由り詮明せられたる所であ

って致死因子の存在に由て説明するととが出来る。環境に原因する不稔性

は日常栽培家の目撃する所でるって、之は叉柴養器官に於ける障害に基因

するものと生殖器官の障害に基因するものとに分けるととが出来る。例へ

ば風害・漁害・寒害・卒害・病品害等に由り栄養器官の護育が障害を受くるときは

不捻位を生歩るに至るぺく.又柴養器官の護育十分であっても開花時に於

ける低温多i品等のために授精作用が妨げられ不J会粒を生やるに至るととあ

るは叉明である。市して又柴養器官及び生殖器官が同時に障害を受け.た

めに不稔粒を生歩るととあるは:父宮然である。

北海道は人の知るが如く本邦に於ける稲作の北限をなし共の環境は稲作

に取り有利ではない。一度不良の天候に遭遇するときは所謂凶作を来し不

稔粒を生やるとと多<.稲の牧穫高は極度に減少するは勿論.又天候が左

程不良でない年に於ても之を府鯨の温暖地帯に比すれば不稔率の多い傾向

がある。北海道に於ける稲作は質に筑湿の影響を受くるととが頗る大であ

って、{民令共の護育の全期に於ては相営に良好なる環境に恵まるるとして

も.或る時期に於て低温の襲来を受くるがために著しく不稔粒を増加し牧
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穫の著しき減少を見るととがある。然し又一方より見れば不良なる環境に

封する感受性又は抵抗性は品種に由りて差異あるべきととは想像し得ると

とであって、若し同一成熟期を有する品目:に於ても不良環境抵抗性に差異

のあるととが明となれば、此の程の抵抗性強き新品種を育成するととに由

りて寒地に於ける稲作上或る光明を賀らすととがあるべきは明である。本

研究の出護賠は此くの如き見地に出たものであって、先づ水稲の不稔性に

劃する品種間差異の存否を明にし共の存在するととが明となりたるときは

進んで之が遺俸の方式及び新品種育成上に於ける効果につき研究せんとと

を期したのであるが.大正12年本研究開始以来既に 14年を経過し、不稔性

に封ずる品種間差異の存否につき共の大要を知るととを得たので設に之を

報告するとととした。

稲の不稔性につきては Bhide(2)は既に稲の不稔性には環境に尚るものの

外遺倖性のものがあるととを指摘して居るが.Sethi & Saxena (14)も亦不稔性

に封する傾向は 11住特殊の型に於て認めらるる事寛から Bhideの設の疋営なる

ととを述べて居る。而して稲の品種に由り不稔性の桂度の異なるととを拍

々iE確に報告したのは同じく印度の Thadani& Dutt (1わであるコ氏等は岡場

に於ける観察の結果稲に於ける不稔性を rudimentary，abnormal， cleistogamic， 

abortedの 4種に分ち此の内収穫後の聴に於て見るべきものは後二者たりと

し、尚ほ22品種につき牧穫後の調査を行った結果之を低不稔性品種・中不稔

性品種・高不稔性品種の 3に匡別して居る。向ほ不稔性は品種の特性なるが

如〈見ゆるが共の程度は年共に由りて著しく異なるととを述べ、共の原因

として気温・水分の供給・土壌の欣態等を翠げて居る。近年本邦に於ても東北

地方の凶作に刺戟され.稲の不稔性に閲する研究が次第に行はるるやうに

なり既に若干の報告が出て居る。不稔性の品種間差異につきでは幅地氏(4)

柿崎氏 (5， 6) 小坂氏 ~fJ; (9)の報告があれ不稔性と環境との闘係につきては瀧

口氏(16)幅地氏(4)榎本氏(3)柿崎氏・木戸氏(7)高杉氏(15)の報告があり、印度に於て

もRamiah(10)の報告がある。又不稔性の原因につきでは酒井氏 (12，13)の報告

がある外Ramiah(10) Reyes (11)の報告がまうる。此等の報告及び共の他につきて

は更に後色(rIに於て言及するとととする。

本質験に於ては専ら環境氏自る不稔性につき調査したものであるが、共
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の調査は収穫後に於て行はれたものであるから Thadani& Duttの cleistogamic 

とabortedの二種の不稔粒を合む誇であるが、明峰(1)が北海道に於ける観察

に Dlれば. cleistogamyは其の起るとと甚だ少なく叉此の者は !lt.'やしも不稔性

を伴ふものではないから、本報告に於て不稔粒と稿するものは前記雨氏が

abortedとして示したものの内に入るものと見て良い。即ち本報告に於て不

稔粒と稿するもの I'I.金花の内部及び外部の護育は.iE常的であって何等稔

質粒のそれと異なるととがなく、成熟期に入りて初めて之を識別し得るも

のである。 f占Jほ訟に注意すべきは前記雨氏は稲熱病が不稔性の原因となる

ととを連ぺ、共の abortedとして示せるものの内には稲熱病に原因せるもの

をも合む様に見えるが.本質験を行へる札幌地方に於ては幸に稲熱病の費

生は少なく.少なくとも本質験施行中には特に不稔性の原因となるべき程

度のを芝生を見たるととな〈、又供試材料の搾取に営りても常に此の黙に多

大の注意を挽ひ健全なる伽1轄のみを選持するととに力めたから、 121熱病に

原因する不稔性は本質験の範圏内にては事買上存在しなかったものと見て

良い。向ほ稲熱病と同様の関係が晶害に就いても言ひ得るのであるが.此

の場合は常ほー居之を識別除却するととが容易であるから問題とするに足

らない。

前越せるが如く本質験の出護賠は不稔性の品種間差異¥V存否を検するの

にるったから.本報告も勢ひ之に重酷を置くこととなるのは首然であるが.

向ほ不稔性と筏接なる関係ありと忠はるる粒着教との関係についても調査

する所あった。市して又環境的不稔性を論ゴドるに首り首然考察せらるぺき

集象要素につきでは.気温・i品度・日照の 3 を~ぴて論及するとととした。

本質験は寅に14年の長きに亘りて行はれたものであるが、本報告内に行

ひたるが如き生物統計製的の結論を導くには向ほ不十分なるの感があり、

少なくとも 20年聞の稽続調査を行ふを可とすと忠はるるが之が賞現を見る

こと能はざりしは遺憾である。角ほ此の程の研究は今後岡場の調奈と相伴

ふて寅験室内の調査に侠っととの大なるは勿論である。近来此の種の研究

が我園に於て漸く行はるるに至ったが.向ほ共の規模の甚だ;J、にして貫績

を奉ぐるととの困難なるは遺憾に堪へたい。
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第 l章 試料及責験方法

第 1 供試品種

本質験に供用せる水稲品種は 32種.共の内梗27種嬬 5種であって、何れ

も北海道帝園大製農事部附属寅験農場育種部に於て多年養成せられたる純

系である。其の名栴は弐の如〈である。

大黒、佐々木、白毛、魁. flU北、夷、香早生.茶穂.南部、十勝黒籾.

島田橋、黒儒.赤室.改良嬬.赤嬬.黒毛、珍子.十勝黒毛.初穂.

踊吉Jt'.生.札幌白毛.賀穂、鶴形、及部.八太郎.初j紫.幼主、静内、

自助主.静岡白平生.井越平生.赤毛

第 2 供試品種の出穂期

供試品種は共の形態的性質及び生理的性質に於て種々の差異を示して居

るが.本質験に於て最も重要なる関係あるは拍穏期である。拍穂、期の1f.晩

は牧穫期の早晩と Eの相閥あるを普通とし.又共の♀・晩は不稔粒の多少と

も輯援の関係があるから、各品種につき之が調査を行った。而して此の拍

穂期は品種にrJ~り差異あるは勿論叉同ーの品種に於ても環境特に気温の高

1!f:に由り著しき差異を示すは見易きの理である。今各品種に封する 13箇年

の調査成績を示せば第 1表の如くである。

本表に於ては抽穂期及び生育日童文の外之と密接なる関係ある気温を示し

である。生育日敢は移植JlJjより拍穏期迄の日教で示し.移杭期は年三たに E3

りて粕異なり弐の如くであるO

大lE12年 6. 13 昭和2年 6.10 昭和日年 6.11 昭和8年 6.11 昭和11 6. 5 

13年 6.18 

15年 6.10 

3年 6. 9 

4年 6. 8 

6年 6.10 

7年 6.10 

9年 6. 9 

10年 6.17 

気温は移杭後抽穂迄の期間の日平均気温に封する王子均.最高.最低を示

したもので、札幌測候所気象時報に rllり算出したものである。
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第 1表 品種別に由る各年弐抽穂期と気温

大 黒zJ抽叫;育日貨1;t 木

年 次 UlI. 
抽穏期生育日殿i平均 最 r局 最高 最低

8月.2日0 
日

大正12&j三 69 18.55 23.72 14.27 
月日 日

8. 15 64 18.43 23.57 14.09 

同 13年 8. 10 54 21.67 28.05 1610 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 

同 15年 8. 16 68 17.76 23.06 12.79 8.22 74 !7.85 23.07 13.06 

昭和2年 8. 11 63 19.69 25.32 15.05 8. 11 63 19.69 25.32 15.0ラ

同 3年 8. 14 67 18.88 24.28 14.32 8. 19 72 19.22 24.63 14.64 

同 4年 8. 9 63 i9.20 24.61 13.53 8. II 65 19.29 24.74 13.62 

同 5 &f. 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 

同 6年 8. 20 72 17.36 22.17 13.71 8. 25 77 17.59 22.
48 13.81 

同 7年 8. 12 64 1809 23.09 13.94 8. 14 66 18.14 23.22 14.13 

同 8年 8. 1 52 20.0) 25.71 15.15 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 

同 9年 8. 12 65 17.88 23.36 13.52 8. 14 67 18.00 23.50 13.63 

同 10年 8. 11 55 18.44 23.85 15.12 8. 17 61 18.39 23.90 14.93 

同 11年 8. 11 68 17.93 23.38 14.D.3 8. 15 72 18.15 23.58 14.23 

平 均 8.11.92 63 24.15 15.45 8.14.15 65.23 18.82 24.24 13.23 

自 毛

年 ヨた ia 
抽穏期生育日数|平均 最前 Jt|抽穏期|生育問片主 最高 最低
8月.2日3 

H 月日 日

大正12年 72 18.67 2394 14.25 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 8. 9 53 21.30 27.95 15.99 

同 15年 8. 19 71 17.68 23.02 12.93 8.23 75 17.80 23.10 13.07 

昭和2年 8. 14 66 19.83 25.44 15.23 8. 11 63 19.69 25.32 15.05 

同 3年 8.20 73 19.30 24.76 14.67 8. 19 72 19.20 24.61 14.64 

同 4年 8. 11 65 18.59 2474 13.62 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同 ラ年 8. 8 59 20.93 24.68 11.15 8. 8 59 23.75 24.68 14.1ラ

同 6年 8. 27 79 17.67 22.52 13.89 8.26 78 17.63 22.50 13.84 

悶 7年 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 

同 8年 8. 3 54 20.19 2雪.87 15.38 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 

同 9年 8. 14 67 18.00 23.50 13.63 8. 15 68 19.41 23.53 13.65 

同 10年 8. 18 62 17.03 23.93 14.90 8. 19 63 17.09 23.94 14.93 

同 11年 8. 14 71 18.11 23.ラ3 14.25 8. 14 71 18.10 23.53 14.25 

:zr. 均 8.15.15 66.23 18.92 24.28 14.35 8. 14.691 65.76 I 1丸11 24.23 14.32 
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仙 ヰヒ
年 次

間期11生育日判 A i恩
最品 最高 最低

月 H 日 月日 n 
大正12年 8. 12 61 18.29 23.38 13.94 8. 21 70 18.57 23.80 14.21 

同 13&J三 8. 8 52 21.48 27.84 15.91 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 

同.15年 8. 17 69 17.76 23.00 12.84 8. 23 75 17.88 23.10 13.07 

昭和2年 8. 6 58 19.42 . 25.03 14.81 8. 14 66 19.83 25.44 15.23 

同 3年 8. 13 66 18.82 24.22 14.26 8. 19 72 19.18 24.63 14.64 

同 4年 8. 8 62 19.13 24.53 13.45 8. 9 63 19.20 24.61 13.53 

同 日年 8. 7 58 19.24 24.6ラ 14.09 8. 6 57 19.19 24.65 14.00 

向。6年 8.23 75 17.58 22.43 13.89 8.24 76 17.58 22.44 13.86 

同 7年 8. 11 63 18.02 23.05 13.83 8. 14 66 18.14 23.22 14.13 

同 8年 7. 30 50 19.92 25.60 15.17 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 

同 9年 8. 9 62 17.75 23.32 13.31 8. 14 67 18.00 23.50 13.63 

悶 10年 8. 12 56 16.92 23.83 15.11 8. 16 60 16.96 23.8ラ 14.94 

同 11年 8. 12 69 17.99 23.39 14.13 8. 11 68 17.93 23.38 14.03 

:zp. 均 日.10.77 61.62 18.67 24.06 14.15 8.14.08 6ラ.15 18.80 24.22 14.30 

香 平 生 茶 穂

年 号k
摘穏期!生育日判 A Y県 温

最品 最低 抽穏期生育日般|平均 最高 最低
月日 日 月日 日

大正12年 8. 18 67 18.54 23.72 1432 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 8 52 21.48 27.84 15.91 8. 8 52 21.48 27.84 lラ.91

同 l言年 8. 19 71 17.80 23.02 12.93 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 

昭和2年 8. 8 60 19.52 25.13 14.92 8. 7 59 19.46 25.03 12.87 

同 3年 8. 15 68 18.94 24.35 14.34 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 

同 4年 8. 8 62 19.13 24.53 13.45 8. 8 62 19.13 24.53 13.45 

同 5年 8. 9 60 19.31 24.70 14.20 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 

同 6年 8. 27 79 17.67 22.52 13.89 8.23 75 17.58 22.43 13.89 

同 7年 8. 14 66 18.14 23.22 14.13 8. 14 66 18.14 23.22 1413 

同 8年 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 

同 9年 8. 14 67 18.00 23.50 13.63 8. 12 65 17.88 23.36 13.52 

同 10年 8. 18 62 18.40 23.93 14.90 8. 17 61 18.39 23.90 14.93 

同 11年 8. 12 69 17.99 23.39 14.13 8. 12 69 17.99 23.39 14.13 

平 均 8.13.23 64.30 18.75 24.15 14.25 8.12.54 62.62 18.75 24.13 14.24 
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南 部

年 次

抽穏期|生育臼数|千包
温 温

最品 最低 l抽穏期|生育日鍛|千包最品 最低
月日 64 日

月日 日

大正12年 8. 15 18.43 23.57 14.32 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 9 53 21.57 27.95 15.91 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 

同 15年 8. 16 68 17.76 23.06 12.89 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 

昭和2年 8. 8 60 19.52 25.13 12.87 8. 7 59 19.46 25.03 14.87 

同 3年 8. 16 69 19.'∞ 24.41 14.41 8. 15 68 18.94 24.35 14.34 

同 4年 8. 8 62 19.13 24.53 13.45 8. 10 64 19.25 24.70 13.57 

同 5&f. 8. 6 57 19.19 24.65 14.15 8. 9 60 19.31 24.70 14.20 

伺 6年 8.24 76 17.58 22.44 8. 29 81 17.68 22.53 13.86 

同 7年 8. 12 64 18.09 23.09 14.13 8. 17 69 18.28 23.20 14.22 

同 8年 8. 1 52 20.00 25.71 15.27 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 

同 9年 8. 12 65 17.88 23‘36 13.52 8. 13 66 17.96 23.45 13.60 

同 10年 8. 14 58 16.93 23.82 14.93 8. 18 62 17.03 23.93 14.90 

同 11年 8. 12 69 17.99 23.39 14.13 8. 14 71 18.11 23.53 14.25 

平 均 8.11.77 62.46 18.82 22.66 14.24 8.13.85 64.92 18.78 24.17 14.28 

島 国 鵠

l 盛期|時間i
橋

年 ヨk
抽穏期|生育日鍛|平包

i且 法L

最品 最低 最高 最低

月8.1日8 
日 月目 日

大正12年 67 18.54 23.72 14.32 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 
マ

同 15年 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 . 
昭和2年 8. 8 60 19.52 25.13 14.92 8. 10 62 19.64 25.31 14.96 

同 3年 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 

fnl 4年 8. 11 65 19.20 24.74 13.62 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同 F年 8. 7 58 19.24 24.65 14.09 8. 8 59 19.28 24.68 14.15 

同 6年 8.25 77 17.59 22.48 13.81 8.26 78 17.63 22.50 13.84 

同 7年 8. 14 66 18.14 23，22 14.13 8. 16 68 18.29 23.23 ι14.22 

同 8年 8. 1 52 20.00 25.71 15.15 8. 1 52 20.00 2ラ.71 15.15 

同 9牟 8. 12 65 17.88 23.36 13.52 8. 12 65 17.88 23.36 1352 

同 10年 8 .17 61 18.39 23.90 14.93 8. 1ラ 59 18.39 23.83 14.97 

同 11年 8. 11 68 17.92 23.38 14.03 8. 13 70 18.05 23.46 14.21 

平 均 8. 12.85 63.92 18.74 24.16 14.24 8 13.31 64.38 18.78 24.18 14.27 
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赤 室 攻 瓦 嬬
年 きk

抽穏期I生育日政|l|平叙均 温
抽穏期|生育叫苧主

温
最高 最低 最品 最低

8月. 14 日 63 日 8月.2日1 
日

大正12<4'- 18.40 23.53 14.07 70 18.57 23.80 14.21 

同 13年 8. 9 53 21.57 2r.95 15.99 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 

同 15年 8.23 75 17.88 23.10 13.07 8.20 72 17.80 23.63 12.96 

昭和2年 8. 9 61 19.58 25.24 14.93 8. 15 67 19.86 25.45 15.30 

悶 3年 8. 17 70 19.06 24.47 14.49 8. 16 69 • 19.00 24.41 14.41 

同 4年 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同 5年 8. 12 63 19.40 24.82 14.24 8. 10 61 19.33 24.71 14.23 

同 6年 8.30 82 16.82 22目55 8. 28 80 17.70 22.56 13.90 

同 7年 8. 18 70 18.27 23.18 14.23 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 

同 8年 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 

同 9年 8. 15 68 18.02 23.53 13.6ラ 8. 16 69 18.02 2355 13.66 

同 10年 8.20 64 18.48 23.96 14.96 8. 18 62 18.40 23.93 14.90 

同 11年 8. 17 74 18.25 23.68 14.34 8. 14 71 18.18 23.53 14.25 

平 8.15.23 66.31 18.74 24.22 14.30 8.15.08 66.15 18.83 24.23 14.32 

ー

赤 鴇 黒 毛
年 次

抽穏期|生育日数|平包
温
抽穂期!生育日政|苧1 t¥lI. 

最高 最低 最高 最低

8月.1日81. 日 月日
69 日大正12年 67 18.54 23.72 14.32 8.20 18.55 23.72 14.27 

同 13年 8. 8 52 21.48 27.84 15.91 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 

同 15年 8.22 74 17.85 23.07 13.06 8. 23 75 17.88 23.10 13.07 
@ 

昭和2年 8. 10 62 19.64 25.31 14.96 8. 15 67 19.86 25.45 15.30 

同 3年 8. 14 67 18.88 24.28 14.32 8.20 73 19.30 24.76 14.67 

同 4年 8. 10 64 19.25 24.70 13.57 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同日年 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 

同 6年 8.27 79 17.67 22.S2 13.89 8.26 78 17.63 22.50 13.84 

同 7年 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 

同 8年 8. 3 54 20.19 25.87 1538 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 

同 9年 8. 16 69 18.02 23.55 13.66 8. 14 67 18.00 23.5J 13.63 

同 10年 8.20 64 18.48 23.96 14.96 8. 16 60 18.37 23.85 14.94 

同 11年 8. 14 71 1810 23.53 14.25 8. 13 70 18.05 23.46 14.21 

平
均 l8.14.31 65.38 18.90 24.19 8.14.92 66.00 18.70 24.25 14目35
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珍 子

抽穏期|生育日鍛|千主 最品
最-山r岡低 I拍穏期I生育日i殴I平 4相ヨ均 最高 最ミ円回一低一

月日 H 月日 日

大正12年 8.22 71 1862 23.86 14.22 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 

同 15年 8.23 75 17.88 23.10 1307 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 

昭和2年 8. 9 61 19.58 25.24 14.93 8. 8 60 19.52 25.13 14.92 

同 3年 8. 17 70 19.06 24.47 14.49 8.20 73 19.30 24.76 14.67 

同 4年 8. 12 66 19.32 24.78 13.67 8. 10 64 19.25 24.70 13.57 

同 5年 8. 11 62 19.36 24.77 14.22 8. 7 58 19.24 24.65 14.09 

向 6年 8.28 80 17.70 22.56 13.90 8.23 75 17.58 22.43 13.89 

同 7年 8.20 72 18.31 23.18 14.30 8. 12 64 18.09 23.09 13.94 

同 8年 8. 4 55 20.30 25.99 15.47 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 

同 9年 8. 18 71 18.10 2366 13.72 8. 11 64 17.82 23.33 13.44 

同 10年 8.22 66 18.50 23.89 15.02 8. 13 57 18.39 23.80 15.03 

同 11年 8. 16 73 18.19 23.66 14.30 8. 12 69 17.98 23.39 14.13 

千 均 8.16.23 67.31 18.85 24.25 14.34 8.12.62 63.69 18.79 24.19 14.27 

初 穏

年 次

抽穏期I生育日鍛|l平朱均 最低拍穏期I生育日明|平朱均 最高 最温 低最高

大正12年 i月日 H 月日 日

8. 13 62 18.32 23.41 8. 17 66 18.47 23.66 14.26 

同 13年 8. 8 52 21.48 27.84 15.91 8. 13 57 21.76 28.23 16.10 

同 15年 8. 15 67 17.74 23.05 12.73 8.23 75 17.87 23.10 13.07 

昭和2年 8. 4 56 19.27 24.92 14.59 8. 13 65 19.78 25.39 15.18 

同 3年 8. 13 66 18.91 24.22 14.26 8.21 74 19.38 24.86 14.75 

同 4年 8. 6 60 18.92 24.28 13.24 8. 12 66 19.32 24.78 13.67 

同 F年 8. 4 55 18.96 24.39 13.84 8. 13 64 19.46 24.76 14.28 

同 6年 8. 21 73 17.46 22.28 13.81 8.31 83 16.82 22.55 13.79 

同 7年 8. 8 60 17.80 22.85 13.61 8. 19 71 18.29 23.20 14.26 

同 8年 7. 30 50 19.92 25.60 15.17 8. 7 53 20.52 26.12 15.78 

同 9年 8. 10 63 17.79 23.38 13.38 8. 19 72 18.13 23.69 13.75 

同 IO年 8. 10 54 18.41 23.86 15.06 8目 22 66 18.49 23.89 15.02 

同 11年 8. 7 64 17.69 23.13 13.85 8. 16 73 18.19 23.66 14.30 

千 均 8. 11.46 60.1ラ 19.58 23.93 14.05 18.85 24.33 14.42 
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札 幌 自 毛
11 

資 穣

2・低 I1抽穏期i生育吋平包 i昆
拍穏期生育日数|平均 最高 最高 最低

月日 日 月日 日

大正12年 8. 15 64 18.43 23.57 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 

同 15年 8.22 74 18.09 23.07 13.06 8. 22 74 17.85 23.07 13.06 

昭和2年 8. 8 60 19.52 25.13 14.92 8. 8 60 19.52 25:1 3 14.92 

同 3年 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 

同 4年 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同 5年 8. 7 58 19.24 24.65 14.09 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 

同 6年 8.26 78' 17.63 22.50 13.84 8.26 78 17.63 22.50 13.84 

同 7年 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 8. 14 66 18.07 23.23 14.13 

同 8年 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 8. 3 54 19.86 25.87 15.38 

同 9年 8. 15 68 18.02 23.53 13.65 8. 13 66 17.96 23.45 13.60 

同 10年 8. 19 63 18.45 23.94 14.93 8. 18 62 18.40 23.93 14.90 

同 11年 8. 14 71 18.10 23.53 14.25 8. 15 72 15.77 23.58 14.23 

平 均 8.13.85 64.92 1880 24.18 14.27 8.14.00 65.08 18.79 24.21 12.17 

|鶴 j~ 及 剖t
年 次 |気 Y県 温

抽穏期 I生育日政i平 E 最高 最低 抽穏期生育日;鮫|一一平均 最高 最低

8月.2日1 
日 月日 日

大正12年 70 18.57 23.80 14.21 8. 18 67 18.51 23.72 14.32 

悶 13年 8. 9 53 21.57 27.95 15.99 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 

同 15年 8. 23 75 17.88 23.10 13.07 8. 23 75 17.88 23.10 13.07 

昭和2年 8. 13 65 19.78 25.39 15.18 8. 12 64 19.75 25.36 15.14 

同 3年 8. 17 70 19.06 24.47 14.49 8. 15 68 18.94 24.35 14.34 

同 4年 8. 12 66 19.32 24.78 13.67 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 

同 ラ年 8. lJ 62 19.36 24.77 14.22 8. 10 61 19.33 24.71 14.23 

同 6年 8.30 82 16.82 22.55 13.81 8.26 78 17.63 22.50 13.84 

同 7年 8. 18 70 18.27 23.18 14.23 8. 16 68 18.29 23.23 14.22 

同 8年 8. 6 57 20.47 26.10 16.69 8. 4 55 20.30 25.99 15.47 

同 9年 8. 18 71 18.10 23.66 13.72 8. 14 67 17.99 23.50 13.63 
， 

同 10年 8. 21 65 18.50 23.92 14.99 8. 20 64 18.48 23.96 14.96 

同 11年 8. 16 73 18.19 23.66 14.30 8. 15 72 16.74 23.58 14.23 

司三 均 8.16.54 67.62 18.79 24.27 14.47 8.14.92 65.77 18.80 24.33 14.39 
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A 太 郎 紫
年 号欠

拍穏期|生育日政[平包
1l~. i民

最高最低 拙穂期|生育日鍛|苧1最高 最低
大正12&手 8.21 70 日 18.57 23.80 14.21 8月.日5 54 H 18.07 24.93 13.66 

同 13年 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 8. 2 46 21.02 27.36 15.24 

同 15年 8. 19 71 17.79 23.02 12.93 8. 14 66 17.72 23.02 12.75 

昭和2年 8. 11 63 19.69 25.32 15.05 8. 3 55 19.17 24.85 14.45 

同 3年 8. 16 69 19.00 24.41 14.41 8. 8 61 18.54 23.87 14.14 

同 4年 8. 11 65 19.29 24.74 13.62 8. 3 57 18.79 24.11 13.07 

同 ラ年 8. 11 62 19.36 24.77 14.22 7. 31 51 18.63 24.05 13.49 

同 6年 8. 31 83 16.82 22.55 13.79 8. 18 70 17.15 21.95 13.53 

同 7年 8. 18 70 18.27 23.18 14.23 8. 5 57 17.87 22.96 13.63 

同 8年 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 7. 27 47 19.77 25.50 15.01 

同 9年 8. 17 70 18.06 23.63 13.65 8. 4 57 17.66 23.29 13.06 

同 10年 8. 19 63 18.45 23.94 14.93 8. 8 52 18.34 23.79 15.03 

同 11年 8. 15 72 18.13 23.58 14.23 8. 5 62 17.59 23.08 13.76 

平 均 8. 15.54 66.62 18.75 24.24 14.31 8. 6.1日 5654 16.90 23.93 13.85 

坊 主
年 号た

拙穏期|生育日鍛|苧主
出.
i:J由穏期 I生育問||づ「議f 嘉一吉-:i&1lt最高 最低

月日 日 月日 日

大正12年 8. 16 ， 65 18.44 23.60 8. 21 70 23.80 14.21 

同 13年 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 8. 12 56 21.76 28.20 16.1宮

悶 15年 8.20 72 17.80 23.03 12.96 8. 23 75 18.82 23.10 13.07 

昭和2年 8. 8 60 19.52 2ラ.13 14.92 8. 11 63 19.69 25.32 15.05 

同 3年 8. 18 71 19.14 24.55 14.58 8. 13 66 18.82 24.22 1426 

同 4年 8. 14 68 19.39 24.83 13.75 8. 10 64 19.25 24.70 1357 

同 5&手 8. 8 59 19.27 24.68 14.15 11 8. 13 64 19.46 24.76 14.28 

同 6年 8.24 76 17.58 22.44 8. 30 82 16.82 22目55 13.81 

同 7年 8. 15 67 18.27 23.22 14.19 8.21 73 18.35 23.24 14.34 

同 8年 8. 3 54 20.19 25.87 15.38 8. 5 56 20.39 26.07 15.57 

同 9年 8. 12 65 17.88 23.36 1352 8. 17 70 18.06 23.63 13.65 

同 10年 8. 19 63 18.45 23.94 14.93 8. 23 67 19.67 23.84 15.03 

同 11年 8. 13 70 18.05 23.46 14.21 8. 17 74 18.2雪 23.68 14.34 

平 均 8.13.85 64.92 18.81 24.21 14.31 8・16.621 67.69 18.88 24.39 14.41 
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白 坊 主
年 次

浪 浪
抽穏期生育日重宝|平均 最高 最低 |抽穏期|生育日吸|千包最高 最低

月日 日 月日
76 日大正12年 8. 15 64 18.43 23.57 14.09 8. 27 18.83 24.18 14.28 

同 13lf. 8. 10 54 21.67 28.05 16.10 8. 14 58 21.71 28.14 16.09 

同 15年 8. 19 71 17.80 23.02 12.93 8.26 78 17.97 23.24 13.10 

昭和2年 8. 11 63 19.69 25.32 15.05 8. 17 69 19.92 25.49 15.39 

同 3年 8. 14 67 18.88 24.28 14.32 8. 23 76 !9.47 25.03 14.82 

同 4年 8. 10 64 19.25 24.70 13.57 8. 16 70 19.54 25.02 13.97 

同 言年 8. 7 53 19.24 24.65 14.09 8. 17 68 19.76 24.21 14.0ラ

同 6年 8. 25 77 17.59 22.48 13.81 8.31 83 16.82 22.55 13.79 

同 7年 8. 14 66 18.14 23.22 14.13 8. 22 74 18.40 23.31 14.36 

同 8年 8. 1 52 20.00 25.71 15.15 8. 7 日8 20.52 26.12 15.78 

同 9年 8. 10' 63 17.80 23.38 13.38 8. 19 72 18.13 23.69 13.75 

同 IO年 8. 17 61 18.39 23.90 14.93 8. 23 67 18.18 23.84 15.03 

同 11年 8. 12 69 17.98 23.39 14.13 8. 19 76 18.30 23.73 14.34 

苧 均 18.75 24.17 14.35 8.20 70.46 18.94 24.39 14.44 

ヲト 越 平 主主 毛

年 次
UlI. 

抽穏期生育日 ~i 千均- 1& ji;i 最低 11抑穏期生育日鍛l平均 最高 最低

大正12年|
月日 日 月日 H 
8. 29 78 18.89 23.91 8. 18 67 18.54 23.72 14.32 

同 13年 8. 14 58 21.71 28.14 16.09 8. 8 52 21.48 27.84 15.91 

同 15年 8.28 80 17.99 23.27 13.18 8. 18 70 17.77 23.00 12.89 

昭和2年 8. 17 69 19.92 25.49 15.39 8. 12 64 19.75 25.36 15.14 

同 3年 8.25 78 19.56 25.13 14.93 8. 15 68 18.94 2435 14.34 

閃 4年L 8. 16 iO 19.54 25.02 13.97 8. 11 65 19.29 24目74 13.62 

同 5年 8. 17 68 19.76 24.21 14.05 8. 6 57 15入19 24.65 14.00 

同 6年 9. 3 86 16.84 22.00 13.45 8.24 76 17.58 22.44 13.86 

同 7年 8.26 78 18.41 23.00 14.13 8. 14 66 18.14 23.22 14.13 

向 8年 8. 9 60 20.62 26.16 15.96 8. 2 53 20.09 25.78 15.27 

同 9年 8. 27 80 18.24 22.86 13.38 8. 14 67 18.00 23.50 13.6~3 

同 IO年 8.28 72 18.53 22.55 14.23 8. 16 60 18.37 23.85 14.94 

同 11年 8.20 77 18.5ラ 23.74 14.36 8. 13 70 18.05 23.46 14.21 

.l¥'- 均 8.22.30 73.38 19.00 24.12 14.33 8.13.15 64.23 18.75 24.18 14.27 
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本成績によれば移杭より拍穏期までの生育日教は寅験年次によって異っ

て居る。殊に、大 .IE13年及び昭和 8年の 2筒年と大iE15年.昭和 6年、 11

~I三の 3 箇年に於ける成績を比較すれば、雨者の聞に著しき較差を示して居

る。即ち前者は生育日敷ノj、にして後者は大である。又品種によっても共の

生育日教に差異がある。即ち大正13年及び昭和 8年の成績に就て見るに.' 

最も短期聞にて拍穂したる品種は初紫であって.共の生育日教は46日(大 IE

13年).47日(昭和 8年)平均 46.5日.初穂、合11北の 2品種は51日(2箇年平均).

7Jr;毛、大黒.黒橋、島田嬬.南部.香早生.茶穂、魁.改良橋.赤鰐.札

幌白毛.白局主.夷.赤室.黒毛.十勝黒iJ1.十勝黒毛、佐々木、白毛.

珍子.黄穂.幼主.八太郎の23品種は夫 k 53-54日(2筒年平均)内外にて移

杭後抽穏を見て居る。静岡白平生及び井越平生にては以上のものより柏々

遅れ共の生育日数は大館60目前後を要して居る。更に大.IE15年、昭和 6年.

11年の 3箇年の成績を見るに何づれの品種も前記年三えの成績に比して共の

生育日教は大でるるが、品種と生育日教の順位関係は略ぼ類似し大なる移

動を示して居ない。即ち初紫は70日(昭和 6年). 66日(大.iE15年). 62日(昭和11

年)、平均66日を要し.前記年三たの成績に比して約20日聞の延長を見て居る。

仙北及び初穂に於ける 3筒年の平均生育日数は68日を示し大黒、白毛、南

部.茶穂.十勝黒毛、赤毛、鳥田橋.白幼主.夷、黒嬬.香平生、幼主.

佐々木.十勝黒籾.改良橋.黒毛.札幌白毛.魁.赤儒.賀穂.及部、八

太郎の22品種は70-75日(3箇年平均)を示し.静岡白早生.井越平生の 2品

種は76-86日平均80日目に漸く抽穏を見たのである。之を前記年弐の場合

と共の生育日教を比較すれば各品種悉く約20日聞の差を示して居る。更に

気温に就て観察すれば.大.iE13年及び昭和 8年の 2箇年に於て各品種の生

育白裁に到する平均気温は大腫20
0

C-22
0

Cの範囲内であるが、大 .IE15年.

昭和 6年， 11年の 3筒年聞の平均気温は大館17-18
0

Cの聞であって.前の

2箇年の平均気温l亡比し後者の 3箇年平均気温は約 3-4Tの低下を示し

て居る。此の結果より見ると、気温の高き場合は共の生育日教の短縮を示

し.気温の低き場合には之に反し共の延長を示した。即ち集温と生育日教

との闘係は員の相闘を呈するものと言へる。

此の如く気温の高低に由り拍穏期迄の生育日教の長短を示すも.品種間
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の拍穂期順位に閲しては本質験の範圏内にては著しき移動を示して居たい。

此の。成績から考ふれば拍穂期の与¥.晩(拙穂期迄の生育日数の長短)は夫々の品

種の特異性によるものと見倣すととが出来る。

共に供試品種と拍穂l開の III-晩/1目位の関係を 13筒年聞の平均成読を以て示

せば共の如くである。

tr~ 2表 品種と抽穏期迄の生育日教との開係

|抽総期| lJM期| lM期|日ロ目 種主主 の順位 ロロn 種 迄の順位 ロロ11 積 迄の順位
E主育日量士 生育日貨 生育円重量

u 11 日

初 紫 56.54 黒 1'i1i 64.38 12 改瓦縮 66.15 21 

手E 穏 60.15 2 札幌白毛 白 毛 66.23 22 

ftlJ ~t 61.62 3 坊 主 64.92 13 赤 室 66.31 23 

衛 部 62.46 4 十勝黒籾 64.92 八太郎 66.60 24 

茶 才基 62.62 5 資 穏 65.08 14 珍 子 67.31 2号

大 E禁 63.00 6 夷 65.15 15 鶴 形 67.62 26 

十勝黒毛 63.69 7 佐セ木 65.23 16 静 内 67.69 27 

白坊主 63.77 8 赤 続 65.38 17 鰯古早生 68.46 28 

島田鵜 63.92 9 魁 65.76 18 静岡白早生 70.46 29 

赤 毛 64.23 10 及 部: 65.77 19 弁越早生 73.38 30 

呑早生 64.30 11 黒 毛 66.00 20 

第 2表に示せる如く本寅験に供用したる品種中で、移植後拍穏期までの

生育日童文・の最小なるものは、初紫を筆頭に初穂、仙北~~~であって最大なる

ものは井越平生.静岡白平生及び踊吉平生である。f{，iほ此等の中府に位す

るものは札幌白毛.幼主.十勝黒棋、賀穂、夷、佐々木、赤嬬等である。

而して此等品種の生育日主主に就て見れば最小のものは約60日.最大のもの

は約70日、中庸のものは65日前後である。最小と最大とを比較すれば大鰹

10 日聞の差を示し.中庸のものは此せ;雨者に ~1 し約 5 日間の差を示して居

る。

三たに各品種の拍穂時期に関する 1~ 閏年の平均成読を示せばヨたの如くであ

る。
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第 3表 品種と拍穂期との関係

ロzロs 
種 i抽穏期l順位 回ロ目 種 l拍穏期l順位 日回目 種 l抽穏期i順位

月 日 月 日 月 日

初 紫 8. '6.15 黒 稀 8. 13.31 12 改夏熔 8. 15.08 20 

制l ヰヒ 8. 10.77 2 札幌白毛 白 毛 8. 15.15 21 

手B 穏 8. 11.46 3 坊 主 8. 13.85 f3 赤 室 8. 15.23 22 

市. 部 8. 11.77 4 十勝累籾 8. 13.85 入太郎 8. 15.54 23 

大 黒 8. 11.92 5 寅 穏 8. 14.00 14 珍 子 8. 16.'23 24 

茶 穏 8. 12.54 6 実 8. 14.08 15 鎗 形 8. 16.54 25 

十勝黒毛 8. 12.62 7 佐々木 8. 14.15 16 静 内 8. 16.62 26 

自坊主 8. 12.69 8 赤 絡 8. 14.31 17 謝吉早生 8. 17.38 27 

島問機 8. 12.85 9 魁 8. 14.69 18 静岡白平生 8.20.00 28 

赤 毛 8. 13.15 10 及 部i 弁越早生 8. 22.30 29 
19 

香平生 8. 13.23 11 黒 毛 8.14.92 

第 3表の成績に由れば.供試品種中抽穂期に於て第 1位を示すものは初

紫で(8.6日)、仙北、初穂.南部.大黒等は之に弐ぎ (8.11目前後).最も晩期

抽穂の品種は井越平生.静岡白平生(8.20以後)である。

此の外の大多数の品種は 8.14-8.15日内外の時期に於て夫々拍穂を示す

もので bる。此の事寅を基礎として供試品種を平生.中生.晩生に匡別ず

るものとせば. 8. 11日前即ち大賠 8月上旬に抽穂開花する品種は平生に麗

し. 8. 20臼以後即ち 8月下旬に拍椋を見るものはぬ生種にして.共の中間

8. 14-8. 15目前後に拍穂する品種に封して中生種と稽するととが出来る。

第 3 栽培反び観察方法

供試各品種の栽培は何れも移秘法に由った。移植の際苗の取扱ひに注意

し出来得る丈苗の損傷を防ぐに努め、株聞は 5x 7寸の間隔に夫々一本植

を行った。稚苗の養成は船子室内 l乞於てしID!鉛製小函 i亡壌土を填充して之

に播種を行ひ.苗の約 5-6寸に成長したる時を見計ひ約 200佃躍内外の

健苗を本田に移植するとととした。本田の施肥量は地力の均衡を闘るため

毎年同ーの肥料を用ひ.共の量は基肥として反嘗堆肥 300貫.大豆粕 8貫.

過燐酸石茨10貫を施し迫肥は竜も施さなかった。移植後は管理上最善を蓋

し各植物の護育保件の可及的均等ならんととに努めた。斯くして成熟期に
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至り遁営な時期を見定め夫々 l伏穫を行ひ風乾後共の牧陸物に就き品種別に

代表的の個睦若千を選ぴ 1個腫毎に穂の護育大なるものより順次に 5本

を取り稔粒及び不稔粒の教を調査した。

寅験用個程数は初めは50個韓友用ゐる議定であったが、本育種部の保存

栽培品種童文の逐年増加に伴ひ所要個腫の栽培不可能になったのと.年度に

より苗の生育不良なととがあった等の理由で.毎年一定個臆敢に就て調査

を行ふととが出来なかった。即ち大IE12年は50個瞳.大IE13年は40個鯉.

大疋 14年一昭和 2年に至る 3箇年聞は30佃鰹.共の後は 20個睡につき調査

を行ったもので.逐弐漸減の止むなきに至クた。

向ほ前ilJj;の如く各品種に就き出穏期の調査を行ったが.共の方法は便宜

上各品種共に養成佃瞳散の約 1んの拍穏を見た時を以て拍穂期と定めた。向

ほ大IE14年は或る事情に由り之が調査を行ふととが出来なかったので拍穂

Wlに閥係ある調査成績を快いて居る。

観測値及び共の他計算に由りて得たる恒敢に封しては一々蓋然誤差又は

標準誤差を附記するを可とするであらうが.本質験の如き多数の童文{直を扱

へる場合には其の計算は頗る煩雑であり又其の努力を償ふべき債値ありと

も思はれないから一切之を省くとととした。尤も此等誤差の[@'.用に由り或

る{直の統計接的意義の有無を検する必要ある場合には之を計算するととと

した。

第 2章責験成績

第 1 不聡寧に闘すお賢験成績

1 年次別による不稔奉

夫々の品種に就て翻察した貫教と共の稔粒を 100としての不稔粒の比率

及び百分率を年次別に示せば第 4 去の如くである。 T~5 ほ第 4 表中の不稔率

を見易からしむるため 1去に纏めたものが第 5去である。又各品種に封し

栽培年次聞に於ける不稔寧の差異につきー居明確なる概念を得るため.最

小不稔率を示せる年次の不稔率を零とし之と他の各年次に於ける不稔率と

の差異を‘示せば第 6表・の如くである。
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第 4表 年三た別に由る各品種不稔寧

大正 12 年

上七 百 分 率

ロロロ 種 穏
重主稔 粒 1;不稔粒I合 計 宅念 粒|不稔粒稔 粒|不稔粒

大 黒 220 11696 日')20 20616 100 76.27 56.37 43.27 

佐 々 木 一 一 一 一 一 一
白 毛 248 20197 • 3154 23351 100 15.62 86.49 13.51 

魁 250 16264 5588 21852 100 34.36 74.43 2557 

f山 ヰヒ 250 18070 6778 24848 100 37.51 72.72 27.28 

実 247 15880 2890 18770 100 18.20 84.60 15.40 

香 早 生 250 25551 4044 29595 100 15.83 86.34 13.66 

茶 穏 248 22449 6190 28639 100 2757 78.39 21.61 

南 笥i 249 16713 8172 24885 100 48.90 67.16 32.84 

十勝累籾 250 18117 5914 24031 100 30.94 75.39 24.61 

島 国 橋 249 19171 7391 26562 100 38.55 72.17 27.83 

諜 鵠 248 20608 721 ラ 27823 IOG 35.01 74.07 25.93 

赤 室 243 7886 2412 10298 100 30.59 76.58 23.42 

攻 頁 橋 250 15112 6511 21623 100 43.08 69.89 30.11 

赤 橋 246 17845 4773 22618 100 26.75 78.90 21.10 

黒 毛 250 22520 4289 268ヨ9 100 19.05 84.00 16.0a 

珍 子 248 13171 6391 19ラ62 100 48.ラ2 67.33 32.67 

十勝黒毛 250 18415 6111 24526 100 33.18 75.08 24.92 

手E 穏 250 17389 3949 21338 100 22.71 81.49 18.51 

掬吉平生 250 20431 6999 27430 100 34.26 74.48 25.52 

札幌白毛 250 23905 4999 28909 100 20.91 82.69 17.31 

資 宅建 245 16746 2936 19682 100 17.53 85.03 14.92 

鶴 形 250 19345 7417 26762 100 38.34 72.29 27.71 

及 部: 245 22879 5485 28364 100 23.97 80.66 19.34 

A 太 郎 25a 15235 4897 20132 100 32.14 75.68 24.32 

手B 紫 226 10456 9ヲ69 20425 100 95.34 51.19 48.81 

坊 主 245 20563 5111 25674 100 24.86 80.09 19.91 

静 内 250 25879 6263 37142 100 24.20 69.68 30.32 

白 坊 主 250 23339 5535 28878 100 23.72 80.82 19.18 

静岡白早生 212 9782 9389 19171 100 95.98 51.03 48.97 

井越早生 247 220:18 7802 29810 10G 3ラ.45 73.83 26.17 

赤 毛 250 17407 3725 21132 100 21.40 82.37 17.63 
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大正 13 年

剖 査 霊主 i七 百 分 省主
口ロ同 種 穏 重1・

粒|不稔粒|合 粒|不稔粒稔 粒|不総粒話念 計 者念

200 5194 7596 100 146.24 40.61 59.39 

200 13329 4213 17542 100 3161 75.98 24.02 

2υ。 14611 3032 17643 100 20.75 82.82 17.18 

200 12122 3147 15269 100 25.96 79.39 20.61 

200 5396 4257 9653 100 78.89 55.90 44.10 

199 10849 3445 14294 100 31.75 75.90 24.10 

198 13405 3246 16651 100 24.21 80.51 19.49 

198 13116 5871 100 44.76 69.08 30.92 

200 12211 3896 16107 100 31.91 75.81 24.19 

200 13017 5173 18190 100 39.74 21.56 28.44 

200 10610 2641 13251 100 24.89 80.07 19.93 

200 16183 5424 21607 100 33.52 74.90 25.10 

200 12693 2924 l弓622 100 23.03 81.28 18.72 

200 11137 2798 13935 100 25.12 20.08 

200 10925 3235 14160 100 29.61 77.15 22.85 

200 12320 3230 15550 100 79.23 20.77 

199 11581 2841 14422 100 24.53 80.30 19.70 

200 13167 18464 100 40.23 71.31 28.69 

199 9478 2333 11811 100 24.61 80.25 19.75 

200 15973 5967 21940 100 37.36 "/2.80 27.20 

200 10800 4473 15273 100 41.42 70.71 29.29 

200 12515 2619 15134 100 20.93 82.70 17.31 

200 13418 3848 17266 100 28.68 77.71 22.29 

200 11308 2535 13843 100 22.42 81.69 18.31 

200 10864 2678 13542 100 24.65 80.22 19.78 

194 5280 5212 10492 100 98.71 50.32 49.68 

200 12413 2677 15090 100 21.57 82.26 17.74 

200 15479 4077 19ラ56 100 26.34 79.15 20.85 

200 10807 2470 13277 

200 11297 2277 13574 

200 17633 4522 22155 

赤 毛 200 00 InnRn 10080 774月2745 1282ラ12825 100 27.23 78.60 21.40 
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大lE 15 年

調 査 型士 比 百 分 率
旧ロ日 手重 穏 聾主

粒|不稔粒!合 続 l不稔粒 粒|不稔粒者合 計 活会 Z念

大 黒 148 8185 6984 15169 100 85.33 53.96 46.04 

佐 k 木 150 12024 3576 15600 100 29.74 77.08 22.92 

白 毛 150 11364 2137 13581 100 18.80 84.17 15.83 

魁 150 11676 2525 14201 100 21.63 82.22 17.78 

f山 ~t 150 11894 3742 15636 100 31.46 76.07 23.93 

夷 150 10296 2696 12992 100 26.18 79.25 20.75 

香 平 生 150 11921 3669 15590 100 30.78 76.47 23.53 

今~、Z 穏 150 12098 3767 15865 100 31.14 76.26 23.74 

南. 剖: 150 11774 4118 15882 100 34.98 74.09 25.91 

十勝黒籾 150 1286) 2431 15291 100 18.90 84.10 15.90 

島 問 縞 150 11801 2473 14274 100 20.96 82.67 17.33 

黒 1需 150 8773 6358 15131 100 72.47 57.98 42.02 

赤 室 150 9998 2277 12275 100 22.77 81.45 18.55 

改 夏 嬬 l 150 9629 4166 13795 100 43.27 69.80 30.20 

赤 賂 150 9575 4214 100 44.01 69.44 30.56 

黒 毛 150 10386 2193 12579 100 21.11 82.57 17.43 

珍 子 158 8312 3078 11390 100 37.03 72.98 27.02 

十勝黒毛 150 12125 3938 15963 100 32.48 75.96 24.04 

智j 事喜 150 8901 1978 10879 100 22.22 81.82 18.18 

掬吉早生 150 13103 2694 15796 100 20.56 82.95 17.05 

札幌白毛 150 11466 2439 13905 100 21.27 82.46 17.54 

資 穂 158 9840 1244 11084 100 12.64 88.78 11.22 

鶴 覧手 150 11397 3403 14800 100 29.86 77.01 22.99 

及 剖t l'沿 14639 1976 16615 100 13.50 88.11 11.89 

A 太 問i 150 9479 2018 11497 100 21.29 82.45 17.55 

手B 紫 158 5075 6487 11562 100 127.82 43.89 56.11 

坊 主 150 3304 16584 100 24.88 80.08 19.92 

静 内 150 13914 2327 16246 100 16.72 85.68 14.32 

白 坊 主 Iラワ 13184 2186 15370 100 16.58 85.78 14.22 

静岡白早生 15) 10108 5609 15717 100 55.49 64.31 35.69 

弁越早生 150 iラ215 2849 18064 100 18.72 84.23 15.77 

赤 毛 150 10491 1528 12019 100 14.56 87.29 12.71 
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昭和 2 年

調 査 霊主 上ヒ 百 分 E餐

ロロロ 種 主喪 重主
粒|不稔粒|合 粒|不稔粒 粒|不稔粒者三 言f 王台 宅金

大 150 10346 3396 100 32.82 76.29 23.71 

佐 骨 木 150 12342 3317 15659 100 26.88 78.82 21.18 

白 毛 150 12153 2247 14400 100 18.49 84.40 l吾印

魁 150 10779 2478 13257 100 22.99 81.31 18.69 

f山 :I¥: l言。 7499 3827 11326 100 51.03 66.21 33.79 

夷 150 10914 2014 13128 100 20.29 83.14 16.86 

香 早 生 150 2322 17475 100 15.32 86.71・ 13.29 

茶 穂 150 14335 3214 17549 100 22.42 81.69 18.31 

南 苅( 150 11342 3092 14434 100 27.26 78.58 21.42 

十勝黒籾 150 12266 2399 14665 100 19.56 83.64 16.36 

島 国 嬬 150 10ヲ27 2665 13里92 100 24.39 80.39 19.61 

累 繍 150 13925 3953 17878 100 28.39 77.89 22.11 

赤 ヨミ 150 11179 1850 13029 100 16.55 85.80 14.20 

改 夏 鶴 150 7365 4131 11496 100 55.09 64.07 35.93 

赤 嬬 150 10705 2669 13374 100 24.93 80.04 19.96 

黒 毛 150 1753 13398 100 15.10 86.88 13.12 

珍 子 150 9081 1930 11011 100 21.25 82.47 17.53 

十勝黒毛 150 13157 3235 16392 100 24.59 80.26 19.74 

初 事窓 150 9095 1319 10424 100 14.50 87.25 12.75 

側古早生 150 13160 3524 16684 100 26.78 78.88 21.12 

札幌白毛 150 12197 1701 13898 100 13.95 87.76 12.24 

安 穏 150 10457 1672 12129 100 15.99 86.21 13.79 

鶴 形 150 10136 3207 13342 100 31.64 75.97 24.03 

及 部i 150 11495 3793 15288 100 33.00 75.19 24.81 

/¥. 太 郎 150 8372 1632 10004 100 19.49 83.69 16.31 

初 紫 150 5192 1675 6867 100 32.26 75.61 24.37 

坊 主 150 12574 3205 15779 100 25.49 79.69 20.31 

静 内 150 14317 2987 17401 100 20.86 82.28 17.72 

白 坊- 主 150 9386 5013 14399 100 日3.41 65.19 34.81 

静岡白早生 150 13409 2422 15831 100 18.06 84.70 15.30 

井越早生 lラO 12875 100 22.83 81.41 18.59 

君主 150 10835 21う5 12880 100 19.89 84.12 15.88 
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昭和 3 年

開 査 豊定 上と 百 分 生存
nロn 積 穏 軍主

粒|不稔粒|合 粒|不稔粒主念 百十 Z会 者念

大 黒 100 7417 9582 100 29.19 77.41 22.59 

佐 々 木 100 8890. 2925 11815 100 32.90 75.24 24.76 

自 毛 100 9482 1613 11095 100 17.01 85.46 14.54 

J!!!l; 100 8419 2210 10629 100 26.25 79.21 20.79 

仙 オヒ 100 6213 2393 8606 100 38.52 72.19 27.81 

夷 100 7220 1910 9130 100 26.45 79.08 20.92 

香 早 生 100 9518 1719 11237 100 18.06 84.70 15.30 

茶 穏 100 10122 2054 12176 100 20.29 83.13 16.87 

雨 部 100 7664 2147 9811 100 28.01 78.12 21.88 

十勝累 tB. 100 8071 3041 11112 100 37.68 72.63 27.37 

島 問 嬬 100 8106 2163 10269 100 26.68 78.94 21.06 

累 F露 100 10566 2727 13293 100 25.81 79.49 20.51 

赤 窓 100 8731 1423 10154 100 16.30 85.99 14.01 

童文 頁 F君 100 5626 2696 8322 100 47.92 67.60 32.40 

赤 橋 100 8116 1709 9725 100 21.06 83.46 16.54 

黒 毛 100 8417 1322 9739 100 15.71 86.43 13.57 

珍 子 100 7351 2135 9486 100 29.04 77.49 22.51 

十勝黒毛 100 8491 2135 10626 100 25.14 79.91 20.09 

初 徳 100 6954 910 7864 100 13.09 88.43 11.57 

欄吉平生 100 9525 2732 100 28.68 77.71 22.29 

札幌白毛 100 9581 1459 11040 100 15.23 86.78 13.22 

資 穂 100 7001 1106 8107 100 15.80 86.36 13.64 

鵠 形 100 8095 2219 10314 100 27.41 78.49 21.51 

及 部 lOO 8845 2767 11612 100 31.28 76.17 13.83 

A 太 郎 100 5867 2218 8085 100 37.80 72.57 27.43 

手耳 紫 100 2947 2214 ラ161 100 75.13 57.10 42.90 

坊 主 100 8665 2556 11221 100 29.50 77.22 22.78 

静 内 100 11040 3525 14565 100 31.93 75.80 24.20 

白 坊 主 100 8097 2185 10282 100 26.99 78.75 21.25 

静岡白早生 100 10329 2192 12ラ21 100 21.22 82.48 17.52 

井越平生 100 10880 2937 13817 100 26.99 78.74 21.26 

赤 毛 100 77ラ3 1676 9429 100 21.62 82.23 17.77 



*稲不稔性の品種間差異及び其の濃境との関係 23 

昭和 4 年

調 査 軍主 比 百 分 主事

ロ日ロ 種 穏 重主
粒|不稔粒|合 粒|不稔粒 粒|不稔粒者念 計 老会 ~~ 

大 黒 一 一 一 一 一 一
佐 々 木 100 9498 1932 100 20.34 83.10 16.90 

白 毛 100 8448 1147 95ヲ5 100 13.58 88.05 11.95 

魁 100 8433 1426 9859 .100 16.91 85.54 14.46 

f山 ~t 100 6766 2080 8846 100 30.74 86.49 13.51 

実 e 100 6843 1345 8188 100 19.66 83.57 16.43 

香 早 生 100 9811 1365 11176 100 13.91 87.79 12.21 

茶 主主 100 9713 2094 11807 100 21.56 82.26 17.74 

南 部i 100 8180 2479 10659 100 30.31 76.74 23.26 

十勝黒 i:ll 100 9148 1799 10947 100 19.67 83.57 16.43 

島 国 鵜 100 8670 1326 9996 100 15.29 86.73 13.27 

黒 嬬 100 10218 1873 12091 100 18.33 84.51 15.49 

赤 室 100 8151 1618 9769 100 19.8ラ 83.44 16.56 

改 夏 務 100 7556 1755 9311 100 23.23 81.15 18.85 

赤 嬬 100 7921 1187 9108 100 14.99 86.97 13.03 

黒 毛 100 8329 1135 9464 100 13.63 88.01 11.99 

珍 子 100 7064 1042 8106 100 14.75 87.15 12.85 

十勝黒毛 100 9248 1754 11002 100 18.97 84.06 15.94 

初 穏 100 6826 967 7793 100 14.17 87.59 12.41 

繍吉平生 100 9326 2766 12092 100 29.66 77.13 22.87 . 
ヰL1院白毛 100 8578 1107 9685 100 12.91 88.57 11.43 

資 穏 100 7660 1326 8986 100 17.31 85.24 14.76 

鹿島 形 100 9736 2203 11939 100 22.63 81.55 18.45 

及 部 100 11015 1348 12363 100 12.24 89.10 1090 

A 太 郊 100 6159 1110 7269 100 18.02 84.73 15.21 

手耳 紫 100 2653 2405 日058 100 90.66 52.45 47.55 

坊 主 100 10024 1942 11966 100 19.37 83.77 16.23 

静 内 100 12184 1939 14123 100 15.91 86.27 13.73 

自 坊 主 100 9731 1783 11514 100 18.32 84.51 15.49 

静岡白平生 100 7836 1570 9406 100 20.04 83.31 16.69 

ヲド越早生 100 11280 1592 12872 100 14.11 87.63 12.37 

赤 毛 100 8040 1114 9154 100 13.86 87.83 12.17 



24 農場特別報告第七貌

昭和 5 &j主

" ロ日 種|徳政
Z念

調査鍛

粒|不稔粒|合 計|稔

比|百
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*総不稔性の品援問差異及ぴ其の環境との関係 25 

昭和 6 年

調 ヨま 重主
uロu 積 干息 基主

粒|不稔粒|合 粒|不稔粒稔 粒|不稔粒者な 計 者会

大 黒 10D 4780 5299 lC079 100 110.86 47.43 52.57 

佐 k 木 100 8577 3512 12089 lCO 40.95 70.95 29.05 

白 毛 100 9039 2173 11212 l∞ 24.04 80目62 19.38 

魁 10Q 7325 4405 11730 日x) 60.14 62.45 37.55 

f山 ;11: lOD 7492 4056 11548 l∞ 5414 64.88 35.12 

爽 100 8132 2259 10391 100 27.78 78.26 21.74 

香 早 生 100 5655 7830 12485 100 138.46 45.29 54.71 

茶 穏 100 950) 3797 13306 lCO 39.93 71.46 28.54 

南‘ 部i 100 7203 3638 10896 l∞ 5I.17 66.15 33.85 

十勝黒籾 100 8452 4514 12966 l ∞ 53.41 65.19 34.81 

島 岡 嬬 10) 8354 3294 11648 lC刀 39.43 71.72 28.28 

黒 最寄 100 7636 4872 12503 100 63.80 61.05 3895 

赤 室 100 6337 4047 10384 lCわ 63.86 61.03 3897 

攻 真 嬬 100 7465 2602 10067 100 34.86 74.15 25.85 

赤 1謁 100 5743 3539 lC氾 61.62 61.87 38.13 

黒 毛 lOQ 5877 4678 10う55 I∞ 79.60 55.68 44.32 

珍 子 :00 4316 5690 10∞6 lG'O 131.80 43.13 56.87 

十勝黒毛 IOQ 7240 5112 12352 100 70.61 58.61 41.39 

革酒 主謀 100 7201 3825 11026 100 65.31 34.69 

湖吉早生 100 9291 3595 12886 l∞ 72.10 27.90 

札幌自宅 100 7515 4263 11778 100 56.73 63.81 36.19 

』茂 穏 100 6521 2472 8943 100 37.91 72.92 27.08 

高島 形 100 6469 5684 12153 100 87.87 53.23 46.77 

及 部: 10) 8855 2762 11626 100 31.16 76.25 23.75 

A 太 応 100 6506 3280 9786 100 50.42 66.48 33.52 

初 紫 97 2698 3760 6458 100 139.36 41.78 58.22 

坊 主 100 8745 2550 11295 100 29.16 77.42 22.58 

静 内 100 9044 4398 13442 100 48.63 67.28 32.72 

白 坊 主 100 7956 2447 10403 100 30.76 76.48 23ラ2

静岡白早生 100 3137 10433 13570 100 332.58 23.12 76目88

井越平生 10() 9213 4711 13924 10) 51.13 66.17 33.83 

赤 毛 100 7064 2673 9737 100 37.雪4 72.55 27.45 



26 農場 4寺別報告第七貌

昭和 7 年

IDI.j 査 Nt 11:. 百 分 主主1
UE3 H 数

粒!不稔粒|合 位!不稔粒 粒|不稔粒者念 計 話会 毛色

大 黒 10日 5105 4987 10092 100 97.69 50.58 49.42 

佐 々 木 100 4696 3646 8342 100 77.64 56.29 4371 

白 毛 100 7789 3120 10909 100 40，06 71.40 28.60 

魁 100 6775 4193 10968 100 61.89 61.77 38.23 

f山 オヒ 100 5876 4697 10573 100 79.94 55.57 44.43 

実 100 5898 2744 8642 100 46.52 6825 31.75 

香 早 生 100 7018 5173 12191 100 73.72 57.56 42.43 

茶 穂 100 62ラ5 4472 10727 100 71.49 58.38 41.68 

市. 官官 100 6179 4187 10366 100 67.76 59.60 40.39 

十腕JW，籾 100 8165 3820 11985 100 45.79 68.12 31.88 

島 悶 繍 l
100 7482 3272 10754 100 43.73 69.57 30.42 

黒 Ï'i1~ 100 4656 6576 11232 100 141.24 41.45 58.54 

赤 室 100 6060 2475 8535 100 40.84. 71.00 28.99 

改 真 事詰 100 5363 3250 8613 100 60.60 62.26 37.73 

赤 嬬 100 6087 3209 9296 100 52.72 65.47 34.52 

察官 毛 100 4306 4892 9198 10Cl 113.61 46.81 53.18 

珍 子 100 2924 6018 8942 100 20.58 32.69 67.31 

十勝黒毛 100 6497 4202 10699 100 64.68 60.72 39.27 

手B 平:[i 100 7198 2235 9433 100 31.05 76.30 23.69 

繍古早生 100 7299 3606 10905 100 49.40 66.93 33.07 

札幌白毛 100 6755 2635 9390 100 39.01 71.94 28.06 

資 干:[i 100 7465 2014 7479 100 26.98 78.75 21.25 

富島 7診 100 5196 1519 9715 100 86.97 53.48 46.52 

及 前: 100 7487 3240 10727 100 43.33 69.71 3029 

A 大 im 100 6154 2527 8681 100 41.06 70.89 29.11 

革B 紫 100 1523 5319 6342 100 34924 22.26 77.74 

坊 主 100 6895 4566 11461 100 66.22 60.16 39.84 

自予 |勾 100 5972 5280 11252 100 83.41 53.08 46.92 

自 坊 主 100 63ヲ7 4075 10972 100 59.08 62.86 37.14 

静岡 l~l 早生 100 3271 6947 10218 100 212.38 38.82 61.18 

井 jほ平生 100 7860 3035 10895 100 38.61 72.14 27.86 

手，~~ 毛 100 3031 11187 100 37.16 72.91 27.09 



*稲不稔性の品種間差異及ひ其の環境との関係

調 査

昭和 8 年

27 

品 種|穏数

茶

南

穂 100

部 100

十勝黒籾 100

島田鵜 100

黒

赤

続，1I 100 
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改真機 100
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分 王手
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28 農場静別報告第七披

昭和 9 年

開 査 並立 比一 百 分 率
uu u 積ー 穂 喪主

粒|不稔粒|合 統|不稔粒 粒|不稔牧王台 言f 王念 宅金

大 黒 100 6280 2630 100 41.88 70.48 29.52 

佐 々 木 100 8058 1704 9761 100 21.15 82.55 17.45 

自 毛 100 7764 1911 9675 100 24.61 80.25 19.75 

魁 100 8225 3018 11243 100 36.69 73.16 26.84 

f山 ヰヒ 100 7702 2614 10316 100 33.94 74.66 25.34 

夷 10) 6810 1462 8272 100 21.47 82.33 17.67 

呑 早 生 100 8861 3839 12700 100 43.32 69.77 30.23 

茶 年)!JI 100 7294 1158 8452 100 1:;.88 86.30 13.70 

南 部: 100 6617 2343 8960 100 35.41 73.85 26.15 

十勝黒籾 100 7249 1606 8855 100 22.15 81.86 18.14 

島 悶 京帝 100 8362 2309 1067i 100 27.61 78.36 21.64 

黒 総 100 6583 3986 10489 100 61.29 62.00 38.00 

赤 室 100 7185 1141 8326 100 15.88 86.30 13.70 

il5c 夏 橋 100 6800 2678 9478 100 39.38 71.75 28.25 

赤 橋 100 6857 2087 8944 100 30.44 76.67 23.33 

黒 毛 100 5301 3514 100 66.29 60.20 49.80 

珍 子 100 6ち83 2918 9551 100 44.33 6892 31.08 

十勝黒毛 108 7284 1155 8439 100 15.86 86.31 13.69 

手B 正喜. 100 6565 2768 9333 100 42.15 70.34 29.66 

掬吉早生 100 8531 2844 11385 100 33.34 74.93 25.07 

札幌自宅 100 8161 1900 10061 100 23.28 81.12 18.88 

資 干}ig 100 5980 1236 7216 100 20.67 82.87 17.13 

鶴 形 100 5640 4708 10348 100 83.48 54.50 45.50 

及 間t 100 8316 1800 10116 100 21.65 82.21 17.79 

丹、 太 郎 100 6857 2958 9815 100 43.14 69.86 30.14 

初 紫 100 1473 4930 6403 100 334.69 23.00 77.00 

坊 主 100 7808 1888 9696 100 24.18 80.53 19.47 
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第 5表 不稔率一覧表

'" 旧日 種 l琵11具|lzilfLl惚lfL|JZ|JZlJLlJZlA|JZ|l毘|lt刊
9 

49 

大 黒 43.27日……一四8!ラ抑制2120.25抑制関寸
佐々木ー 24.02126.32122.92121.18124.76116.901 19.911 29.05143711 16251 17.45132671 13.65123. 

白毛 13.51117.19112.31115.83115.60114.54111.95123.42119.3812860116.91119.75122.61113.30117. 

魁 25.57 20.61 15.26 17.78 18.69 20.79 14.46 22.58 37.55 38.23 16.83 26.84 25.12 16.73 22 5 

f山 ~t 27.28 44.10 29.22 23.93 33.79 27.81 13.51 32.59 35.12 44.43 21.60 25.34 33.16 23.95 29 70 

爽 15.40 24.10 18.77 20.75 16.86 20.92 16.43 18.09 21.74 31.75 15.02 17.67 22.62 12.82 19 O 

香平生 13.66 19.49 13.07 23.53 1329 15.30 12.21 15.68 54.71 42.43 15.25 3023 36.51 17.44 23. 

茶穏 21.61 30.92 

1321fi46735到反引訓23.74 

18.31 16.87 17.74 20.38 28.54 41.68 17.98 13，70 42.99120.14; 23 

南部 32.84 24.19 17.75125.91 21.42 21.88 2326 25.64 33.85 40.39 20.54 26.15 28.081 20.641 25 

十品勝黒J籾 24.61 28.44 15.31115.90 16.36 27.37 16.43 21.77 34.81 31.88 15.37 18.14 20.411 16.751 21 

島田嬬 27.83 19.93 19.61 21.06 13.27 20.42 28.28 30.42 1326 21.64 20.771 12.631 20. 

黒縞 2ラ.9325.10 14「42血 22.11 20.51 15.49 19.87 38.95 58.54 21.09 38.00 47.661 37.871 30. 
赤室 15.53 18.72 11.561 18.55 1420 14.01 16.56 14.59 38.97 28.99 14.03 13.70 25.79123.42119 

改瓦嬬 30.11 20.08 21. 19130.20 35.93 32.40 18.85 21.27 25.8う 37.73 16.66 2825 32.491 21.381 26. 

赤嬬 2I.l0 22.8ラ15ヤ%19.96 16ラ413.02 18.45 ー38.1334.52 22.46 23.33 24.671 16.90122. 
黒毛 16.0J 20.77 11.76117弓4313.12 13.57 11.99 1229 44.32 53.18 9.20 49.80 56.09127.11125. 

珍子 32.67 19.70 20.11127.02 17.53 22.51 12.85 17.18 56.87 67.31 1422 30.08 50.561 61.661 32. 

十勝黒毛 24.92 28.69 18.40124.04 19.74 20.09 15.94 1889 41.39 39.27 14.85 13.69 23.111 20.821 '23 

初穂 18ラ1119.75116.75118.18112.75111.57112.41114.36134.69123.69110.791 29.6611564111.00: 17. 一生 汚別加一一…5臼幻山………2口叩卯一2幻幻m…7口m山20別O引l凶…8ω山伽………O山削川…4什川叩一l口m印7叩加Oω5l卜一…l川ω…一lロ山山一2μ山山2幻以2口2… 2幻l防…2幻27.90如D刀抑則……Oω引………7川川川14削ω4打仰3労9125別印一…07山一……7け川巾一2お別別か3叩矧化O悦町4判 1日1.6“112辺2 
…げ31M14ur日 22111.43…一… 26.33114お 19

黄 櫨 14.921173118.17111.22113.79日8明ラ311 1 147617T92708212ヨ 13.32117.13120.641 9.631 1ラ

鵠形 2~.~112~'~~12~'~~122'~~i ~4'~~1 ~~'~~I ~~':~I ~~'~~I :~.~:的21 23.141 4日 0157.581 28.971 30 
及部 19.34118.31113.91111.89:24.81113.83i 10.90115.131 23.7513J.29112.771 17.79129.551 14.09; 18 

入 太 耶 24加一4日印山…3招引山…2口叩一19叩叩9叩山砲削1陥…8町悶即…ラ勿則引…ラ日刊一1げ川7日5Jム一…6日仙中…3引ド川…1υ山山2刀削m十7門問4勾3
初紫 48.81149.68141.18156.11124.37142901 47.551 40.611 58.221 77.741 33.941 77.001 66.43: 54.20， 51. 

坊 主 19.91117.74112.41119.92120.31122.78116.23119.25122.58:39.84116.11119.47131.83121.56121. 

自坊主 19.18!18品川裕 IU67197! 34812121開 11抽出2137・14112.451 14.22128.241 15.53j 20 
静;司白早主 48.97116.77111・0335 1530 1752116691590|砥銘 61.1日 13.60!63.46: 86.17 ・ 36 一民17120.41112ラ511ラ 1…1 口371|17山|J127J17伺|杷191341 
赤毛 17.63i21仰 |2

平 均 1
24仲8



務七第&.. Z二a幸民JJU 侍揚自町32 

最小不稔Z容を基準とせる不稔率の較差第 6表

n 
"~ 

大 黒 20 d 23.021 39.14! 8.5b.791 3.461 2.341 . -1 4.94132.32129.17 .01 9.27 24.29 7.53 17.48 
佐々木 13.65 10.37 12.67 9.27 7.53 11.11 3.25 6.26 15.40 30.06 2.60 3目8019.02 0110.95 

白 毛 11.95 1.56 5.24 0.36 3.88 3.65 1.03 1665 3.40 7.80 10.661 1.3う 5.73 

魁 14.46 11.11 6.151 0.80 3.32 4.23 6.33 01 8.12123.09 23.77 2.37 12.38 10.661 2.27 8.82 

fUJ ~t 13.51 13.77 10.42 20.28 14.30 01 19.08! 21.61 30.92 8.09 11.83 19.65110.44 17.44 

爽 12.82 2.58 11.28 5.95 7.93 4.04 8.10 3.611 5.271 8.92 18.93 2.20 4.85 9.801 0 7.19 

香平生 12.21 1.45 11.32 1.09 3.09 01 3.471 42.50 30.22 304 18.02 24.301 5.23 11.68 

茶穏 12.69 8.92 18.231 0 11.05 5.62 4.18 5.05 28.99 5.29 1.01 30.30 7.45 11.51 

南部 17.75 15.09 6.441 0 8.16 3.67 4.13 日ラl 7.89i 16.10 25.30 2.79 8.40 10.33 2.89 8.98 

十勝黒奴 15.31 9.30 0.59 1.05 12.06 1.12 6.46: 19.50 16.57 0.06 283 5.10 1.44 6.86 

島田橋 12.63 15.20 7.30 0.86 4.70 6.98 8.43 0.64 7.79115.65 17.79 0.63 9.01 8.14 01 7.93 

黒 最高 14.48 11.45 10.62 0127.54 7.63 6.03 1.01 5.39 24.47 4406 6.61 23.ラ233.18 23.39 17.30 

赤 室 11.56 3噌97 7.16 01 6.99 2.64 2.45 5.00 3.03 27.41 17.43 2.47 2.14 14.23 11.86 8.21 

攻頁繍 16.66 13.45 3.42 4.53 13.54 19.27 15.74 2.19 4.61 9.18! 21.07 0111.59 15.83 4."12 10.63 

赤嬬 13.02 8.08 2.47117.541 694 3.52 01 5.431 25.11 21.50 9.44 10.31 11.651 3.88 10.44 

黒毛 9.20 6.80 11.571 2.561 8.231 3.92 4.37 2.791 3.09135.12 43.98 O 4060 46.89117.91 17.53 

珍子 12.58 19.82 9.66 01 4.33144.02 54.46 1.37 18.23 20.87 

十勝諜毛 13.69 11.23 6.40 2.251 5.20127.70 25.60 1.16 O 9.421 7.13 10.17 

初穂 10.79 7.72 5.961 7.381 1.96 0.78 1.621 3.571 23.90 12.90 O 18.87 4.851 0.21 7.59 

掬吉早生 11.61 13.91 15.591 6.431 5.441 9.51 10.68 1 1. 2~i 1~'~:1 ~~.~~ 21.46 2.78 13目4111.431 0 11.42 
札幌白毛 11.43 5.88 17.86: 2.951 6.111 0.81 1.61 16.63 3.47 7.45 14901 2.92 8.51 

資徳 8.17 6.75 01 3.051 5.62 5.47 7.591 9.621 18.91 13.08 5.15 8.96 12.471 1.46 8.25 

線形 18.23 9.48 2.121 4.761 5.80 3.28 0.221 01 28 54 28.29 4.91 27.27 39.35110.74 12.99 

及部 IC叩 8伺 741301 09673 492 11391293O 42312851939187689186ラ 3.191 7.98 

入太郎 13.92i10.401 4.631 4.631 3.631 2.39113.511 1.351 0119.60: 15.1914.63116.22119.361 8.241 9.68 

初紫 24.37124.44125.30:16.811 31.74! 0118.53123.18: 16.24 お ~~I ~~:~~I ~:~~I ~~.~~I ~~:~~12~'~~12~:~: 
坊主 12.411'1.501 5.331 01 7.511 7… 
酔 内乱首…

白坊主 12.4516.731 6.151 2311 1.77122.361 8.801 3.041 1.53111.07124.691 01 1.77115.791 3.081 8.39 

静岡白早生 11.03137.941 5.741 0124.66: 4.271 6.491 5.661 4.87165.85: 50.1512.57157.431 75.15120.92127.82 …一…十一郎 7凶:;:;:1…18721651四
赤毛 12.1715.461 9.23[ 8.26[ 0.54[3.71[ 5.601~1 ~.73! ~~.~8: 1~.~~1 ~.~~[- ~.~f 6.~~[ 0.7~[ 6.23 
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以上第 4-6表に示せる成績に由れば、不稔率の大小は年三た及び品種に

より相濯を示して居るととが解る。先づ年ヨたと不稔王手との関係を見るに.

本質験の全期を通じ最大の不稔率を示した年共は、昭和 6年及び昭和 7年

の 2箇年にして之に失ぐものは昭和 10年昭和 9年である。殊に昭和 6ー 7

年の雨年に於ける不稔率は何づれの品種も著しく大なる敷字を示して居る。

之に反し最小の不稔寧を示した年失は昭和 4年であって.昭和 8年、大IE

14年とが順弐之にヨたいで居る。共の他の年三たに於ては玲 E大差なく、大韓

22-23 %前後の不稔率である。而して最大及び最小の不稔王手を示した雨年

きたに於ける成績を比較すれば著しき差のあるととを見受ける。即ち昭和 7

年の平均不稔率39.45%に釘し昭和 4年には 16.17%であって共の差は買に 23.

28%である。又大なる不稔率を示した昭和 6年 7年 9年及び10年の 4

箇年の平均値と、小なる不稔率を示した昭和 4年、 8年及び大iE14年の 3

箇年聞の平均値を比較すれば、前者は34.65%後者は 16.70%となりて、共の

差は 17.95%を示し、不稔率大なるものは小なるものに比し約 2倍だけ多く

の不稔粒の出現を見て居る。

品種と不稔率との開係を見るに、年三たにより著しき偏差を示す品種と比

較的小なる偏差を示す品種とがある。叉年三たと無関係に常に大小何れかの

不稔率を示し.明らかに品種の特性と見倣し得るものがある。

年三たによる不稔率は何れの品種に於ても多少の費異を示すが.共の費異

の顕著なる品種は本寛験の範園内にては.静岡白平生、珍子.黒毛.黒嬬

にして、比較的小なる差を示す品種は白毛、赤毛、夷.島田嬬等を拳げる

ととが出来る。而して此等の品種の中で最大と最小との成績を示した年弐

の不稔率の較差を見れば.大なる差を示す品種では静岡白平生の 75.1596.

珍子54.46%.黒毛46.89%.黒鵠44.06%にして、 !j、なる差を示す品種では.

赤毛 15.28%、白毛16.65%.島団結17.79%、夷18.93%である。之に出て見る

も明かに不稔率は年三たにより共の大小を示すばかりでなく.不稔性を起す

べき環境に童話する反感力が品種に由りて異なるととを示すものであれ換

言すれば水稲品種には不稔性に闘し、安定性のものと不安定性のものとが

あることを言ひ得るであらう。之に関聯して直ちに想像し得る ζ とは、晩

熟種t乙於ては共の年号たに於ける気温の高低に由り共の不稔至容に著しき差異
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を来すべきととである。前jA;の静岡白早生の如きは此の部類に入るべきも

のと見らるるも.他の品種に於ては共の熟期に於て著しき差異なきに拘は

や前述の如き匡別の存す、るととは.叉品種固有の特性I乙蹄するものと言ふ

ことが出来ゃう。第 1困は以上の閥係を見易からしむるため各品種の年次

別不稔塁手を闘形的に示したものであれ第 2随lは各品種の平均不稔率を年

戎別に示 L. 第 3固は各年三たの王子均不稔率を品種別に示したものである。

号たに不稔塁手の大小を供試各品種につき検するに.常に大なる不稔率を示

すものは初紫にして、不稔率は平均.約48%に建し之 IこEfcぐものは大黒(o5%).

仙北(28%)、黒嬬(26%)である。而して不稔率の小なる品種は札幌白毛.黄穂.

香平生. (平均約 15%).白毛i1696).赤毛(li96)等が主なるもので bる。
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各品種の不稔率
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年女別封品種平均不稔率第 2I両l
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不稔率の犬小 tζ 由る品種の卦布2 

不稔率の大ノI、に関して品種が如何なる分布をなすやを知るは叉興味ある

第 7表に於ては第 7- 8表に於て之を示すとととした。ととであるから.

不稔率 5%毎に設けた 17階級に封し各年弐毎に所属品種致を示したもので

第 8表は各年三た毎に各階級に封ずる品種名を示して第 7去の内容をあり.

詳にしたものである0・

年弐別不稔率の大小に由る品種教の分布第 7表

百分率 15211晃llL|lEL|煙 1JZ|JZlA|JZIJZlAiAllE14|合計

言-10 3 一 一 一 一 一 一
10 - 15 3 一 14 5 6 7 1ラ 5 一 12 4 一 10 81 
15 - 20 9 12 9 12 14 5 13 15 12 9 2 5 118 

20 - 25 5 1I 4 7 9 15 2 8 4 2 6 2 8 9 92 

25 - 30 7 5 3 2 3 一 2 7 6 7 6 3 51 

30 - 35 4 2 2 6 6 4 6 35 

35 - 40 一 一 一 一 6 5 一 16 

40ーの 一 2 5 2 一 16 
45 - 50 2 一 一 一 3 一 2 2 一 13 
開-55 一 一 一 一 一 一 2 一 一 ラ

55 - 60 一 一 一 一 一 2 一 一 2 7 

60 - 65 一 一 一 一 一 一 一 一 2 

65 - 70 一 一 一 ー一 一 一 一 3 

70 - 75 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
75 - 80 一 一 一 一 一 一 一 一 一 3 

80 - 85 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
前-90 一 一 一 一 一 一 一 一
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日 ru 

M
明

今
'
h
q
J
 

q
4
 

q
J
 

q
4
 

q
J
 

計



46 農場特別報告第七披

第18表 年三た別不稔率の大小に E!]る品種の分布

盛・ιhM 
4
束
"ω不

同
日目

大 iE 12 年

種

3 

9 

5 

7 

4 

10ー 15 1香早生、資徳、自毛

15 - 20 I実、赤室.黒毛、初様、札幌白宅、及部、坊主、白坊主、赤毛
20 - 25 1茶徳、十勝JRH娘、赤熔.十勝黒毛、入太郎

25 - 30 1 仙北、島回線、謀格.鶴形‘井越平生、粥吉早生、魁

30 - 35 1 南郎、改N蹴.珍子、古事内

35 - 40 I 一一一

40 - 45 1 大黒

45 - 50 1 初紫.静珂白早生 2 

大 iE. 13 年

15 - 20 [f白毛.呑平生、島田総.赤室、珍子、初徳‘荒徳、及市l.八太郎、坊主、自坊主 12
1¥静出i白早生

20 - 25 I佐守木、魁.実、南部、改N縮、赤精.黒毛、鶴彩、静内、井越早生、赤毛 II 

25 - 30 I十勝黒t!i.!m絡.十勝r!m毛.澗吉平生、札幌白毛
30 - 35 1茶偲

35 - 40 I --

40 - 45 I仙北

45 - 50 I初紫

50一男|ー-

55 - 60 I大黒

5 

犬 正 14 年

ラー IO[賞徳
10ー 15[f白毛.香早生、茶徳、島田肱黒縮、赤室、黒毛、北腕自宅、及部、坊主、静内 14

Ii自坊主、静岡白早生、井越早生 ! 
15 - 20 1 魁、夷、・南部.十勝黒毛、初穂、禰吉早生、八太郎、十勝黒柳、赤儒 9 

20 - 25 I攻頁縮、珍子、鶴形、赤毛 4 

25 - 30 1大黒、佐骨木、仙北

30 - 35 

35 - 40 

40 - 45 1初紫

3 

大 正 15 年

10ー 15

15 - 20 

20 - 25 

25 - 30 

30 - 35 

35 - 40 

寅徳、及部、静内、白坊主、赤毛

1 白毛、問、十勝m~~宏、島田端.赤室、黒毛、初穂、禰吉王手生.札幌白毛.八太郎
l坊主、井越平生

佐々木.fl山北、実、香早生、茶徳.十勝黒毛、鶴形

南部、珍子

改頁橋.赤務

静岡白早生

5 

12 

7

a

q

L

q
，ム
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ロロ同

45 - 50 大黒

50 - 55 

55 - 60 I初紫

種

昭 2 和 年

47 

JOー 151 香早生、赤室、黒毛、初礎、札幌白毛、資筏 6 

15 - 20 If白毛、魁.英、茶穂、十勝黒紙、島問嬬、赤肱珍子、十勝黒毛、八太郎.静内 14
1¥静問自平生、井越早生、赤毛 | 

20ー 251犬果.佐骨木.南部.3義勝.禰吉早生.銭形.及部.初紫.坊主 9 

25 - 30 

30 - 35 1 仙北.白坊主

35 - 40 I改夏嬬

Ojg 年

2 

和 3 

JOー 15I白毛、赤室、黒毛、初際、札幌白毛、責徳、及部 7 

15 - 20 I香早生、茶穏.赤鶴、静岡白早生、赤毛 5 

20 - 25 If大黒、佐骨木.魁、夷、南部、島田胤黒鶴、珍子、十勝黒毛、繍吉早生、鶴形 15
1 t坊主、静内.白坊主、井越平生 | 

25 - 30 I仙北、十勝黒紙、八太郎 3 

30 - "5 I攻頁嬬

35 - 40 

40 - 45 I初紫

昭 年和 4 

JOー 15 I~ 白宅、魁、仙北、香早生、島田縮、赤嬬.黒毛、珍子、初穏、札幌白毛.資礎、 15 
Il及郎、静内.井越早生、赤毛 ! 

15 - 20 If佐々木.実、茶棟、十勝黒級、黒単語、赤室、改頁橋、十勝黒毛、鶴形、八太郎、 .13 
Il坊主、白坊主、静剤白早生 | 

20 - 25 1 南部.瑚吉平生 2 

25 - 30 

30 - 35 

35 - 40 

40 - 45 

45 - 50 I初紫

昭 年和 5 

JOー 15

15 - 20 

20 - 25 

25 - 30 

ヨj;室.黒毛、初穂.八大耳~、白坊主

I佐守木、夷香早生、黒潟、赤縮、玲子、十勝黒毛、札幌白毛、賓館、鶴7払及
i部、坊主、静尚j白早生、赤毛、弁越早生
自宅、魁.茶穂、十勝黒1払島田橋、 E文支様、謝古早生、静内

大票、南部

30 - 35 I fl山北

35 - 40 I一一-
40 - 45 I初紫

民

ノ

ζ

ノ

O
O

つム

l
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率A品不 種" 回目

昭 和 年6 

15 - 20 I白毛

20 - 25 I夷、及部、坊主、白坊主
25 - 30 I佐骨木、茶稿、島田縮、改頁鴻.掬吉早生、資徳.赤毛
30 - 35 I i有官官、十勝黒版、初穂、八太郎.静内、井越早生

35 - 40 I j也、仙北、黒橋、赤室、赤臨.札幌白毛

40 - 45 I黒毛、十勝黒毛
45 - 50 I鶴形

日-55 I大黒、呑早生
55 - 60 I珍子、初紫
60 - 65 

65 - 70 

70ー 75

75 - 80 I静岡白早生

必

守

ヲ

t

r

D

ζ

u

q

，“，
a

q
，
4

勺
ん

昭 和 7 年

20 --25 初徳、資f!{ 2 

25 - 30 白毛.赤案、札幌白毛.八太廊、井越早生、赤毛 6 

30 - 35 夷.十勝累1浪、島田端、赤端、禰吉早生、及部 6 

35 - 40 魁、改真綿.十勝諜毛、坊主.白坊主 5 

40 - 45 佐骨木、仙北、香平生、茶徳.南部l 5 

45 - 50 大築、鶴形、静内 3 

50 - 55 黒毛

55 - 60 築様

60 - 65 静珂白早生

65ー 70 珍子

70ー 75

75 - 80 初紫

昭 和 8 年

5 - 10 黒毛

10ー 15 {島関静紙糖、珍、赤子毛、十勝黒毛、初躍、湖吉早生.札幌白毛、資徳、及剖し白坊 12 
主佐. 問自早生

15 - 20 { 々木、自宅、魁、夷.香早生、茶穂、十勝黒机攻鵡八太郎.坊主、静内 12 
井越早生

20 - 25 大黒、仙北、南部、黒嬬、赤粉、鵠7診 6 

25 - 30 

30 - 35 I初紫

目召 和 9 年

10 - 15 茶徳、赤室、十勝黒毛‘白坊主 4 

15 - 20 佐々木、白毛、夷、十勝泉iW.札幌白毛.策徳、及部、坊主、赤毛 9 

20 - 25 島田橋、赤総 2 
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不稔率|
25 - 30 

30 - 35 

35 - 40 

40 - 45 

45 - 50 

50 - 55 

55 - 60 

60 - 65 

6ラー 70

ロ
ロロ 極

大黒、魁、仙北、南部、改瓦鶴、初穂、禰吉早生

香早生、珍子、八太郎、静内

黒鴇

弁越早生

黒毛、鵠形

7 

4 

2 

静岡白早生

70 - 75 

75 - 80 I初紫

sR 和 10 年

15 - 20 1 初穂、赤毛

20 - 25 I白毛.爽、十勝諜1涯、島田橋、赤嬬.十勝1M毛.掬古早生、黄憾

25 - 30 I j位、南部、赤室、札幌白毛、及部、白坊主

30 - 35 I佐々木、仙北、改瓦橋、入太郎、坊主.井越早生

35 - 40 1番早生

40ーの|大果、茶夜

行-50 I ;黒鴻.静内

50-551珍子

55 - 60 I祭毛.鶴7診

60-651 一一一

臼-70 I初紫
70 - 75 

75 .-80 

80 - 85 一一一

出-90 1静珂白早生

2

8

6

6

 

2 

2 

2 

日目 和 11 年

ラー 101賞磁

10ー 15 I佐骨木、白毛、夷、島田橋、初穂、掬吉早生、札幌自宅.及部、井越早生.赤毛 10

15 - 20 1魁、香早生、十勝採版、赤協.白坊主 5 

20 - 25 I仙北、茶徳、南郎、赤室、改真機.十勝黒毛、入太郎、坊主、静内 9 

25 - 30 I :犬謀、黒毛.鶴形 3 

30 - 35 1静岡白早生

35 - 40 1 採精

40 - 45 

45ー-50 I -

50 - 55 1初紫

55 - 60 1-

60 - 65 I珍子
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不稔率の大小と品種との関係を第 7 去及び tf~ 8表に就て見れば. 15-20 

%の階級に属する品種が最も多数で. 20 -25 %. 10 -15 %の階放のものが

之に次ぎ. 25-30 %に於ては共の敢は著しく減少を示し、更に不稔率が此

等の 4階級より増減するに従ひ所・属品種敢は順共減少し、 50%以上及び 10

%以下の品種は極めて少敢に止まるが、年三えによって雨者共幾分共の品種

童文の増減を示して居る。即ち日日和16年及び昭和 7年に於ける成績を見るに.

不稔率50%以上に建した品種の童文は他の年次に於けるよりも遥かに多<.

10 %以下のものは全く f慢し一方大.iE14，昭和 8年及び 11年に於ては50%

以上のものは全然無・く、 10%以下のものに於ては各 1品種を見るととが出

来る。叉高度の不稔喜容を示す品種の多い年次には、 品種回有の性質に従ぴ

全躍的に不稔E容が大になる傾向を示すけれども、低度の不稔喜容を示した年

共に於ては、之に反して全睦的に不稔率がノj、となる傾向を認める。従って

不稔卒の大小と品種の多少との閲係に於ても、年三えにより接分共の全鰹的

数値の移動を見るものである。一般に大なる不稔率を示す年号えに於ては 25

-30%の不稔率を中心と Lて品種の移動を見.之に反して小なる不稔率を

示す年三えに於ては 10-15%を中心として移動し、者過の場合には此等雨者

の中間 15-20%を中心として移動するものと見て良い。

3 正常観測値に由る不稔卒と品種との関係

不1会主容は品種の異なるによって相主主を示すととは既に述べた通りである

が.叉同一品種に於ても年三えによって著大の差を示すととあるは又前表示

す所の成積にて明に認められるところで bる。此の年三えに由る顕著なる差

異は環境の影響に師すペきは明であって.殊l亡筑温は最も大なる役割を演

1-るものである。前各節 l亡於ては此の賠を考慮せす=全般の観測値を基礎と

して計算せる不稔率に就いて考察したものであるが.然し各品種の不稔Z容

に就きー居受賞なる !IoljI翫を下さんとするには、全臨より見て著しく偶情せ

る観測fruは之を棄却して.残れる E常なる観測{直につき不稔率を求め之を

比較するのが良い諒である。 rtlって本節に於ては各品種旬:に各年弐の不稔

率を検査し不正常なる不稔率に相官する観測値は之を棄却し.残れる観測

値より得たる不稔卒につき考察するとととした。而して如何なる観測値を
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棄却すべきかにつきでは、統計撃上用ゐらるる種々の標準があるが Chatト

venet's Criterionに由るとととした。即ち此の標準に Ehり各年の観測値中の信

頼度少なきものを棄却し(第 5去に於て太字にて示せるもの).此くして残れ

るものにつき百分率を計算するとととした。共の計算の結果は第 9表の如

〈である C

第 9表 E常観測{直に Elる不稔率

ロロロ 糧問|百 分 率|不稔率
稔粒 1不稔粒 順位

ロロロ 種 l年次設[百 分 率 |不稔率
稔 粒 1:不稔粒順位

大 黒 13 63.61 36.39 3 珍 子 14 67.77 32.23 4 

佐骨木 13 76.25 23.75 11 十勝黒毛 13 78.27 21.73 15 

自 毛 13 83.36 16.64 30 初 主窓 13 83.46 16.54 31 

魁 13 78.55 21.45 18 禰吉平生 14 77.78 22.22 13 

f山 ~t 14 70.30 29.70 5 札幌白毛 13 81.95 18.05 28 

夷 13 81.45 18.55 25 荒 干%I 13 85.11 14.89 32 

香早生 13 79.38 20.62 20 豊島 形 13 71.81 28.19 7 

今~、 平泉 l 13 78.13 21.87 14 li.. 部 14 81.69 18.31 27 

.市 部 13 75.22 24.78 10 八太郎 14 77.09 22.91 12 

十勝諜*，-1 14 78.32 21.68 16 干耳 紫 14 48.66 日1.34

島問機 14 80.00 20.OQ 23 
|坊

主 13 79.99 20.01 22 

13 71.61 28.39 6 都 内 12 78.57 21.43 19 

13 82.33 17.67 29 自坊主 13 81.06 18.94 24 

攻夏嬬 14 73.40 26.60 8 静周白平生 14 63.13 36.87 2 

赤 橋 13 78.47 21.53 |井越早生 13 79.54 20.46 21 

Z思 毛 14 74.53 25.47 9 赤毛| 14 81.6つ 18.40 26 

第 9表の成績に由れば不稔率の最大を示すものは.初紫(51.3496)であって.

静岡白平生(36.8796). 大黒(36.3996). 珍子(32.2396)、仙北(29.7096). 黒精(28.3996). 

鶴形(28.19%).改良嬬;26.6096). 黒毛(2.5.4796). 南部(24.78%).佐々木(23.7596入八

太郎(22.9196)順弐之に弐ぎ最小のものは.黄穂(14.8996)であって初穂(16.54忽).

白毛(16.64%).赤室(17.67 タ~)、札幌白モ.及部 f}f; モ(各々約 1896). 夷、白坊a 主

(約 19%)之にヨたいで居る。共の他は大槌 2096内外の不稔粒を生じて居る。市

して最大の不稔Z容を示す初紫と最小の不稔互容を示す賀穂、初穂. 白毛45;を

比較すれば約3596の妥にして著しき懸隔がある。又初紫と静岡白早生及び

大黒との差は約15%で諮問白早生及び大黒と珍子との較差及び仙北、黒嬬.

鶴形等の差を見れば.前[者に於ける共の 22は約 496. 後者に於ては約 996 

である。前者は初紫と静岡白平生及び大黒との問に見られる差の約 1/4・後
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者は 2んを示して居る。共の他改良嬬.黒毛.南部、ー佐々木、八太郎等の聞

には大関 1-2%の差を示すに過ぎない。更に最小の不稔粒を生す=る品種

聞に於ては不稔率の差は甚だ徴々たるものである。之に由って見れば不稔

率の大なる品種より !j、たる不稔率を示す品種に及ぶに従ひ、品種聞に於け

る不稔率の較主主も !j、となる傾向を示して居るととが解る。 t/.)ほ不稔率の大

小に由る I品種の順位は調印 9表に示す如くである。

今 U~ 9 表に示せる不稔~の大小に th り供試品種を分類すれば.主主 10 去に

示せるが如く之を G階級に直分するととが出来る。之に slるに不稔率のノj、

とるもの即ち 15-20%及び、20-25%の府級(l:属する品種が大多数を占め.

之より不捻率が増すに従って夫々の階級に属する品額数が漸減するととを

示して居る。

~no表 E常観測値vcslる不稔率を基準とせる品種の分布

率九-hω不
日
目n 種 |品開

15 - 20 

20 - 25 

25 -30 

30 - 35 

35 - 40 

笈穂、初穂.白毛、赤、室、札幌自宅、&部.芳、毛‘夷.自坊主、島田矯

{坊主、井越早生、香早晩、静内、魁、赤矯・十勝祭礼十勝黒毛、茶穂、腕早
生、八太郎、佐々木、南部

黒毛、?5c瓦縮、産品形、JjIi¥精、仙北

珍子

大黒、静岡白早生 . 

10 

13 

日

2 

45 - 55 I初紫

4 品種の特性と不稔基幹との関係

以上に於て7Kl'f:1の品種と不稔性との関係につき述ペたのであるが.誌に

考ふべきととは若し水稲 I品種聞に不稔性に闘し岡有の差異ありとすれば.

此等の品種を匡別すべき或る特性と不稔性との問に何等かの相関あるに非

宗やとの問題である。之につきては将来に於て種々の微細なる特性との闘

係につき研究を進める債値が充分にあると信歩るのであるが.今は l准供試

品種聞の顕著なる童文殻の特性即ち抑嬬の別.世の有無.柑1穂朋の早晩.花

青素の有無と不稔性との関係につき言及するに止めたい。元も供試品種中

初紫は著者の一人明峰が紫干113と八太郎との交雑に向りて得たる牛不稔稲で

あれ叉大黒は露目著なー媛性稲であって焼性にf*ふ高度の不稔性をwって
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居るものであって、共に特殊の品種であるから之は除外することとし.残

りの三十品積につき考察することとした。

先づ上記 4特性に封ずる品種の匡別を示せば第11去の如くである。

第 11表品種特性表

日ロ日 種|不稔率|鵬|を同|花青葉 口ロ" 極|不紳|綬橋| セ|拙穏期(花青葉

佐セ木 20--25 f更 短 中 岳西 珍 子 20-25 綬 f短

自 毛 15-20 F更 長 中 無 十勝，m毛 20-25 才更 長 中有

魁 20-25 中更 長 中 主時 初 穂 15-20 ~ll! 長 早 無

制l ヰヒ 2ラ-30 梗 金珪 早 舟正 調吉早生 20一万 f更 長 E免 』鴎

夷 15-20 籾 長 中 無 札幌白毛 15--20 級 長 ~þ 無

呑早.1F. 15-20 願 長 中 無 変 穏 15-20 車夏 長 中 無

茶 穂 20ー25 概 長 早 金E 鶴 形 15-20 車更 生'li 日免 無

南. 調i 25-30 f兎 長 平 f眠 及 部 15-20 綬 無 中 無

十腕黒1'11 20-25 機 長 中 有 八大郎 20-25 橋 無 中 f国

島間続 15-20 橋 長 中 有 坊 主 15-20 f更 無 中 無

黒 F議 2ラ-30 嬬 無 中 有 古宇 内 15-20 聖誕 短 日免 無

赤 { 主主 15-20 f更 短 中 有- 自坊主 15-20 f夏 短 中 J国

攻瓦嬬 25-30 橋 短 中 品珪 静岡白早生 15--20 額 短 R兎 無

赤 鵜 20一万 F需 短 中 無 ヲト越早生 15-20 梗 長 晩 釦E

来 毛 15ー20 籾 長 中 有 赤 毛 15-20 f更 長 中 無

備考 1.不;ff1率lt第IO表に掲げれる値ら用ゐ1:。

2. をlt有ろも著しく短さものl工事Thせと見倣L1こ。

3. 拙穏期lt第2表に示ぜる生育日般に4り早、中、日免に区別し1:。

4. 花背素の有無lt得、葉、せ.穎、認穎の何れかlこ紫色叉lt紫紅色キ呈するものか有とし7こ0

:t() 11表に由り不稔率と他の性質問の相闘を一目瞭然たらじむるため各性

質毎に Contingencytableを作製した。即ち第四去に示す如くである。此の表

を一瞥すれば相闘の有無は略ぽ判断するととが出来るのであるが. fn1ほ之

を数字的に示すために Contingencycoefficientを計算した。共の計算には便宜上

Yuleの方法を用ゐた。
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:U~12 表 不稔率と他の特性問 l亡於ける相閥

S =31.200 Cl=0.038 

早

中

晩

4
・
1
島

氏

ノ

q
J
h
 

初性質し」|ムヱ。|合計

;I ': I ; I:|2; 
メ弘、
ιA 

:;;稔率|
苦の f佐 賀合計

I 15-20 I 20-25 I 25-30 I 

S =34.816 Cl=0.138 

6

9

5

 

有

無 |l:|:!;|2: 
長
短
佃
…

花ヲザ
の有

k-
R 30 メ、

n 

S =36.250 Cl=O.I72 S =30.150 C 1 = 0:071 

以上の結果に由って見るに粧結の別及び花青素の有無は不稔芸春とは全然

開ー係がないととが明であれ叉世の性質1ft.び拍穏期も碕ん E相闘がたいと

云って良い。尤も本質験に供した品種敷は少なく叉前表に見る所の CeIlの

教も少ないのであるから、此の係数の信用度には多少の疑問はあるのであ

るが、前表に現はれたる一般の傾向より見るも、供試品積の範圏内に方さて

は不稔率と此等性質との聞には全然又は殆んど相闘がないと言ふととが出

来る。然し少なくとも拍椋期に閲しては此の結果が一般に趨用すべからざ

るととは勿E命である。

第 2 粒着教に闘す Q寅験成績

TjIi節に於て不稔率の大;J、は品石Jt及び年;7(1乙rllり異なるととを述べたが.

粒:着数の多少も叉之と類似の傾向を示すものであるや否を確めるため.前

節掲ぐる所に rllり品積毎に又年次別に夫 k 比較検討を試みた。以下此等に

就てillbぶるとととするo

1 年次別による粒着数の多少と品種との関係

故に云ふ 1~立岩敢とは稔粒と不稔粒の雨者を包合したる総数である。而し

て之を比較するには全粒敢を以てせす=して観察粒の組、教を全穂敷で除して
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共の計算の結果は第13表の如くであ

7~穏不稔性の品種間差異及び其の環境との関係

得たる一穂の平均粒着敢を以てした。

る。

年次別 I'l:dlる 1穂の千均粒着敢第13表
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寅

鵠

太
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初

坊

静
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内

主

静岡白早生

白坊

均引i吋j一…8幻悶2βヤ5

井越早生L

赤 毛

千

1立若童文の多少は年次及び品種に由り多少の相違

大部分の品種に於て大なる粒着主主を示した年次は昭

第 13去の成績に由れば、

を示すものであるが.
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別~ 6年にて全品種の平均 1穂の粒着教は 113.06粒にして、昭和 11年の 109.30

粒、 昭和10年の 106.23;j没、昭和 4年の 101.80粒が順次之にヨたいで居る。之に反

して最小の粒着教を示した年次は大正 13年であって、僅かに 78.25粒を着生

したに過ぎない。共の他の年次に於ては約90ー100粒内外の粒着童文を示して

居るo 此の結果より見て昭和 6年及び大iE13年の成績は全く例外と見倣し.

本質験に供用した金品積の平均 1穂の粒:着童文は大腫90-100粒が標準敢であ

る。而して全 l吊種に ~J ずる平均粒着教は 99.22 粒である。

更に個々の品種に就き年弐別の成績を見れば.大正13年を除く寅験全朗

を通じて 100粒以上の粒着を示す品種は.香早生.黒嬬.踊吉平生.及部.

静内.井越Jtt 生の 6 品種である。此の外茶 t~I 及び幼主は昭和1 9年 l亡於て又

白幼主は昭和 2年及び昭和 9年に於て柏々粒着敷の低下を見て居るが、何

れも著しく前記 6品種に接近して居る。以上の内殊に井越平生、蹴吉 I再生

及び黒嬬の 3品種にては.粒着童文一般的低減を見た大正13年に於ても充分

高度の粒着童文を示して居る。之に共ぎて粒:着護士の多き品種は、南部、十勝

黒籾.佐々木、白毛、島田婦、十勝黒毛.札幌白毛、鶴形、魁及び静岡白

平生にして、此等:の品種は 2-3の年号たに於て例外的の成績を示して居る

が.大館 1穂子均90-100粒内外の粒着を示して居る。而して最も粒着致。

少ない品種は初紫60ー 70粒にて、最大の粒:着を示す品種によじして約 1んに相

営する極めて貧弱た粒着欣態を示して居る。以上主主べた品種以外のものに

於ても.年次により共の教を異にして居るが、蹴して 80-90粒内外的粒着

教を示すことを認められる。

2 1穂の平均稔粒数及び平均不稔粒数

各品種に封する稔粒及び、不稔粒の貫主主は既に第 4去に示した所であるが.

之を供itst.穂敢にて除して得たる 1穂の平均稔粒及び不稔粒の貫教を示せば.

第14表及び第15表 l乞示すが如くである。主各党之は第13去の成績を分析表示

したものである。向ほ本去は虫r~ 4去に掲げたる稔1益率及び不稔約率に代ふ

るに 1穂の平均稔粒.及び不稔私の貫教を以てせるものなれば.共の年さえ及

品種に tMする順位閥係は之と同様なるが如く見ゆるも.事賞は然らす=して

之と具なる闘係あるととを示して居るO 第16去は即ち之を示すものである。
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叉本去に於ては 1穂の全粒敷に封する稔粒及不稔粒教の百分率と之を基準

とせる順位をも聞記した。

1 f虫の千均稔粒数第14表
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第 15表

報 .，1，. 
'" 
第 七 t点

1秘の平均不稔位敢

" ロ日
大正 i同 | 同 | 同 |昭和| 悶 | 同 l 同 | 同 | 問 | 同 | 同 | 同 l 同 i 

稲 |12年 |13年 |14年 |15年 |2年 I:3年 I4年|同 I6年 I7年 I8年 I9年 |lG年 I1 i年|平均

大 黒 40.551 37.981 22.43 47.19 22.64 21.65 25.58 5291921i 4987 22.23 2630 47.12 30.85 34.41 

佐骨木 -1 21.071 24.53 23.84 22.11 29.25 19.32 19.14 35.121 36.46 18.00 17.04 38.39 15.72 24.61 

自 毛 12.72 15.16 10.52 14.25 14.98 16.13 11.47 23.00 21.73 31.20 16.52 19. LI 19.00 14.47 17.16 

魁 22.35 15.74 14.29 16目83 16.52 22.10 14.26 22.49 4405 41.93 16.32 30.18 26.11 20.31 23.11 

仙 北 27.111 21.29 27.88 2495 2551 23.93 20.80 30.31 ~~'::i “ 97 22.58! 26.141 37.42 28.5.3 28.86 
実 11.701 17.31 15.81 17.97 14.76 19.10 13.45 16.76 =:':~I 27.44 13.431 14.621 19.99 12.79 16.98 
香早生 16.18i 16.39 13.37 24.46 15.48 17.19 13.65 18.82 18.351 38.391 46.00 23.62 28.00 

茶 主主 24.961 29.65 13.92 25目11 21.43 20.54 20.94 21.55 37.971 44.72 19.301 11.581 54.47 25.22 26.53 

市 官官 32.821 19.48 17.34 27.45 20.61 21.47 24.79 25.46 36.88! 41.87 22271 23.431 3253 21.30 26.26 

十勝m籾 23.661 25.87 1504 16.21 15.99 30.41 17.99 20.09 14.861 16.061 21.29 17.98 22.77 

島国協 12.93 16.49 17目77 2163 13.26 21.94 32.941 32.72 14.381 23.091 22.20 13.57 20.42 

m 締 29.091 27.12 15.51 42.39 26.35 27.27 18.73 22.10 48.721 65.76 27.761 39.86! 56.73 45.73 35.22 
赤 { ヨ主 9.931 14.62 8.87 15.18 12.33 14.23 16.18 1364 40.471 24.75 13.231 11.411 25.43 24.12 17.47 

改夏総 26，04 13.99 15.49 27.77 27.54 26，96 17.55 18.13 26.02 32.50 15，84 26.78 30.95 20.64 23.30 

赤 臨時 19.40 16.18 12.6g 28.09 17目79 17.09 11.87 1579 35.39 32.09 17.23 20.87 23.92 15.47 20.28 

Z民 毛 17.16 16.15 9，87 14.62 1172 13.22 11.35 11.51 46.781 48.92 9.03 35，14 52.21 27.58 23.23 

珍 子 25.77 14.28 15.45 20.52 12.87 21.35 10.42 13.78 11.09 29.18 45.13 56.46 28.10 

十勝採毛 24.44 26.49 20，05 2625 21.57 21.35 17.54 17，66 51.121 42.02 14.24 11.55 24.86 22.41 24.40 

手耳 穂 15.80 11.72 11.20 13.19 8.79 9.10 9.67 13.32 38.251 22.35 9，74 27.68 14.62 12.78 15.59 

鰯古早生 28.00 29.84 20.69 17.96 23.49 27.32 27.66 23，02 35，97 36.06 16.13 28.44 23，11 14，14 25.13 

札幌白毛 20，00 22.37 13.40 1626 11.34 14.59 11.07 1558 42.63 26.35 15.49 19.00 28.68 16.38 1951 

資 主主 11.98 13.10 6.32 8.29 11.15 11.06 13.26 15.41 24.72 20.14 1421 12.36 17.84 10.21 13.58 

鶴 l~ 29.67 1924 18，83 22.69 21.38 22.19 22.03 17.48 56.84 45.19 25.51 47.08 66.54 35.00 32.12 

及 部 22.39 12.68 15.27 13.17 25.29 27.67 13.48 1ラ.70 27.62 32.40 13.88 18.00 34.61 16.66 20.63 

八太郎 1959 13.39 13.75 13.45 10.88 22.18 11.10 12.86 32.80 25.27 14.57 29.58 32.02 20.12 19.40 

手耳 紫 44.11 26.87 27.60 43.24 11.17 22.14 24.05 25.48 38，76 53.19 19.06 49.30 53.86 43.78 34.47 

坊 主 20，86 13.39 13.51 22.03 21.37 25.56 19.42 20.92 25.50 45.66 16.19 1888 35.19 24.58 23.08 

静 内 25.05120.39114.11115.51119.91135.25119391 24M[ 43981 52.80 18991 35.001 59ラ0127.42 29.42 

白坊主 22.141 1四日抑制2121.8ラ開小 13.171 13.751 33.471 18.64 21.20 

静岡白早生 …γ16.15川…33
41.92 

井越平生 MM1  1413l「1961m1592川仔 11130.35 26.77 

赤 毛 14.901 13.73i 1820[ 10.191 14.371 1676
1 
11.14
1 
18.331 26.731 30.31 12.411 19.461 17.981 14.18 17.0ラ

之子

方J 毛色

均 124，001 1内154叶18.32121.62116 301叫… 39.991 16，711ベ幻 i1123.041 24.39 
率|叫 24.1711ベ叶 19.

70
1吋160111959|刈サ Iーベ 3ぺ吋 M
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第 16表 1椋の稔粒及不稔粒敢に閲する順位

穏|品(月刊…|同吋不稔糊|閃叫J|向山|同順位
大 黒 95.74 21 61.33 30 34.41 4 64.06 30 35.04 3 

佐々木 104.86 10 80.25 14 24.61 14 76.53 17 23.47 15 

自 毛 99.04 19 81.88 9 17.16 28 82.67 2 17.33 31 

魁 100.48 18 77.37 16 23.11 18 77.00 16 23.00 16 

f山 ヰヒ 96.52 20 67.66 26 2886 7 70.16 26 29.90 7 

夷 87.33 27 70.35 21 16.98 30 80.う6 7 19.44 26 

香早生 116.11 4 88.11 3 28.00 9 75.88 21 24.12 12 

茶 穂 112.40 6 85.87 6 26.53 II 7640 19 23.60 13 

南 m~ ・ 101.00 16 74.74 18 26目26 12 74.00 24 26.00 9 
十勝，m;Jit 103.18 14 80.41 13 22.77 20 77.93 12 22.07 20 

島問熔 101.30 15 80.88 12 20.42 23 7984 9 20.16 24 

~ 橋 116.15 3 80.93 II 35.22 2 69.68 27 30.32 6 

赤 安 87.66 26 70.19 22 17.47 27 80.07 8 19.93 25 

改頁事~ 87.71 25 64.41 28 23.30 16 73.44 2雪 26.56 8 

赤 嬬 88.65 24 68.37 25 20.28 24 77.12 15 22.88 17 

黒 毛ー 93.3! 22 70.08 23 23.23 17 75.10 23 24.90 IO 

珍 子 84.07 30 55.97 31 28.10 8 66.58 29 33.42 4 

十勝黒毛 103.69 13 79.29 15 24.40 15 76.47 18 23.53 14 

初 穂 85.08 29 69.49 24 15.59 31 81.68 3 18.32 30 

繍吉早生L 113.23 5 88目10 4 25.13 13 T7.81 13 22.19 19 

札幌白毛 100.74 17 81.23 10 19.51 25 8063 6 19.37 27 

資 穏 85.84 28 72.26 19 13.58 32 84.18 15.82 32 

鶴 形 104.34 12 72.22 20 32.12 日 69.22 28 30.78 ラ

及 調i 108.55 7 87.92 5 20.63 22 80.99 日 19.01 28 

入太郎 81.75 31 62.35 29 19.40 26 7627 20 23.73 12 

初 紫 65.52 32 31.05 32 3447 3 4739 32 日2.61

坊 主 106.79 9 83.71 7 23.03 19 78.39 11 21.61 22 

静 内 120.50 91.08 2 29.42 6 75.59 22 24.41 11 

自坊主 104.73 11 83.53 8 21.20 21 79.76 10 20.24 23 

静岡白早生 107.09 8 65.17 27 41.92 6086 31 39.14 2 

井越早~E. 119.96 2 93.19 26.77 10 77.68 14 22.32 18 

赤 毛 91.84 23 74.79 17 17.05 29 8144 18.56 29 

平均I99什-=-r74.84 I -I 24川-I 75.43 I -I 24号81-
備考木表に於げる i 穏の金紋数lt便'lí:上稔粒Wt と不稔粒盟主との合:n~示しれものて\第 13表に於げろ

会粒霊UPち各年1:於げる成績かzr.均して得1:õ 蚊寸:と lt柏、~なることは懸字の取扱上巳むか得ぬ

ことて.あろ。
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節目去に EfJれば 1 聴の全粒教と稔 ~~I!: 教との品種間順位は.著しき程度に

於て相伴ふととが解る。 P!ii全粒数多きも不稔粒敢の著しく多きもの即ち静

岡白早生の如きものーの存するがために.雨者の順位に著しき相準あるとと

がある。 1f京の杢松教と不稔粒教との順位を比較するに.叉大韓に於て相

伴ふの傾向を認むれども、一方に於ては全粒敢多くして不稔粒教の少きも

の即ち井越早生.静内、及部.幼主の如きものるり.又他方に於ては杢粒

教は少なけれども不稔粒数の比較的多きもの即ち初紫.静岡白 lF生、珍子.

仙北、大黒の如きものあるがため.雨者の順位閥係は全粒教と捻粒童文との

開係の如く宥接ーではない。兎に j守J:杢お1:敢の多いものは一般に稔粒童文も多〈、

又同時 IC不稔粒敢も多くなるは容易に考へ得べき rE常的の現象であるが.

之には共の護育に釘する環境がlE常的であるを必要とするは勿論であり.

叉之に闘しても品種の特異性の存するととは認めねばならぬ。以上の闘係

に!11り稔粒主主と不稔粒教との順位閥係は著しく不規則となるのは営然であ

って.稔粒教の多いもの必歩しも不稔粒;教が少なくない、不稔粒敢の多い

もの必十しも稔粒数が少なくないと云ふ結果になる。

以上は第16表の一瞥に rllりて知り得ぺき大開的の結論なるが.此の聞係

は生物測定接的の闘形又は恒敢にr11りて之を兵臨的に示すととが出来るo

Eえには唯相閥去と相関係童文を示すこととする。尤も初紫及び、静岡白平生は

特に飛び離れたる成績を示して居るから相関係童文計算には之を除外すると

ととした。

被
の
司三

均
府E
者
鍛

メK
M 

第17表 訂1組問に於ける 1和、の平均粒着数と同平均稔粒:教との相閥

車窓 の 千 :t:~ 者会 軍主 軍主

55-60 I 60ー臼 165ー70 1 7 
合計

80一郎 一 一 一 2 

85-90 2 3 一 一 6 

90-95 一 2 一 一 2 

95ー100 一 一 一 3 

100-105 2 2 5 一 9 

105-110 2 

110ー115 一 一 一 一 2 2 

115ー120 一 一 3 

120ー125 一 一

7 I 2 I 8 I 4 I 2 I 30 
相関係盟主=+0.8343 
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第18表 品種聞に於ける 1椋の平均粒着敷と同平均不拡粒敢との相閥

穏 の 弓三 均 方ミ 王台 粒 軍主

lい 5 I 15--20 I 20--25 I 25--30 I 30--35 I 3日 O
メ口、 計

80--85 一 2 

85--90 3 2 6 

穂 90--95 2 
の 95--100 3 
千

長j
100--105 : 6 9 

粒
105--110 一 2 一 2 

者 110--115 Fー 2 2 

聾主 115--120 一 2 3 

120ー 125 一

メち、
ιE 計 7 11 8 2 30 

相関係殴=+0.5582 

第 19表 品積聞に於ける 1穂の平均稔t.i:敢と同不稔1主主主との相関

穂 の 平 均 不 zih 粒 聾主

Iい 5 I 1ト 20 I 20一万 j 25--30 I 30.-35 j 35--40 
l日入 ~t 

55 --60 

60 --65 一. 一 3 
干:.[{
65 --70 3 

の
之F 70 --75 3 7 

均 75 --80 2 一 4つ日

王会
80 --85 2 5 8 

粒

数 85 --90 一 3 4 

90 --95 一 2 2 

メL

'" 
7 11 8 2 30 

相関係盟主=+0.1422 

以上は品種聞に於ける諸性質の相闘に就て連ペたものであるが'"たに年

次聞に於ける相闘を検するのも興味あるととであらう。即ち例へば 1f.点の

平均粒着敢の多い年Eたには.同平均稔粒童文も多きや否や等の問題である。

此の開係を知るためには前同様相関係童文を計算するのが誼営であるが、此

の場合には年次が僅かに 14であるから groupingを行ふととなしに計算を行っ

た。今性質の各組合せ毎に一方の佐賀を数値の順序に排列し之に相官する

各年次の観測値を表示し、向ほ夫々の相関係童文を示せば第20表の如くであ

る。
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第20去 年失聞に於ける諸性質の相闘

年 次|同級[稔粒駿年 次|粒若草ti不毛併合数 年 次|山政|不稔慨
昭和6年 113.06 71.70 昭和6&手 113.06 41.36 昭和1I年 86.26 23.04 

同 I1年 109.30 86.26 同 II年 109.30 23.04 同 4年 85.50 16.30 

同 10年 106.23 69.09 同 10年 106.23 37.11 同 8年 84.86 16.71 

同 3 &1三 104.12 82目50 l司 3年 104.12 21.62 同 3年 82.50 21.62 

同 4&1'- 101.80 85.50 同 4年 101.80 16.30 同 5年 78.93 19.23 

同 8年 101.56 84.86 同 8年 101.56 16.71 大正14年 76.28 15.55 

同 7年 101.01 61.02 同 7年 101.01 39.99 昭和2年 74.71 1832 

同 5年 98.16 78.93 同 5年 l 98.16 19.23 大正15&f. 73.94 21.77 

大正12&f.. 97.86 73.87 大iF.I2年 97.86 24.00 同 12年 73.87 24.00 

昭和9&J三 97.19 70.0:1 昭和9年 97.19 27.19 昭和6年 71.70 41.36 

犬JEI5年 95.70 73.94 大正15年 95.70 21.77 同 9年 70.00 27.19 

昭和2年 93.03 74.71 昭和2年 93.03 18.32 同 10&J三 69.09 37.11 

大正14年 91.84 76.28 大正14年 91.84 15.55 [n] 7年 61.02 39.99 

同 13年 78.25 59.35 同 13年 78.25 18.91 大正13年 59.35 18.91 

+ 0.4207 + 0.4863 |両副一一一-0.4778 

以上の結果に巾って見るに、 1 穂の平均約:着童文の多い年さえには稔 1~j 数も

叉不稔粒童文も共 l亡多い傾向が可なり明に認めらるるが.之は敢て奇とする

に足らぬ。稔l，i:教と不稔粒教との相関は品部聞に於ては+0.1422であった

が、年次聞に於ては-0.4778といふ可なり懸隔せる成績を示して居る。即

ち稔粒敢の多い年には不稔粒数は少ないと云ふ事買を示して居るが.此の

関係は品種聞に於ては見るととが出来すヘ却って稔 ~tl，:;散の多い IFI種では不

稔粒敢も亦幾分多きに非歩ゃを疑はしめる傾向を示して居るが之は明では

たい。

.3 lE常的なる 1穂の平均粒着数と品種との関係

前f1r:iに述ぷるが如く年次及び品部により粒着教の費具を示すもので、殊ー

に年さえによって著しき差のあるととが認められる。故に個々の品l'ifi:に就て

共の杢粒敢の多少を比較するには特別の場合と見倣すべき年次に於!1る不

rr. 1~・の成績を除外して.比較的正常なる成績に就てのみ 1 椋の平均約:敢を

算出し.其の成績に封する1沈着童文の順位を定むるのが遁営である。斯くし

て得たる順位は第21去に示すが如くである。向ほ此の計算を行ふに営り不
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lE常成韻として省けるものは、第 5去に於て省いたものに準ひ第13去に於

て太字を以て示したものである。

第21表 正常年次に於ける 1椋の平均粒着童文と品種との関係

日Z週目 位 日四目 位

静 内 122.60 l 魁 99.77 17 

井越早生 119.62 2 札幌白毛 99.43 18 

黒 鵜 116.45 3 白 毛ー 98.27 19 

呑 平 生 114.50 4 仙 :/t 96.52 20 

掬吉早生 113.24 5 大 県 95.74 21 

茶 穏 112.93 6 黒 毛 93.31 22 

及 部 108.55 7 赤 毛 91.81 23 

静岡白早生 107.08 8 赤 熔 88.24 24 

自 坊 主 104.36 9 改 瓦 1需 87.71 25 

坊 主 103.87 10 夷 87.40 26 

鵠 形 103.48 11 赤 室 86.40 27 

十勝黒 1Y./. 103.18 12 支 穏 85.52 28 

佐 々 木 103.03 13 珍 子 84.11 29 

十勝黒毛 102.11 14 初 徳 83.14 30 

島 図 橋 101.30 15 A 太 悶1 81.6ヨ 31 

市ー 間: 100.8) 16 初 紫 74.16 32 

第21表の成績に由れば.本質験に供用した 32品種中で平均 1穂の粒着主主

100粒:以上の品種は.順位第 1-16の16品種にして、 100粒以下90位以上のも

のは順位UHi-23の 7品種、 90-80粒の範国内のものは 8品種、それ以下の

ものは僅に 1品種に過ぎない。叉個々の品種に就て其の粒着教を見るに、

長大を示した品種は静内約 122粒.井越平生約 119粒にして.之に反して最小

のものは初紫約i4粒.八太郎約8H主である。 乙の結果より見れば本質験の

範囲内にて正常的なる成績について言へば 1穂の平均粒着童文120粒を超ゆる

品種は極めて少なく又iO粒以下なる品種は全然なく牛童文のものは 100-120

粒、他の牛教は 80-100粒の範闘にあるととが jfJifる。

4 粒着敷と不稔卒との相関

前節に於ては粒着主主と稔粒及び不稔粒の貫敢との開係につき述べたので

るるが、主主には 1棋の粒着童文と不稔率(1f:虫の平均粒着教を基礎として計算

せる不稔率)との閥係を主Jj;ぶるとととする。
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先づ第 16表につき 1聴の全粒童文と不稔粒百分率との順位閥係を見るに.

1穂の粒着致と不稔:弘教との場合に比して共の閥係の蹟る微弱なるととが

解る。貫主主と比率とが斯くの如き相異なれる現象を示ずは敢理上何等の不

思議はない。稔粒:卒は不稔粒卒と逆の順位を示すものであるから.共の 1

穂の1主:若-敢に封する闘係は不稔粒:率の場合と同様である。(第 9表に示せる

不稔率は調査線、童文を基礎として計算せるものであるが.第 16去に示せるも

のは 1t去の粒着教を基礎として計算せるものである。又前者は IE常観測値

にF11れる不稔率なれども.後者は計・算の都合上全部の観測f直に由れるもの

である。従って雨者聞に不稔率の童文値及び順位に於て若干の差異あるとと

は蒐かれない。)

以上の闘係は又相関係数の計算に r1Jりて之を知るととが出来る。第22表

は即ち之を示すものである O

第22表 品種聞に於ける 1穂の平均粒:着・教と同不稔率との相闘

穂 の 平 主主j 不 者念 き毛主

15-18 I 18ー21 I 21--24 I '24ー27 Iト 30 I 30-33 33-36 
メfr 計

8J-85 一 一 .一 2 

85-90 3 一 6 

平:i!! 90-95 一 一 2 

の 95ー10) 3 
再三

均
100-105 3 4 一 9 

申立 105-110 一 2 

者 110-115 一 一 2 一 2 

主主 115-120 一 3 

120ー125 一 一
メ、、
F可 「つ円

V1
 

0
0
 

勺

4
.十

a
z--u 

2 2 30 

相関係数=+0.1063 

i1白色(id亡示した相関係数の計算に興れる諸性質につき同師紘を作って見る

に 1椋の平均粒:着致、同稔私童文及び同不稔お:数共に芭蝕的であって何等

の問題がないが、前記の不稔率だけは柏々出1*Jj~ 的である。同師脱が曲線的

である場合には、通常の相関係教に出り相闘を示すととはiE確ではなく、

他に油宮なる恒童文があるが.本質例の如< Cellの敢が少ない場合には之も

正確な方法とは云へない。 111って使立上通常の相関係敢に lhり大韓の傾向
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を示すとととした。

共に年次間に於ける粒着教と不稔率との闘係を検するため最大の不稔至容

を示せる年次(昭和!6， 7， 9， 10 の 4 箇年)と最小の不稔率を示せる ~l三失(大正 14， n日

手II4， 8の 3箇年)に於ける平均成績を比較すれば第23表の如くである。

第23表 ;jiii:若致と不fiI:率との閥係

|最大イ紳 I 創刊粒l持ヰ基4士~I 制不毛主家衣 j||最大次平不均稔粒l率穂数I最年の小次午均不稔率I最小不稔率次ロロ日 種年次 l穏年次 年 日"目 種年 i穏年
の平均約鍛の平均 との絞発 の 粒鍛との較差

大 E思 99.15 93.92 十 5.23 十勝黒毛 10ラ.62 104.96 + 0.66 

佐骨木 104.86 106.08 1.22 初 干喜 97.8ラ 78.37 + 19.48 

白 毛 105.29 93.03 + 12.26 掬吉.!JL~È. 113.01 115.55 2.日4

魁 110.84 96.41 + 14.43 札幌白毛 105.31 98.01 十 7.31 

f山 ヰヒ 109.31 96.15 + 13.16 黄 穏 85.70 91.30 5.60 

夷 90.36 85.17 + 5.19 鵠 形 109.43 107.39 + 2.04 

香早生 124.94 111.47 + 13.47 及 部 110.45 114.02 3.57 

茶 穏 112.89 111.70 + 1.19 八太郎 94.83 74.71 + 20.12 

南‘ 部 104.52 104.24 + 0.28 初 紫 70.03 58.79 + 11.24 

十勝~紘 110.6つ 101.51 + 9.09 坊 主 98.77 109.67 - 10.9J 

島田嬬 109.41 101.41 十 8.00 il事 内 121.56 122.18 0.62 

祭 嬬 115.33 119.88 4.55 自坊主 107.59 109.13 1.54 

赤 室 92.77 89.59 + 3.18 古事前白早生 119.63 98.97 + 2066 

改瓦嬬 94.21 87.03 + 7.13 井 i也早生 119.63 122.99 - 3.36 

赤 嬬 93.04 83.16 + 9.88 赤 毛 100.99 88.64 + 12.35 

黒 毛 94.67 92.23 + 2.44 

珍 子 93.56 7863 + 14.93 ~ 103.94 98.32 日.62

第23去によれば.金供試品種の約%は不稔粒率最大の年次に於て粒:着童文

の増加を示し、全品種の平均粒童文を見ても不稔率最小年次に比ペて約5.6粒:

だけ共の粒:教の増加を示して居る。叉夫々の品種に就いて見れば、不稔率

最小年弐の成績に比較して最大年三たに於ける粒着教の最大を示す品種は.

静岡白平生.八太郎及び初穂にして.共の致は約20粒.之に次ぎて珍子.

魁ーは約 14粒.香IjL生約1.)粒、赤毛、 白毛約 12粒:、初穂約10粒:の割合にて夫

次主主着童文大なる成績を示して居る。之に反して小なる粒着教を示して居る

品種は.幼主10粒、夷.黄椋約 5粒.黒嬬約 41iiiにして他の品種の減少程

度は 1-2粒に過ぎない。以上の事寅より考ふれば、年失聞に於ける f1L荒

童文と不稔率との間には或る関係ありて、金控の粒着数多き年次には不稔率

も之 l乙wって増加lするの傾向ありと云ふととが出来る。而して杢臨の粒着
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数を多からしむる環境要素に就ては次節に述ぶるとととする。

向ほ以上の事寅を示すために相関係設を計算すれば第24表の如くである。

第24去 年次聞に於ける粒着敢と不稔率との相閥

年 次|持者 年 次|粒 着

昭和 6 年 113.06 3658 大正 12 年 97.86 24.52 

同 11 年 109.30 21.08 昭和 9 年 97.19 27.98 

悶 10 年 106.23 3493 大正 15 年 95.70 22.75 

同 3 年 104.12 20.76 昭和 2 年 93.03 19.70 

同 4 年 101.80 16.01 大正 14 年 91.84 16.93 

同 8 年 101.56 16.45 同 13 年 78.25 24.17 

同 7 年 101.01 39.59 

l司 F 年 98.16 1959 + 0.2972 

以上の相関係数は甚だ小であって.年次間に於ける粒着童文と不稔率との

相闘の存在を示すには十分でないが.上越の説明と相照合して粒着裁の多

き年次には.不稔率も亦増加lする傾向があると云ふととが出来るであらう。

要するに粒着童文の多い年三たには不稔む:敢も又不稔率も多い傾向を認むる

が.殊に稔'f;;i.:教は明に多い傾向がるるから、栽培の賞際上より言へば.粒:

着数の多い年共には I段量の大なる可能性が多いととを意味する。之は品種

間に於ても同様であれ粒荒教の多い品種が寅際牧量の大なる可能性が多

いと言ふて良い。

5 粒:着数と気祖との関係

粒着童文は年次に由り zf異あるととは容易に考へ得ぺきととにて、抽穂期

以前に於ける環境が稲の一般的護育 'CMし恰過なるときはお:着敢の多きと

とは営然のととと忠はるるが.此の際最も影響が大であり又興味ありと忠

はるるものは気温の闘係で bる。而jして稲の護育期に於て聴の形成及び之

に伴ふて粒 /i台数の決定せらるべき時期に就ては文献の徴すべきものが殆ん

と見首らないが. IlJJ峰(1)の調五に 111るに拍椋10日前に於ては既に椋の護育

及び之に件ふ1生活も著しく進捗し居るも、同 20目前に於ては向ほ共の護育

の始}切にある。之 1[.DIって見るに抽松前10-20日間の筑温とお:着数との閥

係を検すれば可なるが如くで bるが.此の日童文は環境に由りて異動あると
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第25友 13:着童文と気温との関係(抽椋前 10-25日間の平均気温〉

南

部
茶

穂
呑
早
生

夷
山

北魁
自

毛

佐
々
木

大

黒"n 
次年・

前
あ
卒
、
治

穏
一
の
集

拍

ω日
均

大正15年{粒般 102.491γ01 
94.67 104.24 86.61 105.88 101 

然出. 19.901 20.361 20.30 20.37 20.02 20.37 20.30: 20.23 19.90 20， 

昭和7年イ{気革宣温車主
100.921 83.421 109.09 109.63 105.73 86.42 121.91 107.27 103.66 119 

20.03 20.29 20.04 20.04 19.93 20.29 20.29 20.29 20.03 19 

同 9年1(粒重責 89.10 97.61 96.75 112.43 103.16 82.72 127.00 84.52 89.60 88 

N 

集温 17.76 17.751 17.871 17.871 17.95 17.95 17 

o 
同 10年{精霊主

105.791 117.521 103.20 103.95 1128688372264901 3 11 22671 
115.84 104， 

rコ
朱温 19.891 20.41 ~ 20.41 20.45 20.001 20.001 20.411 20.41 20，41 20， 

同 1I 年~粒量生 12137 103.20 107 

朱温 21.011 19.951 19.95 2001 20.82 20 

司三 均lP門門r純附吋叶貨引什|ド1ω山川吋叶o刷川ぺ1日河十8「十1十10白3日ヤラ
制 19.761 19.781 19.7 山 19.6li 矧 19.941 19.941 矧 19.68

大lF.12年イ{約数
93.71 94.16 87.41 99.39 75.99 1I838! 115.4 9ヨ.94 96.12 

朱温 21.04 21.77 2075 21.53 20.87 21.27 21.53 21.53 19.01 21.53 

63.9う 87.71 8322 76.35 43.27 71.83 84.10 95.89 80.54 90.95 
同 13年

気温 24.35 24.35 24.35 24.36 2439 24.36 24.39 24.39 24.36 24.3e 

昭和 2 年{来粒~Ì数a 91.61 
104.39 96.00 88.38 75.51 87.宮2 116.50 116.99 96.23 99.77 

21.43 21.43 22.32 21.43 20.94 22.32 21.26 21.06 21.26 21.08 

95.82 118.15 110.9ぅ 91.30 112.37 121.76 98.11 111.12 

同 3 年来~W，由 22.27 21.82 21.82 21.84 22.23 22.15 22目lう 22.23 

ト.，

N 

114.30 95.95 98ラ9¥ 83.46 81.8ヨ 111.76 118.01 106.59 109.47 
同
4年策一.ill. 23.42: 23.24 23.24 23.24 23.35 23.18 23.42 23，42 23.18 23.24 。

101.58 96.11 93.21 99.59 93.00 n.67 120.02 105.74 99.31 92.29 

同 害左手 朱i旦 21.19 21.19 21.09 21.19 20.86 21.42 21.19 21.19 21.06 21.42 

100.791 120.89 112.121 117.30 115.4ラ15邸Jl 1039112485133C61089612966 
袋温 20.501 21.51 21.671 21.59 21.13! 21.331 21.631 21.111 21.331 22.05 

109.801 110.76 97.691 96.95 104.551 89.401 120.361 107.321 108.441 96.66 
同 8lf. 泉温 22.381 22.76 22.761 22.64 21.341 23.101 22.641 22 ，6~122.381J竺

弓1 l醐 1閉山4円 11 両う|悶l 醐γ|オ削F110301均気温刈 ;~:~~I ;2.;9: 22.251 21.91'1 22.31 叫 22.161 21.821 22.35 
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お: 1昔 数 と 気

J自主客li可 由

1O~251 _. 1 局
日の制年次別|閃
均朱iEL| | 総

初

穂

黒

毛
十

腕
珍

子

黒

毛
赤

鰯

改
頁
何
冊

赤

室

閉

山

脇 i紙早
i1f ~E. 

81.83I9197119i.931 183.86 
大正l坤{粒歎

95.16 100.87 75.93 106.42 72.53 105.31 

朱i且 20.23 20.23 20.37 2035 20.36 20.37 20.37 20.23 1959 20.37 

昭和 7年{粒聾士
10754 112.32 85.35 86.13 92.96 91.93 89.42 106.99 94.33 109.05 

会i温 20.29 20.04 19.33 20.041 2004 20.04 19.45 20.03 20.13 19.37 

昭和9年イr杭朱i盟Ja主
106.71 104.89 83.26 94.78 89.44 88.05 9里51 84.39 93.33 113.85 

向トl、Jd 
17.95 18.08 17.76 17.87， 17.87 17.87 17.90 1783 17.79 17.61' 

。
H行手日10&j三f:付iiU基a1t 106.90 119.04 98.62 93.09 89.26 lm6(9349 100.27 。

20.41 20.56 20ラI 20.411 2051 20.54 20.35 20.26~ 19.69 20.36 

昭和11年 {朱粒i政拠
107.46 120.76 102.93 9654' 91.56 101.72 91.57 107.66 106.49 121.78 

21.01 20.03 19.69 20.03 19.91 2082 21.0i 19.91 

均{気粒政温 叶111 削 11 白 1 悶 7l「ぺ 1M平
19.931 19.791 19.531 19.741 19.761 19.771 19.601 叫 19.651 195:: 

大iEI2 年 { 粒朱i鍛a 
106.67 112.19 42.38 107.24 78.88 98.10 85.35 109.7 

21.雪3 21.53 21.59 21.271 21.53 21.46 21.12 2153 21.09 21.6 

大正13年 {粒朱i扱地
66.26 108.u4 78.11 6968! 70.80 77.75 72.47 92.32 59.35 109.7 

2436 24.36 24.36 24.361 24.59 24.36 24.36 24.35 24.39 24.2 

昭和2年 {朱靴i型昆主
90.61 119.19 86.86 76.64 89.16 89.32 73.41 109.28 69.43 111.2 

21.26 21.39 21.40 22.60 2140 21.26 20.98 21.9 

昭和3&J'.{料朱A温吸
102.69 132.93 10154 83.221 97.25 97.39 94.86: 106.26 78.641 1225 

22.15 22.15 22.03 22.1日 22.27 21.82 22.03 21.82 22.26 21.7 
トJ

uト、3、 昭和4年{粒3風‘車品止1 
99.96 120.91 97.69 93.11 91.08 9464 81.06 110.02 77.93 120.9 

23.42 23.42 23.42 
、

23.42 23.42 2351 23.35 23.35 22.92 235 。
昭和日年イ[気般池車主

107.46 111.20 9350 85.25 85.59 93.69 8019 9150 92.75 105.3 

21.15 21.19 2221 21.64 21.19 21.19 21.94 21.15 20.67 225 

伽年(粒鮫
116.48 125.08 103.84 100.67 92.82 10555 100.06 12352 110.26 128.8 

気温 2151 21.61 22.22 21.77 21.68 2159 21.77 21.11 20.72 22.4 

sB和8年{料費支
108.43 131.61 94.31 95.06' 76.72 98.11 77.97 9ラ.861 90.30' 112.0 

朱湿 22.38 22.38 22.76 22.76 2283 

平均(醐iオ叶 871u|ペペオ 10361|十日
家U1ril.1 22.221 22.251 22501 22.48; 22.351 22.401 22.371 22.221 21.891 22.6 

O 

業 4.931-8561ゴベ 5.651~ 3.72~卜1.011 9.031-5.00 
…の平均制卜1.361川吋 21.431吋 21.391吋叫叫 M
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温 と の 開 係(績〉

札白| 賀 ! 童書 | 及 | 入 | 初 | 坊 | 静 | 白 |静白|井早| 赤 | 千
太 坊|平

腕毛| 穏 | 形 | 部 | 郎 | 紫 | 主 | 内 | 主 |間生|越生| 毛 | 均

l;rir;;|l;::;|l;121:;::|12;| 

l:::121叶:::;l;;:;;;211::124
1.211ペ3.061 4.001 11イ14.541 4.411-12.811 

76.37 75.67 86.33 69.23 67.71 54.08 

24.36 24.35 24.36 24.37 24.35 

92.65 80.86 88.95 101.92 66.69 45.78 

21.26 21.26 21.99 21.71 21.43 20ラ日

110.40 81.07 103.14 116.12 80.85 日161

148.57 115.51 90.43 120.69 

21.27 21.77 20.87 20.54 

97.78 66.39 67.87 110.78 78 

24.33 24.3里 24.01 24.01 24目39 24. 

115.36 95.99 105.54 105.43 85.87 93. 

21.43 21.43 22:84 22.84 21.71 21. 

14565 102.82 125.21 138.17 94.29 104 

22.26 22.27 21.61 21.62 22.23 22. 

128.72 91.54 101 

23.351 23.351 23.57 23.57 23.47 23. 

1~~.~Oi 1~5.4~1 120.34 120.70 96.96] 98. 
22.511 21.151 23.44 23.44 21.06 21. 

134.42 104.03 135.00 139.24 97.37 112. 

22.22 21.51 21.76 22.10 21.33 21. 

125.23 108.20: 117.69 127.72 85.28 101. 

22.83 22.991 22.64 22.1 

(:4 
19.56: 17.87: 17.90 

11 0.311 96.531 106.07 

18.88] 19.49: 20.23 

111.371 109.511 109.17 

1967[ 20.03; 20.00 

19.8 19.581 19.66 

F 

F 

0
0

円

y

z
ノ

円

U

A
守

5

0

0

 

6 

lγ011231  
98.51 

22.281 22.641 22 22. 22.28 

ω11-9.721 3.32 

吋吋 21.27 
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とは勿論で 3うるから.訟には安全を期するため抽椋前10-2.5日の 15日聞の

気温が粒着故に及ぼす影響を検するとととした。今此の期間の平均気温17

-21Tを保てる年次(大疋15，昭和 7，9，10，11年)と.同じく 21-2.5"Cを保てる年

次(大iE12，13，昭和 2，3， 4， 5， 6， 8年)とに大別して、此等の年Eたに於ける各品種

観察粒教を 1Ü~ の平均粒敢に換算し.之を営該気温と比較 JN 照すれば第 25

表の如くである。

2fC 25表に由って見れば.平均気i.l17-21 T及び同21-25'Cの年次に於け

ι る穂子均粒者数は.前者に於て 3.32~!立の多きを示すに過ぎない。然し之は

低温年共 l亡於て高温年号えに於けるよりも粒着教を減少して居る品種をも加

算して得たる結果であって、今椴りに低温年次に於て1回:童文の減少を見た品

和を除外し残飴の品積のみに就て粒着教を算出せば.低温年三えに於ける平

均粒清教は99.96粒.高温年号えには93.50粒であって共の差は 6.46粒を示 L.

低温年次に於て相官・の増加を示すとととなる。

更に夫々の品聞に就て見れば.集温17-21"Cの年共 lこ於て 21-2.5 oCの年

三たに比して粒岩童文の減少を見た品種は.佐々木.茶穂、黒嬬.黒毛、十勝

黒毛、調吉平生、静内.チl'越早生の 8品種にて供試品積の 25%に過ぎや.

7.5 96の品種は何れも多少の粒数増加lを示して居る。増加を示した品都中で

最も顕著と忠はれる品積は、仙北20.18粒.初紫14.54粒.魁 12.06粒、赤毛11.

74粒.八太郎11.57粒.初穂 9.03粒、白幼主 8.08;f方、大黒 7.98粒等である。

以上の事質より見れば.気温と粒着敢の閥係は品簡に由り多少の相違はあ

るが、本質験の範国内に於ては、大多数の品種は抽椋前10ー 15日間即ち椋形

成期に於ける或る範囲の低温に由り粒着教の増加を来すものと考へられる。

是れ高温は生殖器官の殻迭を犠牲として柴養器官の護建を促進し、低湿の

場合は之に反して柴養器官護連の遅滞が生殖器官の充震に Elり補はるるも

のと見倣すべきか.靭らく疑を存して後の研究を侠つこととする。

向ほ以上の関係を示すため、寅験年共聞に於ける拍穂前10-2.5日聞に於

ける封品種平均気温と粒着童文との相閥係数を求むれば.第26表の如くであ

る。

第26表に由て見れば.相1穂前10-25日の平均気温は粒清教と責の相関が

あり.前述の事買を確かむるものの如くである。唯相関係童文が一 0.~361 で
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あって雨者閣の相闘を明白に示すととはないが.少なくとも雨者聞に相反

する傾向あるととを示すものと云ふて良からう。

第26表 拍穂前10-25日の平均気温とお;着敷との相闘

年 者 重主 年 者数

大lE. 13 年 24.35 78.25 大正 12 年 21.22 97.86 

昭和 4 年 23.34 101.80 同 15 .{J'. 20.25 95.70 

同 8 年 22.66 101.56 昭和 10 年 20.23 106.23 

同 3 &jl. 22.05 104.12 同 II 年 20.00 109.30 

同 2 年 21.58 93.03 
同 7 年 19.92 101.01 

6 年 21.56 
同 9 年 17.90 97.19 

同 Il3.06 

同 5 年 21.46 98.16 -0.3361 

第 3 気象要素が不稔率に反ぼす影響

不稔率の大小は品種及び年号たによって著しき相濯を示すととは前節既に

越ぺた所である。年次により顕著な差を示す原因には麗々あるととは勿論

であるが.気象要素の影響が最も大であるととは想像に難くない。以下不

稔粒出現に最も影響の大なるものと思はれる三つの気象要素と不稔率との

閥係に就て検討を試みて見ゃう。

1 不稔卒と気温との関係

日. 年次別気祖と不稔卒との関係

本節に於ける筑温の表示は、稲の生育期聞を通じて稔寅に直接大なる影

響を粛すものと思はれる時期即ち生長盛期と開花期とに別け、総て 1日の

千均気温を以て示すとととした。生長盛期とは便宜上 7月 1日以降拍椋初

期に至るまでの時期を指し.開花Mとは抽穂初期より以後15日聞を意味す

るものである。向ほ表中平均気温と稿ずるは、生長盛期又は開花期に相営

する毎日の平均気温の和を日敢にて除したもの.最高気温と稿するは同じ

く毎日の最高気温の手IIを日敢にて除したるもの、最低気温も同様の方法で

計算したものである。

今年次別に共の成績を示せば第27去の如くであるo 大 IE14年は既に述べ

た如〈出穂の調査を行はざりしを以て.本去には共の成績・を扶いて居る。
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向ほ品種毎に質験全期を通じての王子均成績を示したものが第28表で dうれ

又金品種の平均不稔率と気温との関係を一目瞭然たらしむるため 1去に纏

めたものが第29表である。

第2i表 不稔率と気温との閥係

大正 12 年

平均 生主主 生長峰 i羽朱 i~ 開花期気温

日四同 干ま 不稔率 l 記事 E早期 [||lOC llllOC . 粒!Jit 日IJlt 平均最高最低以日下鍛の 平均最高最低以日下政の

アヒ 累 43.27 93.71 51 19.56 24.50 15.30 3 23.78 

佐 b 々木 46 19.50 24.38 15.17 3 20.62 27.79 15.07 

白 毛 13.51 94.16 54 19.67 24.75 15.23 4 23.33 25.95 16.03 

魁 25.57 87.41 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.55 

f山 オヒ 27.28 99.39 43 19.38 . 24.17 15.04 3 20.61 27.41 14.83 

夷 15.40 75.99 52 . 19.57 24.59 15.21 4 23.9D 26.55 16.21 

香平生 13.66 118.38 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.55 

古ノ寺』、 主主 21.61 115.48 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.5号

.市 部: 32.84 99.94 46 19.50 24.38 15.17 3 20.62 27.79 15.07 

十勝黒籾 24.61 96.12 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15言5

島岡常詰 27.83 106.67 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 2666 15.5ラ

思 嬬 25.93 112.19 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 1555 

赤 室 15.53 42.38 45 19.48 24.33 15.17 3 20.64 27.08 14.86 

攻瓦橋 30.11 86.49 52 19.57 2459 15.21 4 23.90 26.55 16.21 

赤 総 21.10 91.94 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.55 

黒 毛 16.00 107.24 51 19.56 24.50 15.30 3 23.78 26.97 15.94 

珍 子 32.67 78.88 53 19.61 24.66 15.20 4 21.70 26.46 16.09 

十勝黒毛 24.92 98.10 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.55 

初 者:t¥ 18.51 85.35 43 19.84 24.75 15.44 3 20.87 27.30 14.89 

開古平生 25.52 109.72 48 19.52 24.47 15.36 3 21.15 26.91 15.99 

札幌白毛 17.31 11564 46 19.5:) 24.38 15.17 3 20.62 27.79 15.07 

資 主選 14.92 8033 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 26.66 15.55 

富良 7移 27.71 107.05 52 19.57 24.60 15.21 4 23目90 26.55 16.21 

及 fril 1934 115.77 49 19.58 24.53 15.42 3 21.01 2666 15.55 

入太郎 24.32 80目53 52 19.57 24.59 15.21 4 23.9D 26.55 16.21 

被リ 紫 4881 90.38 36 19.27 24.42 14.83 3 20.36 25.36 15.63 一
りJ 主 19.91 104.79 47 19.50 24.4D 15.40 3 20.87 27.29 15.39 

自下 内 30.32 148.57 52 19.57 24.59 15.21 4 20.87 26.55 16.21 

白坊主 19.18 115.51 46 19.50 24.38 15.17 3 20.62 27.79 15.07 

静岡白早生 43.97 90.43 58 lり.8J 25.01 15.20 4 20.43 24.48 15.91 
井越早生 26.17 120.69 60 19.86 24.63 14.99 4 20.13 25.98 15.53 一
赤 とち 17.63 84.53 49 19.58 20.86 15.42 3 15.55 
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大正 13 年

平均 生長 生長盛期朱温 開花期朱混

UE12 1 種 I ~ ~ I~ f.L~:~民 ||llOC粒扱日数平均最高最低|以日下験の平均最高最低以日下鍛の

大 黒 59.39 23.35 16.09 

佐々木 24.02 87.71 41 23.26 29.90 I 17.75 21.42 I 26.99 15.01' 

白 毛 17.19 88.22 41 23.35 29.90 17.75 16.09 

魁 20.61 76.35 40 23.26 29.81 17.64 21.66 I 29.22 1697 一
f山 北 44.10 48.27 39 20.62 29.72 17.58 2同|沼田
夷 24.10 71.83 40 23.26 28.81 17.64 21.66 29.22 1697 ー

香早生 19.49 84.10 39 20.62 29.72 17.58 ー 21.99 28.55 17.52 一
茶 穂 30.92 95.89 39 20.62 29.72 17.58 21.99 2855 17.52 一
南. 部 24.19 80.54 40 23.26 29.81 17.64 一 21.66 29.22 16.97 .一
十勝黒奴 28.44 9J.95 40 23.26 29.81 17.64 2166 29.22 16.97 

島田干需 19.93 66.26 40 23.26 29.81 17.64 21.66 29.22 16.97 

黒 F諮 25.10 108.u4 40 23.26 29.81 17.64 21.66 29.22 16.97 

赤 主主 18.72 78.11 40 23.26 29.81 17.64 一 21.66 29.22 16.9/ 

改真綿 20.08 69.6雪 40 23.26 29.81 17.64 21.66 29.22 16.97 

赤 橋 22.85 70.80 39 20.62 29.72 17.58 28.55 17堅2

黒 毛 20.77 77.75 40 23.26 29.81 17.63 21.66 29.22 16.97 

珍 子 19.70 72.47 40 23.26 29.81 '17.63 21.66 29.22 16.97 

十勝黒毛 28.69 92.32 41 23.35 29.90 17.75 21.42 26.99 16.09 

初 主喜 19.75 59.35 39 20.62 I 29.72 17.58 21.99 28.55 17.52 

鮒吉早生 27.20 10ヲ.70 44 i 23.35 i 30.00 17.64 21.58 25.44 14.04 I 2 

札腕白毛 29.29 76.37 40 I 23.26 29.8 t 17.64 21.66 29.22 16.97 I -

荒 1:!{ 17.31 75.67 41 23.35 29.90 17.74 26.99 16.09 

産品 形 22.29 86.33 40 23.26 29.81 17.64 - I 21.66 29.22 16.97 

及 部 18.31 69.23 41 17.74 21.42 26.99 

八太郎 19.78 67.71 41 23.35 I 29.90 17.74 一 21.42 26.99 16.09 

初 紫 49.68 54.08 33 22.86 29.35 16.94 25.15 30.03 17.42 

坊 主 17.74 75.45 41 23.35 29.90 17.74 一 21.42 26.99 16.09 

静 内 20.85 97.78 43 23.39 30.00 17.73 一 21.68 25.97 15.33 2 

白坊主 18.60 6639 41 23.35 29.90 17.74 21.42 26.99 16.09 

静剤白早生 16.77 67.87 45 23.26 29.85 17.59 21.35 25.54 14.00 2 

ヲl'越早生 20.41 110.78 45 23.26 2 

赤 毛 21.40 64.15 39 23.19 28.36 I 17.58 ー 21.99 28.55 17.52 

@ 
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大正 15 年

平均 生長 生長感期会IiJIi.. 開花期気ilii.

日日目 手1li 不稔E容 1 :{il¥ 盛期 I ~ iVfJ I~ ~ \i~ じ |||loc 粒鍛 日数 平均最高最低以日下鍛の 平均最高最低以日下般の

大 黒 46.04 102.49 24.62 14.45 2 17目36 24.37 14.94 

佐々木 22.92 104.00 53 19.39 24.45 14.63 2 19.19 24.48 13.53 3 

白 毛 15.83 90.01 50 19.41 24.48 14.54 2 19.26 24.48 14.29 2 

魁 17.78 94.67 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

f山 オヒ 23.93 104.24 48 19.42 25.03 14.76 2 19.59 24.63 14.72 

夷 20.75 86.61 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

香早生 23.53 103.93 50 19.41 24.48 14.54 2 19.26 24.48 14目29 2 

主ノ主、 平¥il¥ 23.74 105.77 49 19.41 24.48 2 1953 24.80 14.29 2 

南 1百i 25.91 105.83 47 19.46 24.62 14.45 2 17.36 24.37 14.94 

十勝黒枕 15.90 101.94 49 19.41 24.48 14.52 2 19.53 24.80 14.24 2 

島問料? 17.33 95.16 49 19.41 24.48 14.52 2 19.53 24.80 14.24 2 

県 単語 42.02 100.87 49 19.41 24.48 14.52 2 19.53 24.80 14.24 2 

赤 三三 18.55 81.83 54 19.40 24.47 14.62 2 1906 24.43 13.47 3 

改瓦嬬 30.20 91.97 51 19.39 24.46 14.56 2 19.21 24.35 14.27 2 

赤 ~~ 3056 91.93 53 19.39 24.45 14.63 2 13.53 3 

祭 毛 17.43 83.86 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

;r~ 子 27.02 75.93 54 19.40 . 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

十勝黒毛 24.04 106.42 49 19.41 24.48 14.52 2 19.53 24.80 14.29 2 

手B 穂 18.18 72.53 46 19.46 24.65 14.37 2 19.30 24.13 14.85 

掬古早 j生 17.05 105.31 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

札幌白毛 17.54 92.69 53 19.39 24.45 14.63 2 19.19 24.48 13.53 3 

主主 :{!/.i 11.22 73.89 53 19.39 24.45 14.62 2 19.19 24.48 13.53 3 

鹿島 形 22.99 98.67 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

及 前( 11.89 110.77 54 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

八太郎 17.5<; 7665 5D 19.41 24.48 14.54 2 19.26 24.48 14.29 2 

引j 紫 56.11 77.08 45 19.49 24.64 14.46 2 19.04 24.15 14.94 

。J 主 19.92 110.56 51 19.39 24.46 14.56 24.35 14.27 2 

官事 内 14.32 108.31 ラ4 19.40 24.47 14.62 2 19.06 24.43 13.47 3 

白坊主 14.22 102.47 5J 19.41 24.48 14.54 2 19.26 24.48 14.29 2 

静;出i白早生 35.69 104.78 57 19.45 24.60 14.58 2 18.30 23.92 14.37 ヲ

井越 1子生 15.77 120.43 59 19.43 24.58 14.63 2 18.27 23.73 I 14.29 3 

赤 毛 12.71 8J.13 i 49 19.81 24.48 14.52 2 



Zロ1日 種 二干、~~率

大 黒 23.71 

佐々木 21.18 

白 毛 15.60 

魁 18.69 

ftlJ 北 33.79 

夷 16.86 

呑早生. 13.29 

茶 穏 18.31 

南. 官官 21.42 

十勝黒1:8. 1636 

島岡 F75 19.61 

黒 格 22.11 

赤 { 主 14.20 

攻真鰯 35.93 

赤 嬬 19.96 

1)i!， 毛 13.12 

珍 子 17.53 

十勝黒毛 19.74 

初 穏 12.75 

掬吉平生 21.12 

札幌白毛 12.24 

資 主~ 13.79 

鶴 形 2403 

及 部i 24.81 

八太郎 16.31 

手B a湾t、ユ 24.37 
坊 主 20.31 

静 内 17.72 

白坊主 34.81 

静岡白早生 15.30 

井越早生 18.59 

赤 毛 15.88 

7)>.稲不稔性の品積間差異及び其の環境との関係
同，

，.> 

昭 和 2 年

平均 生長 生長盛期気滋 開花期気温

l 穂 盛期
l l llOC11110C  

粒韮宣 日量t平均最高最低以日下般の平均最高最低以日下鍛の

91.61 42 21.60 26.72 17.61 22.39 26.67 17.93 

104.39 42 21.60 26.72 17.61 一 22.39 26.67 17.93 一
96.00 45 21.67 26.81 17.70 21.85 25.89 17.71 一
88.38 42 21.60 26.72 17.61 22.39 26.67 17.93 一
75.51 37 21.42 26.45 1758 一 22宮ラ 27.88 18.25 一
87.52 4空 21.67 2681 17.70 一 21.8ラ 25.89 17.71 
116.50 39 21.49 26.53 17.60 22.60 27.74 18.39 一
11699 38 21.44 26.44 17.60 22.60 27.95 18.33 一
96.23 39 21.49 26.言3 17.60 一 22.60 27.74 18.39 一
97.77 38 21.44 26.44 17.60 一 22.60 27.95 18.33 
90.61 39 21.49 26.53 17.60 22.60 27.74 18.39 

119.19 41 21.57 26.74 17.53 22.45 26.61 18.26 

86.86 40 21.53 26.68 17.55 一 22.69 26.92 18.43 一
76.64 46 21.67 26.79 17.75 21.60 25.49 17.57 

89.16 41 21.57 26.74 17.53 22.45 26.61 18.26 

89.37 46 21.67 26.79 17.75 2160 25.49 17.57 一
73.47 40 21.53 26.68 17.55 22.69 26.92 1843 一
109.28 39 21.49 26.53 17.60 22.60 27.74 18.39 

69.49 35 21.30 26.36 20.23 2296 27.89 19.00 一
111.23 44 21.6ラ 26.77 17.68 22.28 26.21 1i.79 

92.65 39 21.49 26.53 17.60 22.60 27.74 1839 

80.86 39 21.49 26.53 17.60 一 22.60 27.74 1839 
88.95 44 21.65 26.77 17.68 22.28 26.21 17.79 

101.92 43 21.64 26.75 17.68 一 22.28 26.41 1 i¥79 
66.69 42 21.60 26.72 17.61 22.39 2667 17.93 

45.78 34 20.49 26.32 17.24 23.18 27.80 19.24 

105.19 39 21.49 22.60 27.74 18.39 

116.01 42 21.60 26.72 17.61 22.39 26.67 17.93 一
95.99 42 21.60 26.72 17.61 一 22.39 2667 17.93 
105.54 48 21.68 26.79 17.77 21.32 25.27 17.02 一
105.43 48 2168 27.36 17.77 21.32 25.27 I 17.02 

85.87 43 21.64 26.75 26.41 I 17.79 
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昭和 3 年

生長盛期日 | …… 
10'C i I IO'C 

平均 J最高!最低|27
大 黒 2259 95.82 45 20.79 26.33 16.15 2 23.74 26.19 16.14 

佐骨木 24.76 118.15 50 21.09 26.64 16.44 2 2352 25.03 16.27 

自 毛 14.54 110.95 51 2Ll6 26.78 18.40 2 23.47 24.77 16.46 一
魁 20.79 106.29 50 21.06 26.64 16.44 2 2352 25.03 16.27 

似l ヰヒ 27.81 86.06 44 20.75 2630 16.10 2 23.78 26.15 15.99 

夷 20.92 91.30 50 21.03 2664 16M 2 2352 25.03 16.27 

呑早 ~t 15.30 11237 46 20.83 2639 16.14 2 23.76 26.18 16.54 一
茶 主窓 16.87 121.76 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

市 調i 21.88 98.11 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 一
十日券黒~w. 2737 11 Ll2 46 20.83 26.39 16.14 2 23.76 26.18 16.54 

島田事務 21.06 102.69 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

慕 F;13 2051 132.93 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

赤 三笠 14.01 101.54 48 20.94 26.48 16.29 2 23.78 25.48 1633 一
改瓦鵜 32.40 83.22 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

赤 鵠 1654 9725 45 20.79 26.33 16.15 2 2374 26.19 16.14 

黒 毛 1357 9739 51 21.17 26.78 18.40 2 23.47 24.77 16.46 

珍 干e 22.51 94.86 48 20.94 26.4丹 16.29 2 23.78 25.48 16.33 

十勝黒毛 20.09 106.26 ラl 21.17 26.78 18.40 2 23.47 24.77 16.46 一
手万 恐: 1157 78.64 44 20.7ラ 26.30 16.10 2 2378 26.15 1ラ.99 一
禰古早生 22.29 12257 日2 21.24 26.09 1652 2 23.18 24.08 1639 一
札幌白毛 13.22 110.40 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

資 穂， 13.64 81.07 47 20目88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 一
鯨 形 21.51 103.1斗 48 20.94 26.48 16.29 2 23.78 25.45 1633 一
及 立fm通 13.83 116.12 46 20目84 26.39 16.14 2 23.76 26.18 16.54 一
八太郎 27.43 80.85 47 20.88 26.43 11.96 2 23.83 25.89 16.45 

初 紫 42.90 51.61 39 2056 26.01 16.16 2 22.78 29.78 1757 一
坊 主 22.78 Il2.21 49 21.01 26号6 16.38 2 23.61 25.20 16.17 一
静 内 24.20 145.65 44 20.75 26.30 16.10 2 23.78 26.15 15.99 

自坊主 21.25 102.82 4ラ 20.79 26.33 16.15 2 23.73 26.19 16.14 一
静岡白早生 1752 125.21 54 21.31 27.06 16.55 2 22.69 23.86 16.91 

井越早生 21.26 138.17 46 21.36 27.12 16.64 2 22.87 23.63 16.62 

赤 毛 17.77 ~4 29 46 20目83 26.39 16.14 2 23.76 26.18 16.54 一
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昭和 4 年

平均|最高|最4 平均|最高|最低!内
聾止

大 黒 40 21.85 21.88 26.78 16.67 

佐々木 16.90 114.30 42 21.87 ヱ7.63 15.48 21.55 26.22 16.31 一
白 毛 11.95 95.95 42 20.78 27.63 15.48 21.55 26.22 16.ラl

魁 14.46 98.59 42 21.87 27.63 15.48 21.55 26.22 16.31 一
fUI オヒ 13.51 88.46 39 21.80 27.52 15.35 22.27 27.11 16.95 

実 16.43 81.88 40 21.85 27.56 15.42 21.88 26.78 16.67 一
呑早生 12.21 111.76 39 21.80 27.52 15.35 一 22.27 27.11 16.95 

茶 毛窓 17.74 118.07 39 21.80 27.52 15.35 22.27 27.11 16.95 

.南 宝1m 23.26 106.59 39 21.80 27.52 15.35 22.27 27.11 16.95 

十勝黒籾 16.43 109.47 41 21.87 27.63 15.44 21.59 26.31 16.56 

島問紡; 1327 99.96 42 21.87 27.63 15.48 21.55 26.22 16.31 

黒 常持 15.49 120.91 42 21.87 27.63 15.48 21.55 26.22 16.31 ー自

赤 主 16.56 97.69 42 21.87 27.63 15.48 21.55 26.22 16.31 一
攻瓦嬬 18.85 93.11 42 2l.87 27.63 15.48 21.55 26.22 16.31 一
赤 嬬 13.02 91.08 41 21.87 27.63 15.44 21.59 26.31 16.56 

累 毛 11.99 94.64 42 21.87 27.63 15.48 一 21.55 26.22 16.31 

珍 子 12.85 81.06 43 21.86 27.60 15.50 一 21.38 26目09 16.31 

十勝黒毛 15.94 110.02 41 21.87 27.63 15.44 21.59 26.31 16.56 

わJ 主主 12.41 77.93 37 21.62 27.26 15.11 23.27 28.13 17.52 一
締官早生 22.87 120.92 43 21.86 27.61 15.50 一 21.38 26.09 16.31 一
札幌白毛 11.43 9685 42 21.87 27.63 15.48 一 21.55 2622 16.31 

資 穂 14.76 89.86 42 21.87 27.63 15.48 一 21.55 26.22 16.31 

鶴 形 18.45 J 19.39 43 21.80 27.60 Iラ50 一 21.38 26.09 16.31 一
及 前: 10.90 123.63 42 21.87 27.63 !日.48 21.55 26.22 16.31 一
八太郎 15.27 72.69 42 15.48 21.55 26.22 16.31 

軍司 北"f'_包 47.55 日0.58 34 21.63 I 27.24 14.99 22.50 28.34 17.83 

坊 主 16.23 119.66 45 21.84 27.57 15.54 一 20.92 2ラ78 16.15 

静 内 13.73 141.23 41 21.87 27.63 15.44 一 21.59 26.31 16.56 

自坊主 15.49 115.14 41 21.87 77.63 15.44 21.59 26.31 1656 

静岡白早生 16.69 94.06 47 21.97 27.73 15.80 一 19.72 24.37 16.25 

井越早生 12.37 128.72 47 2i.97 27.73 15.80 一 19.72 24.37 16.25 一
赤 毛 12.17 91.54 42 21.85 21.55 26.22 16.31 一
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HB 利 F 年

生長感期気温 開花期気'ilM.

I ~ ~ I ~ fti li~~I 2f ~ I B~ ~'51 ~ f~ li~ 平均最高最低・以日下政の平均最高最低以日下
取-

大 黒 25.18 101.58 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 

佐々木 19.91 96.11 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 18.55 

白 毛 23.42 98.21 39 20.85 26.1日 15.57 4 22.90 27.15 18.55 

魁 22.58 99.59 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 18.55 

f山 :11: 32.59 93.00 38 20.83 26.14 15.55 4 22.79 27.29 1851 

夷 18.09 92.67 37 20.81 26.19 15.46 4 22.65 27.17 18.69 一
呑平生 15.68 120.02 40 20.86 26.16 15.64 4 23.12 26.73 18.89 

茶 手!l( 20.38 105.74 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 18.5ヲ

而. 部: 25.64 99.31 37 20.81 26.19 15.46 4 22.65 27.17 1869 

十勝累枕 21.77 92.29 40 20.86 26.16 15.64 4 23.12 26.73 18.89 

島1Il ~需 20.42 107.46 38 20.83 26.14 15.55 4 22.79 27.29 18.51 

累 紙1 1987 111.20 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 18.55 

赤 ヨミ 14.59 93.50 43 20.89 26.22 15.60 4 23.19 26.87 19.52 

改瓦総 21.27 85.25 41 20.86 26.13 15.66 4 23.27 27.31 19.27 

Z示 矯 18.4ラ Bラ59 39 20.85 26.15 15ラ7 4 22.90 27.15 18.55 

黒 毛 12.29 93.69 39 20.85 26.15 1557 4 22.90 27.1 日 1855 

珍 ヲ- 17.18 80.19 42 20.87 26.18 15.60 4 23.23 27.19 19.55 

十勝黒毛 18.89 93.ラO 38 20.83 26.14 1555 4 22.79 27.29 18.51 

ヰ~J 穂 14.36 92.75 35 20.55 25.88 15.29 4 22.57 27.94 18.80 

捌吉早生 21.85 105.37 44 20.94 26.10 15.64 4 23.03 26.23 19.43 一
札幌自宅 16.73 93.10 38 20.83 26.14 15.55 4 22.79 27.29 18.51 

資 手!l( 17.79 8663 39 20.85 26.15 !日.57 4 22.90 27.15 18.55 

鶴 形 18.23 95.90 42 20.87 26.18 15.48 4 23.23 27.19 19.55 

& 剖F 15.13 103.74 41 20.86 26.13 15.66 4 23.27 27.31 19.27 

八太郎 13.92 7884 42 20.87 27.63 1548 4 23.23 27.19 19.55 

初 紫 40.61 62.74 31 20.20 2雪.49 14.90 4 22.91 28.10 18.08 一
坊 主 1925 108.70 39 20.85 26.15 15.57 4 22.90 27.15 18.55 

静 i勾 20.52 120.10 44 20.94 26.10 15.65 4 23.03 26.23 19.43 一
自坊主 13.98 105.40 38 20.8司 26.14 15.55 4 22.79 27.29 18.51 

静岡自早生 15.90 12034 48 21.24 25.21 15.19 4 22.14 24.77 17.53 

井越早生 17.46 120.70 48 21.24 25.21 15.19 4 22.14 24.77 17.53 

赤 毛 18.90 96.96 37 20.81 26.19 15.46 4 22.65 27.17 18.69 
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昭和 6 年

平均 生長
生長盛期気誌 EFE1のEMii l 閥花期朱温

"zz " 種不稔寧 l 穏 盛期

平均|最高|最低li 平均|最高|最低li三粒霊t H数

大 黒 52.57 100.79 51 19.40 23.15 14.76 4 19.87 24.03 13.89 2 

佐々木 29.05 120.89 56 18.64 23.49 14.80 5 17.87 22.65 13.09 

白 宅 19.38 112.12 58 18.71 2~ 51 14.88 5 17.25 22.51 12.85 

魁 37.55 117.30 57 18.67 23.50 14.83 5 19.33 22.49 13.05 

f山 :ft 35.12 115.48 54 18.66 23.46 14.94 4 18.32 22.81 12.86 2 

夷 21.74 103.91 55 18.64 23.45 14.89 4 18.19 22.83 12.96 2 

香早生 54.71 124.85 58 18.71 23.51 14.88 5 17.25 22.51 12.85 

茶 穏 28.54 133.06 54 1866 23.46 14.94 4 18.32 22.81 12.86 2 

市ー 部: 33.85 108.96 55 1864 23.45 14.89 4 18.19 22.83 11.96 2 

十勝黒籾 34.81 129.66 60 18.69 23.50 14.80 5 17.19 22.59 13.03 

島国総 28.28 116.48 56 18.64 23.49 14.80 日 17.87 22.65 13.09 

累 t11~ 38.95 125.08 57 18.67 23.50 14.83 5 19.33 22.49 13.05 

赤 室 38.97 103.84 61 17.51 23.50 14.72 6 17.29 22.60 13.09 

号主 主主 橋 25.85 100.67 59 18.74 2354 14.86 5 16.97 22.21 13.02 2 

赤 嬬 3813 92.82 58 18.71 23.51 14.88 5 17.25 22.51 12.85 

累 毛 44.32 105.55 57 18.67 23.50 14.83 5 19.33 22.49 13.05 

珍 子 56.87 100.06 59 18.74 23.54 14.86 5 16.97 22.21 13.02 2 

十勝~毛 41.39 123.52 54 18.66 23.46 14.94 4 18.32 22.81 12.86 2 

手耳 穂 34.69 110.26 52 18.53 23.30 14.88 4 19.17 23.雪3 13.43 2 . 
制吉平生 27.90 128.86 62 17.51 23.48 14.67 6 17.41 22.79 12.98 

札幌白毛 36.19 117.78 57 1867 23.50 14.8'3 日 19.33 22.49 13.05 

笈 徳 27.08 89.43 57 18.67 23.50 14.83 5 19.33 22.49 13.05 

鶴 形 46.77 121.53 61 17.51 23.50 14.72 6 17.29 22.60 13.09 

及 淵( 23.75 116.26 57 18.67 23.50 1483 5 19.33 22.49 13.05 

八太郎 33.52 97.86 62 17.51 23.48 14.68 6 17.41 22.79 12.98 

宥J 紫 58.22 66.58 49 18.15 22.87 14.53 4 21.59 25.53 14.87 2 

坊 主 22.58 112.95 55 18.64 23.45 14.88 4 18.19 22.83 12.96 2 

静 内 32.72 134.42 61 17.51 23目50 14.72 6 17.29 22.60 13.09 

白坊主 23.52 104.03 56 18.64 23.49 1480 F 13.09 

静岡白王子生 76.88 135.70 62 17.51 23.48 14.68 6 17.41 22.79 12.98 

ヲト越早生 33.83 139.24 65 17.49 22.71 14.19 6 18.08 22.44 12.92 2 

赤 毛 27.45 97.37 55 18.64 23.45 14.8ヨ 4 18.19 22.83 12.96 2 
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昭和 7 年

生長盛期気温 閲花期気温

|lilOC  平均最高最低以日下鍛の llllOC  平均最高最低以日下鍛の

〉民こ 黒 49.42 JOJ.92 43 18.77 23.30 14.91 4 20目35 24.65 15.79 

佐骨木 43.71 83.42 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
白 毛 28‘60 J09.09 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

魁 38.23 109.68 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

f山 :¥t 44.43 105.73 42 18.67 23.24 14.77 4 20.43 24.55 16.35 

夷 31.75 86.42 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
香早生 42.43 121.91 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
茶 :ti!I 41.63 107.27 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 

南 fi!; 40.39 103.66 43 18.77 23.30 14.91 4 20.35 2465 15.79 一
十勝黒奴 31.88 119.85 48 18.96 23.43 15.30 4 19.47 24.39 15.52 一
島田 1謁 30.42 107.54 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
黒 制1'11ぽヨp 58.54 112.32 47 19.00 23.43 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

赤 室 28.99 85.35 49 18.93 23.40 15.20 4 19.70 24白43 15.64 一
攻瓦路 37.73 86.13 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 一
赤 嬬 34.52 92.96 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

黒 毛 53.18 91.98 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

珍 子 67.31 89.42 51 18.97 23.40 15.27 4 19.97 24.25 15.65 一
十勝黒毛 39.27 106.99 43 18.77 23.30 14.91 4 20.35 24.6ラ 15.79 

初 事選 23.69 94.33 39 18.39 22.95 14.51 4 21.04 25.35 15.03 一
E有吉平生 33.07 J09.05 50 18.9ラ 23.43 15.23 4 19.74 24.39 15.63 

札幌白毛 28.06 93.90 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 

資 主主 21.25 94.79 45 18.81 23.43 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
高島 形 4652 97.1弓 49 18.93 23.40 15.20 4 19.70 24.43 15.64 一
2え 30.29 107.27 47 19.00 23.48 15.24 4 19.19 24.28 15.37 一
八太郎 29.11 86.81 49 18.93 23.40 15.20 4 19.70 24.43 15.64 一
初j 紫 77.74 68.42 36 18ラ4 23.13 14.61 4 20.ちO 2403 16.87 一
坊 主 39.84 114.61 46 18.98 23.67 15.22 4 19.43 24.47 15.21 

自予 l付 46.92 112.52 52 19目。l 23.47 15.30 4 19.78 23.91 1557 一
白坊主 37.14 J09.72 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
古事河白早生 61.18 102.18 53 19.07 23."7 15.31 4 19.55 23.12 15.56 一
ヲh法平生 27.86 108.95 57 19.03 23.13 l4.94 4 19.78 23.29 16.03 一
赤 毛 27.09 111.87 45 18.81 23.48 15.14 4 20.93 24.20 15.17 一
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大 黒

佐々木

白 毛

密E

仙 ヰヒ

夷

香平生

茶 穏

雨. 部i
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赤 室
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掬吉早生
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告島 形

及 部
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初 紫

坊 主

静 内

白坊主

古事i司自早生

井越早生

赤 毛

20.25 

16.25 

16.91 

16.83 
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15.25 

17.98 

20.54 

15.37 
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21.09 

14.03 
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9.20 
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14.85 

10.79 

14.39 

14.90 
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12.77 

18.85 

33.94 

16.1 j 
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13.60 

17.44 

14.55 
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刊誌レ:|::14十:|;:lJFh
一

109.80 32 22.41 28.05 18.02 24.14 27.85 19.87 一
110.76 34 22.57 28.16 18.21 一 23.83 26.93 19.21 一
97.69 34 22.57 28.16 1821 23.83 26.93 19.21 一
76.95 33 22.48 28.09 18.11 24.02 27.65 19.66 一
104.55 30 22.43 28.01 18.24 24.13 35.02 19.68 

89.40 34 22.57 28.16 18.21 23.83 26.93 19.21 

120.36 33 22.44 28.09 18.11 一 24.02 2765 19.66 一
107.32 33 22.48 28.0ヲ 1811 24.02 27.6ラ 19.66 一
108.44 32 22.41 28.05 18.02 24.14 27.85 19.87 

96.66 34 22.57 28.16 18.21 23.83 26.93 19.21 一
108.43 32 22.41 28.05 18.02 24.14 27.85 19.87 一
131.61 32 22.41 28.05 18.72 一 24.14 27.85 19.87 一
94.31 34 22.57 28.16 18.21 一 23.83 26.93 19.21 一
9巧.06 33 22.48 28.09 18.11 24.02 27.65 19.66 

76.72 34 22.57 28.16 18.21 一 23.83 26.93 19.21 一
98.11 34 22.57 28.16 18.21 一 23.83 26.93 19.21 一
77.97 35 22.67 28.29 18.27 23.54 26.21 18.81 

95.86 33 22.48 28.09 18.11 24.02 27.65 19.66 

90.30 30 22.43 28.01 18.24 24.13 35.02 1968 

112.06 38 22.82 28.30 18.53 22.49 25.73 18.33 一
103.99 33 22.43 28.09 18.11 一 24.02 27.6ラ 19.66 
106.72 34 22.57 28.16 18.21 23.83 26.93 19.21 一
11024 37 22.80 28.34 18.46 一 22.69 25.63 18.26 
108.66 35 22.67 28.29 18.27 一 23.54 26.21 18.81 一
77.30 34 22.57 28.16 18.21 23.83 26.93 19.21 

56.15 27 22.45 28.11 18.30 23.77 28.43 18.95 一
100.50 34 22.57 28.16 18.21 一 23.80 26.93 19.21 
125.23 36 22.75 28.35 18.35 23.13 25.81 18.57 一
108.20 32 22.41 28.05 18目02 24.14 27.85 19.87 一
117.69 38 22.82 28.30 18.53 22.49 25.73 18.33 一
127.72 40 22.86 28.25 18.65 一 21.29 26.03 18.17 一
85.28 33 22.48 28.09 18.11 一 24.02 27.65 19.66 一



82 農場ー侍別報告第七城

昭和 9 年

平均生長 生長盛期叙 i且 開花期朱 i且

品 種不稔率 l 穂感期 1;1. ，，~I P.!_ M' 1 1'~?~~I21~ ~， I ，~ 1'>: I JiJ， M' II':~~ 
粒鍛日放平均|最高 1最低 l1以日下鍛の平均 i最高 I最低i以日下数の

大黒 29.52I 89.10 I 43 I 18.07 I 2351 I 13ぷ1I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

佐 k 木 17.45I 97ぷ1I 45 I 18.23 I 23.72 I 13.77 I 8 I 19.80 I 25.58 I 14.67 I 

自毛 19.75I 96.75 I 45 I 18.23 I 23.72 I 13.77 I 8 I 19.80 I 2558 I 1467 I 

魁 26.84I 112.43 I 46 I 18.20 I 23.76 I 13.79 I 8 I 19.68 I 25.48 I 14.50 I 

仙北 25.34I 103.16 I 40 I 17.87 I 23.46 I 13.28 I 8 I 20.47 I 24.57 I 16.46 ー

夷 17.67I 82.72 I 45 I 18.23 I 23.72 I 13.77 I 8 I 1980 I 25.58 I 14.67 I 

呑平生 3023I 127.00 I 45 I 18.23 I 23.72 I 13.77 I 8 I 19.80 I 25.58 I 14.67 I 

茶穂 13.70I 84.52 I 43 I 18.07 I 23.51 I 13.61 I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

南部 26.15I 89.60 I 43 I 18.07 I 2351 I 13ぷ1I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

十 j段黒奴 18.14 I 88.55 I 44 I 18.18 I 23.63 I 13.72 I 8 I 19.89 I 25.69 I 15.10 ー

島問料 1 21.64 1 106.71 1 43 1 18.07 1 23.51 1 13ぷ1I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

謀総 38.00I 104.89 I 43 I 1807 I 23.51 I 13.61 I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

赤室 13.70I 83.26 I 46 I 18.20 I 23.76 I 13.79 I 8 I 19.68 I 25.48 I 1450 I 

改夏嬬 28.25I 94.78 I 47 I 18.26 I 23.78 I 13.80 I 8 I 19.76 I 25.35 I 14.33 I 

赤締 23.33I 89.44 I 47 I 18.26 I 23.78 I 13.80 I 8 I 19.76 I 25.35 I 14.33 I 

黒毛 49.80I 88.05 I 45 I 18.23 I 23.72 I 13.77 I 8 I 19.80 I 25.58 I 14.67 I 

珍子 31.08I 95.51 I 49 I 18.36 I 23.93 I 13.88 I 8 I 19.06 I 24.72 I 13.92 I 

十勝黒毛 13.69 I 84.39 I 42 I 17.97 I 23.48 I 13.49 I 8 I 20.49 I 26.03 I 15.97 ー

初穂 29‘66I 93.33 I 41 I 17.94 I 2356 I 13.39 I 8 I 20.33 I 25.63 I 16.17 ー

掬吉平生 25.07 I 113.85 I 50 I 18.39 I 23.97 I 13.93 I 8 I 18.74 I 24.33 I 13.79 I 

札幌白毛 18.88 I 100.61 I 46 I 18.20 I 23.76 I 13.80 I 8 I 19.68 I 25.48 I 14.50 I 

賀穂 17.131. 72.16 I 44 I 18.18 I 23.65 I 13.72 I 8 I 19.89 I 25.69 I 15.10 ー

鶴形 45.50 1 103.48 1 49 1 18.36 1 23.93 1 13.88 1 8 1 19，06 1 24.72 1 13.92 1 

及部 17.791 101.161 45 1 18.23 1 23.72 1 13.77，1 8 1 19.80 1 25.58 1 14.67 1 
八太郎 30.14I 98.15 I 48 I 18.30 I 23.89 I 13.79 I 8 I 19.54 I 24.99 I 14.30 I 

ヰ;JJ 紫 77.00I 64.03 I 35 I 17.74 I 23.43 I 12.88 I 8 I 19.94 I 25.22 I 16.39 I 4 

坊主 19.47I 96.96 I 43 I 18.07 I 23.51 I 13必1I 8 I 20.36 I 26.00 I 15.63 ー

静内 30.37I 115.24 I 48 I 18.30 I 21.06 I 12.19 I 8 I 19.54 I 24.99 I 14.30 I 

白坊主 14.22 I 98.09 I 41 I 17.94 I 23.56 I 13.39 I 8 I 20.33 I 25.63 I 16.17 ー

静同l白早生 68.46 I 116.94 I 50 I 18.39 I 23.97 I 13.93 I 8 I 18.74 I 24.33 I 13.79 I 

井j]造平生 42.19 I 120.01 I 58 I 18.84 I 22.78 I 13.39 I 8 I 16.69 I 22.63 I 13.26 I 2 

赤毛 19.82I 93.17 I 45 I 18.23 I 23目72I 13.77 I 8 I 19.80 I 25.58 I 14.67 I 

一一
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昭和 10 年

平均 開花期気温

nzu z 種 不捻王手 l 干:!J! 盛期 10
0

(; 平均|最高|最低民主
粒重立 地平均|最高|最低!日下長

大 黒 44.54 105.79 42 1887 24.3.5 15.81 2 18.59 23.92 14.82 一
佐々木 32.67 117.52 48 18.76 24.34 15.49 2 19.16 23.63 14.80 2 

白 毛 22.61 103.20 49 18.77 24.37 15.43 2 19.30 23.72 14.41 3 

魁 25.12 103.95 50 18.82 24.38 15.46 2 19.10 23.77 14.08 3 

f山 :J(: 33.16 112.86 43 18.85 24.30 15.78 2 18.85 24.05 14.71 一
夷 22.62 88.37 47 18.74 24.29 15.51 2 19.23 23.86 15.13 

呑早生 36.51 126.00 49 18.77 24.37 15.43 2 19.30 23.72 14.41 3 

今ノ，を、ナ 穂 42.99 126.71 48 18.76 24.34 15.49 2 19.16 23.63 14.80 
2 

南 部1 28.08 115.84 45 18.78 24.29 15.58 2 19.09 24.11 15.51 一
十勝EE籾 20.41 104.32 49 18.77 24.37 15.43 2 19.30 23.72 14.41 3 

島田嬬 20.77 106.90 48 18.76 24.34 15.49 2 19.16 23.63 14.80 2 

黒 続 47.66 119.04 46 18.88 24.28 1556 2 19.08 23.93 15.34 

赤 室 25.79 98.62 51 18.85 24.40 15.48 2 18.79 
23.91 13.49 4 

攻頁嬬 32.49 95.27 19 18.77 24.37 15.43 2 19.30 23.72 14.41 3 

赤 嬬 24.67 96.95 51 18.85 24.40 15.48 2 18.79 
23.91 13.49 4 

黒 毛 56.09 93.09 47 18.74 24.29 15.51 2 J9.23 23.86 
15.13 

珍 子 50.56 89目26 53 18.85 24.29 15.54 
;ι 、 18.05 24.71 12.89 4 

十勝黒毛 23.11 1m.56 44 18.80 24.26 15.53 2 19.09 24.25 
15.17 

初 事窓 15.64 93.49 41 1884 24.37 15.76 2 18.91 23.89 14.95 

掬古早生 23.04 100.27 53 18.85 2429 15日4 2 18.05 24.71 12.89 
4 

札幌白毛 26.33 1089'1 50 1882 24.38 15.46 2 19.10 23.77 
14.08 3 

糞 主)@: 20.64 86.42 49 18.77 24.37 14.26 2 19.30 23.72 
14.41 3 

鶴 形 日7.58 115.56 52 18.87 24.34 15.52 2 18.33 24.21 13.29 4 

及 部 29.55 117.12 日l 18.85 24.40 15.48 2 18.79 
23.91 13.49 4 

入太郎 33.23 96.48 50 18.82 2438 15.46 2 19.10 23.77 14.08 3 

初 紫 66.43 81.08 39 18.77 24.30 15.75 2 18.74 24.03 15.03 

坊 主 31.83 110.56 50 18.82 24.38 15.46 2 19.10 23.77 
14.08 3 

静 内 47.96 124.0ラ 日4 20.31 22.57 14.26 2 17.98 25.09 12
.55 4 

自坊主 28.24 118.50 48 18.76 24.34 15.49 2 19.16 23.63 14.80 2 

静岡白早生 86.17 123.68 54 20.31 24.23 15.55 2 17.98 25.09 
12.55 4 

井越早生 31.97 110.31 59 18.86 22.61 14.53 2 17.38 23.63 11.37 
6 

赤 毛 18.83 96.53 47 18.74 24.29 15.51 2 19.23 23.86 15.13 



84 農場侍別報告第七君主

昭和 11 年

司1 土司 生長 生長盛期是正VM. 開花期朱池

nロn 手重 コ干、Z会主宇さ 1 干:w，
|lllOC  平均 1!|:最高 I最低I以日10下OC数の

粒 11lt II数千均最高最低以日下勤のIt 

大 黒 27.78 111.05 42 18.93 23.72 !日.73 3 21.14 26.26 16.37 

佐骨木 13.65 115.17 46 19.17 24.00 15.90 3 20.44 26.00 16.31 一
白 毛 13.30 108.80 45 19.14 23.94 15.96 3 20.57 26.01 15.87 

魁 16.73 121.37 45 19.14 23.94 15.96 3 20.57 26.01 15.87 

官H ヰヒ 23.95 119.10 43 19.00 23.73 15.85 3 21.02 26.40 16.13 

夷 12.82 99.77 42 18.93 23.72 15.73 3 21.14 26.26 16.37 
。

香平生 17.44 123.94 43 19.00 23.73 15.85 3 21.02 26.40 16.13 一
茶 草III 20.14 125.23 43 19.00 23.73 15.85 3 21.02 26.40 16.13 

南 部 20.64 103.20 43 19.00 23.73 15.85 3 21.02 26.40 16.13 一
十勝黒~\& 16.75 107.36 45 19.14 23.94 15.96 3 20.57 26.01 15.87 

島岡梼 12.63 107.46 42 18.93 23.72 15.43 3 21.14 26.26 16.37 一
黒 ~，~ 37.87 120.76 44 19.07 23.83 15.93 3 20.83 26.20 15.77 

赤 ヨミ 23.42 102.98 48 19.29 24.13 15.99 3 19.97 25.89 16.11 一
攻瓦嬬 21.38 96.54 45 19.14 23.94 1う.96 3 1 20.57 26.01 15.87 一
赤 嬬 16.90 91.56 45 19.14 23.94 15.96 3 I 20.57 26.01 15.87 
黒 毛 27.11 101.72 44 19.07 23.83 15.93 3 20.83 26.20 15.77 

珍 子 61.66 91.57 47 19.22 24.11 15.96 3 20.17 25.89 16.18 

十勝黒毛 20.82 107.66 43 19.00 23.73 15.85 3 21.02 26.40 16.13 

手~J 穂 11.00 106.49 38 18.62 23.33 15.60 3 21.81 26.64 16.90 一
開古早生 11.61 121.78 47 19.22 24.11 15.96 3 20.17 25.89 16.18 一
札幌自宅 14.35 114.18 45 19.14 23.94 15.96 3 20.57 26.01 15.87 一
資 穂 9.63 106.07 46 19.17 24.00 15.90 3 20.44 26.00 16.31 一
鶴 青主 28.97 120.81 47 19.22 24.11 15.96 3 20.17 25.89 16.18 一
及 部 14.09 118.27 46 19.17 24.00 15.90 3 20.44 26.00 16.31 一
入太郎 22.66 88.81 46 19.17 24.00 15.90 3 20.44 26.00 16.31 

初 紫 男4.20 80.78 36 18.50 23.26 15.55 3 21.40 26.49 16.85 一
坊 主 21.56 114.0::1 44 19.07 23.83 15.93 3 20.83 26.20 15.77 一
静 内 23.13 118.55 48 19.29 23.83 15.93 3 16.11 一
自坊主 28.24 120.06 43 19.0Q 23.73 15.85 3 21.02 1 26.40 16.13 

静岡白早生 86.17 109.57 50 19.33 24.19 15.94 3 20.15 I 25.65 16.09 

井越早生 31.97 111.37 51 19.32 24.21 15.93 25.80 15.73 

赤 毛 18.83 109.51 44 19.07 23.83 15.93 3 1 20.83 26.20 15.77 一
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第28表 質験杢期の平均成績
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不稔率

長祭最高

盛温 最低

関花気イ(最平高均

宜Wli一四 最低

第29表

農 場 待 JJU 報 &. 
日 第 七 務

金品種の平均不稔率と気温との関係

峰崎|程!?2iT2昭和|昭和|昭和|昭和|昭和11昭和 l昭和4年|ラ年 1 6年 1 7年 1 8年 1 9年 1 10年

24.85 24.61 22.77 19.80 39.76 16.66 28.12 34.60 

19.57 22.86 19.43 21.53 20.94! '21.81 20.851 18.42 18.88 22.56 18.18 18.90 

24.41 29.74 24.52 26.66 26.481 27.59 26.081 23.43 23.10 28.1 ラ 23.57 24.23 

15.28 17.64 14.57 17.70 15.391 15.4ラ 15.511 14.80 15.18 18.23 13.62 15.42 

19.131 22.391 23.611 21.601 22.711 18.221 20.03 23.70 19.53 18.85 

26.661 28.04 24.451 26.851 25.661 26.361 27.001 22.781 24.28 27.56 2ラ.36 23.97 

15.611 16.48 14・05118.081 16.411 16.531 18.73i 13.091 1日 D 19.30 14.91 14.20 

昭和
11年

21. 7 

19. 08 

23. 7 

15. 7 

20. 69 

26 3 

16. 2 

上表の成績に由れば. 品種の成育期聞に相違あるため各品種の受けた気

i毘にも多少の廷はあるが. 此等各品種を一括して生長盛期に於ける千均気

視を年弐別に見れば. (第29表参照)貰験全朋を通じて最も低い気温を示した

年次は.昭和 9年18.18T.昭和 6年18.42
0

C、昭和 7年18.88
0

C.昭和 10年10.90
0

C

にして. 之に反して高い気温を示した年次 l士、 大正 13年 22.86T. 昭和 8年

22.56 T. 昭和 4年 21.81
0

C. 昭和 2年 21.53
0

C. 昭和 5年20.85Tである。 低温

を示した年共 4筒年と高温を示した年次 5筒年の気温を夫々比較すれば、

共の差は約 2-4Tでるる。 叉此の年次の最高及び最低気温は品種及年弐

によって多少の相濯を示すが. 1!い無視を示した年弐昭和19年、 昭和 6年.

昭和 7年. 昭和 10年の 4箇年に於ける平均最高気温は 23-24 "cで最低気温

は約 13-15 oCである。 之に反して高温であった大疋13年. 昭和 8年. 昭和

4年. 昭和 2年. 昭和 5年の 5箇年に於ては. 最高気温は約26-29Tで最

低気温は約15-18
0

Cを夫々示して居る。 此の雨者をよ七ずくると、 前者は最高

気温にて約 2.-6 oC. 最低の気温にて約 3- 5
0

C内外低温であるととを示

して居る。 市して此等の場合に於ける不稔率を前越の成績に就て見れば、

低温年次の不稔率は昭和 9年・28.1296. 昭和 6年 39.4196. 昭和 7年39.76%. 

昭和10年34.60%を示して居るに反し、 高温年次の不稔喜容は大正 13年24.61%. 

昭和 8年 16.66%. 昭和 4年 16.17%、 昭和 2年 19.80%. 昭和15年 19.7896であ

るO 市して大正13年は質験杢期中最高気温を示して居るにも拘はらす言、 不

稔寧は比較的大なる成績を示して居る。 然し低温年次に於て比較的小なる

不稔率を示した昭和 9年の成績28.12%に比すれば、情ほ幾分不稔率が低い。
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共の他の場合は顕著な差ーを示し、低温年ヨたに於ける成績は高温年次の成績

に比し、約四一23%内外の差を以て不稔重容の増大を示して居る。

今25%を以て不稔率高低の限界と般定すれば、此の限界に相官ずる生長

盛期に於ける気温は平均気温に於ては約 20
0

C. 最高気温では約23
0

C、最低

気温では約15
0

Cと云ふことが出来る。

向ほ進んで生長盛期に於ける平均気温.最高気温及び最低気温と不稔率

との相関係童文を示せば第30表に示す如くである。

第30表 生長盛期に於ける気温と不稔寧との相閥

平 均 朱 温 最 高 気 温 最 低 気 温

年 温|不稔率 年 温|不稔率 年 次|朱 温|不稔率

大正13年 22.86 24.61 大正13年 29.74 24.61 昭和8年 18.23 16.66 

昭和8年 22.56 16.66 昭和8年 28.15 16.66 同 2年 17.70 19.50 

同 4年 21.81 16.17 同 4年 27.59 16.17 大正13年 17.64 24.61 

同 2年 21.53 19.80 同 2&手 26.66 19.80 昭和日年 15.87 21.47 

同 3年 20.94 20.77 同 3年 26.48 20.77 同 5年 15.51 19.78 

同 5年 20.85 19.78 同 日年 26.08 19.78 同 4年 15.45 16.17 

大正12年 19.57 24.85 大正15年 24.52 22.77 同 10年 15.42 34.60 

同 15牟 19.43 22.77 同 12年 24.41 24.85 同 3年 15.39 20.77 

昭和11年 19.08 21.47 昭和10年 24.23 34.60 大.iE12年 15.28 24.85 

同 10年 18.90 34.6::) 同 11年 23.87 21.4'7 昭和7年 15.18 39.76 
3 

同 7牟 18.88 39.'76 同 9牟 23.57 28.12 同 6牟 14.80 36.41 

同 6年 18.42 36.41 同 6&J三 23.43 36.41 大正1;'年 14.57 22.77 

同 9&f- 18.18 28.12 同 7&f- 23.10 39.76 昭和9年 13.62 28.12 

相側殿 l ー 06457 相関係政 J -0.6084 -0.4037 

第30表に由って見れば、気温と不稔率との間には員の相闘が存在すると

とは明であるが.殊に平均気温及び最高筑混と不稔率との聞には明白なる

員の相闘がある乙とが解る。

次に開花朋の気温に就て見れば、此の場合にも品種によって共の受けた

温度を多少異にして居るととは生長盛期の場合と同様であるが、先づ各品

種の受けた平均気温に就て年弐別に観察すれば、寅験全期を通じ低温(20"C 

以下)を示した年三たは昭和 6年18.22
0

C. 昭和10年18.85
0

C、大正 15年 19.13
0

C.

昭和 9年19.53Tにして、高温(22'C以上)を示した年三えは. 昭和 8年23.70T、

昭和 3年23.16"C、昭和 5年22.71T、昭和 2年22.39'Cでbる。此の雨者をよじ



88 E皇室号待別報告第七貌

較すれば前者の気温は後者よりも約3--5
0

C低い。

叉此等の年三えに於ける最高及び最低気温を見れば.低温年三えに於ける場

合の最高気温は約23-25"Cの範囲内であって.最低気温は約13ー 15
0

Cを示

して居る。之に反して高温年次に於ける最高気温は約26-28 oC. 最低気温

は約16-19Tの範囲内である。即ち低温年次の筑温は高温年三たの気温より

も、最高よ 1 最低共約3-4
0

C低い。

更に気温と不稔率とをまJ照すれば.大なる不稔率を示した年次はn百草117 

年39.4596. 昭和 6年36.41%.昭和10年34.60%.昭和 9年28.12%にして此等

は何れも最低気温15-16 oC以下の年次に於て見られる成韻である。之に反

し最低気温16
0

C以上を示した年三たの不稔率は. 昭和 4年16.17%.昭和 8年

16.66 %、昭和 5年19.78%.昭和 2年19.80%.昭和 3年20.779ちである。

以上の結果に由って見るに年弐によって多少共の成績を異にして居るが.

概して最低気温の低い場合程不稔率が大であれ共の気温の高くなるに伴

ひ不稔率低減の傾向を示して居る。大足15年に於ては、最低気温14.05Tな

るに拘はらや不稔卒の比較的少なきは如何なる原因に由るか不明であるか

ら、暫らく疑問として残して置く。更に平均気温及び最高気温と不稔率と

第31去 開花期に於ける気温と不稔率との相関

平 均 朱 温 最 高 朱 温

年 温|不稔率 年 溢 l不稔率年次|朱 温|不稔率

昭利8年 16.66 大正13年 24.61 昭和8年 19.30 16.66 

同 3年 23.61 20.77 昭和8年 27.56 16.66 同 5年 18.73 19.78 

同 5年 22.71 19.78 同 5年 27.00 19.78 同 2年 18.08 19.80 

同 2年 22.39 19.80 昭和2年 26.85 19.80 Fnl 4年 16.53 16.17 

大正13年 21.74 24.61 大正12年 26.66 24.85 大正13年 16.48 24.61 

os如4年 21.60 16.17 昭和 4年 2636 16.17 昭和3年 16.41 20.77 

大正12&f.. 21.49 24.85 同 11年 26.13 21.47 同 11年 16.12 21.47 

昭和11年 20.69 21.47 同 3年 25.66 20.77 大正12年 15.61 24.85 

同 7，[手 20.03 39.76 同 9正予 25.36 28.12 昭和 7年 15.50 39.76 

同 9年 19.53 28.12 大正15年 24.45 22.77 同 9年 14.91 28.12 

大正15年 19.13 22.77 昭和 7年 24.28 39.76 同 10年 14.20 34.60 

日目利104' 18.85 34.6::> 同 10年 23.97 34.60 大正!日年 14.05 22.77 

同 6年 18.22 36.41 同 6年 22.78 36.41 昭和6年 13.09 36.41 

糊 j鰍 l' -0.6悩 -0.7316 -0.6457 
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の聞に於ても略ぼ之と同棋の関係ありて.平均気温及び最高気温の低下す

るに従ひ不稔率の増加を来す傾向がある。

今生長盛期の場合に示したと同様に 25%を以て不稔率高低の限界と仮定

すれば.此の限界に相官する開花期の気温は.平均気温に於ては約20T.

最高気温では約25T. 最低気温では約 15
0

Cであると云ふととが出来る。

更に開花期に於ける平均気温、最高気温及び最低気温と不稔卒との相関

係数を計算すれば第31表に示すが如くである。

第31表に由て見れば、開花期に於ける気温は共の平均たると最高たると

最低たるとを聞はす官、何れも不捻率と明白なる員の相関あるととが解る。

而して之を生長盛期に於ける気温と不稔卒との相闘に比較するに.平均.

最高.最低共に相闘の大なることを認むるととが出来る。然し生長盛期と

開花期との気温関係は聯閥的のものであるとどは自明のととであって.此

D雨期を通じて気温の高き程不稔卒は小であれ又共の低き程不稔率の高

きととは営然のととである。而して生長盛期に於て如何に気温が高くとも.

開花期に於て気温が低きときは不稔率は大となれ叉生長盛期に於て気温

が低き場合には.開花期に於て如何に気温が高くとも必歩しも不稔塁手が小

第四表 生長盛期の試涯と開花期の気温との相関

苧 均 朱 滋 最 高 来 ull. 最 低 議 混

4手 次 l生長盛期|開花期 年 次|生長盛期i開花期 年 次|生長盛籾|開花期

大正13年 22.86 21.74 大iE13年 29.74 28.04 昭和B年 18.23 19.30 

昭和8年 22.56 23.70 昭和8年 28.15 27.56 同 2年 17.70 18.08 

同 4年 21.81 21.60 同 4年 27.59 26.36 大iE13年 17.64 16.48 

同 2年 21.53 22.39 同 2年 26.66 26.85 昭和11年 15.87 16.12 

同 3年 20.94 23.61 同 3年 26.48 25.66 同 5年 15.51 18.73 

同 ヲ年 20.85 22.71 同 5年 26.08 27.00 同 4年 15.45 16.53 

大正12年 19.57 21.49 大正15年 24.52 24.45 同 10年 15.42 14.20 

同 15年 19.43 19.13 同 12年 24.41 2666 同 3年 15.39 16.41 

昭和11年 19.08 20.69 昭和10年 24.23 23.97 大正12年 15.28 15.61 

同 10年 18.9J 18.85 同 11年 23.87 26.13 昭和7年 15.18 15.50 

同 7年 18.88 20.03 同 9年 23.57 25.36 同 6年 1480 13ι09 

同 6年 18.42 18.22 同 6年 23.43 22.78 大iE15&f- 1457 14.05 

同 9年 18.18 19.53 同 7年 23.10 24.28 昭和9年 13.62 14.91 

相関係吸! + 0.7335 +0.7114 + 0.6501 
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であるとは限らない。今試に前記雨明を通じての気温と不稔王手との相関を

知るため.複相関係童文 (Multiplecorrelation coefficient)を計・算するとととする。

之を計算するには先づ生長盛期に於ける気温と開花期に於ける気温との相

関係数を計算する必要がある。而して共の結果は第32去の如くである。

以上の結果に由るに.本質験の範園内に於ては.生長盛期]の気温と開花

期の気温との聞には平均、最高.最低の何れに於ても瀬著なる相閥の存す

るととが解る。

以上に於て複相関係数計算の基本童文字を得たのであるが、今不稔Z容を 1.

生長盛期の気温を 2. 開花期の気温を 3Kて示すとすれば

R1. 2日=、ノ 1-(1-r~13) (1ーピ12.3)

の式より又

rl:!-r!:J. r~宮 3

r 12・3一、11二二百;イ1-r:!2:;
であるから.複相関係敢は三たの如くなる0 ・

千均気温ー不稔率 R 1•2ö =0.7158 

最高気温ー不稔率

最低気温ー不稔率

Rl.出=0.7422

RI.23=0.6!61 

以上の結果に尚て見れば.生長盛期及び開花期の雨期を通じての気温と

不稔率との相闘は、何れの場合に於ても阜ーの時期に於ける気温と不稔率

との相関より大であって、殊に平均気温と最高気温の場合に於て然りであ

る。然し共の差異は割合に小であって、結局本質験の範圏内では不稔率の

多少を諜知するには.生長盛期及び開花期を通歩る気温を基礎とする必要

なく、共の何れか一方の気温にて足れるととを示して居る。但し此の目的

のためには、最低気温よりは千均気温又は最高気温の方が通常することを

示して居る。

b. 生長盛期に於ける品種別気温と不稔卒との関係

今生長盛期に於て低温を示した年式と高温を示した年三たとに大別して、

此の雨年次に於ける筑温と不稔卒との関係を個々の品種に就て見れば第33

去の如くである。主主に高温年~(と栴するは千均気温 20T 以上を示した年失、

低温年三たとは千均気温20"C以下を示した年次を指すものである。
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第33表 生長盛期の気温と不稔率との関係

回

出

籾

十

時

腕

南

部
茶

穏

呑
早
生

夷
仙

北魁
白

毛

佐
舟
木

大

盟

問

HZj不問 ラ2.ラ7 2ヲ05 19.38 37.55 35.12 21.74 54.71 28.54 33.85 34.81 

T 平均側 19.40 18.64 18.71 18.67 18.66 18.64 18.71 18.66 18.64 18.69 
年最低泉温 14.76 14.80 14.88 14.83 14.94 14.89 14.88 14.94 14.89 14.80 

低

49.42 43.71 28.60 38.23 44.43 31.75 42.43 41.68 40.39 31.88 

務7l 平均朱*tiMl. 18.87 18.81 19.00 19.00 1867 18.81 18.81 18.81 18.77 18.96 

年最低朱w. 14.91 15.14 15.24 15.24 14.77 15.14 15.14 15.14 14.91 15.30 

温

引不稔率四ラ2 17.45 19.75 26.84 25.34 17.67 30.23 13.70 26.15 18.14 

事9H 平均気浪 11807 18.23 18.23 18.20 17.87 18.23 18.23 18.07 18.07 18.18 

年最低叡混 13.61 13.77 13.77 13.79 13.28 13.77 13.77 13.61 13.61 13.72 

年

昭{不K，!!f1 44.54 32.63 22.61 25.12 33.16 22.62 36.51 42.99 28.08 20.41 

辛1口0 平均朱温 18.87 18.76 18.77 18.82 18.85 18.74 18.77 18.76 18.78 18.77 

年最低朱温 15.81 15.49 15.43 15.46 15.78 15.51 15.43 15.49 15.58 15.43 

次
平j不稔率 44.01 30.64 22.59 31.94 34.51 23.45 40.97 31.73 30.62 26.31 
平均朱温 18.80 18.61 18.68 18.67 18.51 18.61 18.63 18.58 18.57 18.65 

均最低気温 14.77 14.80 14.83 14.83 14.69 14.80 14.75 14.81 

21.18 1560 18.69 13.29 18.31 21.42 16.36 

2 平均気温 21.60 21.60 21.67 21.60 24.42 I 21.67 21.49 21.44 21.49 21.44 

高
年最低気滋 17.61 17.61 17.70 17.61 17.58 17.70 17.60 17.60 17.60 17.60 

16.90 11.95 14.46 13.51 16.43 12.21 17.74 23.26 16.43 

? 平均紬 一 21.85 21.87 20.78 21.87 21.80 21.85 21.80 21.80 21.80 
年最低朱滋 一 15.42 l雪.43 15.48 15.48 15.35 15.42 15.35 15.35 15.35 

温

!f不稔率 25.18 19.91 23.42 22.58 32.59 18.C9 15.68 20.38 25.64 21.77 
和i平均紬 20.85 20.85 20.85 20.85 20.83 20.81 20.86 20.85 20.81 20.86 
年F 最低家温 15.57 15.57 l雪.57 1ラ.57 15.55 15.46 15.64 15.57 15.46 15.64 

年
昭(不稔率 20.25 16.25 16.91 16.83 21.60 15.02 

15.37 

和平均気温 22.41 22.57 22.ラ7 22.48 22.43 22.日7 22.44 I 22.48 22.41 22.57 

年8 最低気温 18.02 18.21 18.21 18.11 18.24 18.21 18.11 18.11 18.02 18.21 

号た
平(不稔率 23.05 18ち6 16.97 18.14 25.37 16.60 14.11 18.60 

22.72 17.48 

平均気温 21.62 21.72 21.74 21.43 21.66 21.64 21.63 21.67 

均最低家iEa 17.07 16.69 16.71 I 16.68 1669 16.66 16.61 16.70 

平均不斡の較差 l川 12偲 1 5.62113.80 1 9.141 6851州 13.131 7ペ竺

91 
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生長盛期の気温と

N.t 赤 改 赤 N.t 珍 |;il 初頁
焔 室 初3 総 毛 子 穂

m 利 r不絵率|捌 3895 38.97 2ラ.85 38.13 44.32 56.87 41.39 3469 27.90 
6 平均気温 18.64 18.67 17.51 18.74 18.71 18.67 18.74 18.66 18.53 17.51 

低
年 最低ー気温 14.80 14.83 14.72 14.86 14.88 14.83 14.86 14.94 1488 14.67・

30.42 58.54 2899 37.73 34.52 53.18 67.31 39.27 23.69 33.07 

和平均気温
7 18.81 19.00 18.93 19.00 19.00 19.00 18.9'1 18.77 18.39 18.95 

年最低気i位 15.14 15.24 15.20 15.24 15.24 15.24 15.27 14.91 14.51 15.23 
混

ケM 21.64 38.00 13.70 28.2弓 23.33 49.80 31.03 13.69 29.66 25.07 

'w 12同制 18.07 18.07 18.20 18.26 18.26 18.23 18.36 17.97 17.94 18.39 

年最低朱Ìu~ 13.61 13.61 13.79 13.80 13.80 13.77 13.88 13.49 13.39 13.93 

年

昭(不稔率 20.77 47.66 2ラ79 32.49 2467 56.0ヲ 50.56 23.11 15.64 23.04 

利 18.76 18.88 18.85 18.77 18.85 18.74 18.8号 18.80 18.84 18.85 10 平均泉温

年最低朱温 15.49 15.56 15.48 15.43 15.48 15.51 15.54 15.53 15.76 15.54 

次
45.79 2686 31.08 30.16 50.85 51.46 29.37 25.92 27.27 

平均朱i且 18.57 18.66 18.37 18.69 1873 18.う5 18.43 18.43 

均最低朱i且 14.76 14.81 14.80 14.83 14.85 I 14.84 14.89 14.72 14.64 14.84 

zi…!円 22.11 14.20 35.93 19.96 19.74 12.75 21.12 

2 千l'i'ぅ気泣 21.49 21.57 21.53 21.67 21.57 21.67 21.53 21.49 21.30 21.65 

可r両全h 年最低朱温 17.60 
17.53 17.55 17.75 17.53 17.75 17.55 17.60 20.23 17.68 

昭(不稔率 13.27 15.49 16.56 18.85 13.02 11.99 12.85 15.94 12.41 22.87 

?l之問袋温 21.87 21.87 21.87 21.87 21.87 21.87 21目87 21.86 21.87 21.62 
年最低条i昆 15.44 15.48 15.48 15.48 15.48 15.44 15.48 15.50 15.44 15.11 

iA. 

引不稔率 20.42 19.87 14.59 21.27 18.45 12.29 17.18 18.89 14.36 21.85 

和平均朱iBa. 20.83 20.85 20.89 20.86 20.85 20.85 20.87 20.83 20.55 20.94 

年5 最低気i浪 15.5ラ 15.57 15.60 1566 15.57 15.57 15目60 15.55 15.29 15.64 

年
13.26 21.09 14.03 16.66 22.46 9.20 14目22 1485 10.79 14.39 

和平均朱iA. 22.41 22.41 22.57 22.48 22.57 22.57 22.67 2248 22.43 22.82 

年日 最低気温 18.02 18.72 18.21 18.11 18.21 18.21 18.27 18.11 18.24 18.53 

次
平j不稔率 16.64 19.64 14.85 23.18 18.47 11.65 15.45 17.36 12.58 20.06 
平均朱i昆 21.65 21.68 21.72 21.72 21.72 21.74 21.74 21.67 21.54 21.76 

均最低紬 I16.65 16.83 16.71 16.75 16.70 16.74 16.73 16.69 17.30 16.74 

明不腕の較差トペ 26.15112.01 1 7.90 111
ペ…

36.01 112.01 13ペ7.21
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不稔率との関係(績)
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36.19 27.08 4677 23.75 33.52 ! 58.22 22.58 32.72 23.52 76.88 33.83 27.4ラ 36.41 

18.67 18守67 17.51 18.67 17.51 18.15 18.64 17.51 18.64 17.51 17.49 18.64 18.42 

14.83 14.83 14.72 1483 14.68 14.53 14.88 14.72 14.80 14.68 14.19 14.89 14.80 

28.06 21.25 46.52 3029 29.11 77.74 39.84 46.92 37.14 61.18 27.86 27.09 39.76 

19.00 18.81 18.93 19.00 18.93 18.54 18.98 19.01 18.81 19.07 19.03 18.81 18.88 

15.24 15.14 15.20 15.24 15.20 14.61 15.22 15.30 15.14 15.31 14.94 15.14 15.18 

18.88 17.13 4550 17.79 30.14 77.00 19.47 30.37 14.22 63.46 42.19 19.82 28.12 

18.20 18.18 18.36 i 18.23 18.30 17.74 18.07 18.30 17.94 1839 18.84 18.23 18.18 

13.80 13.72 13.88 13.77 13.79 12.88 13.61 12.19 13.39 13.93 13.39 13.77 13.62 

26.33 20.64 57.58 29.ち5 33.28 66.43 31.83 47.96 28.24 86.17 31.97 18.83 34.60 

18.82 18.77 18.87 18.85 18.82 18.77 18.82 20.31 18.76 20.31 18.86 18.74 1890 

15.46 14.26 15.46 15.75 15.46 14.26 15.49 15.55 14.53 15.51 15.42 

27.37 21.53 49.09 I 25.3ラ 31.51 69.85 28.43 39.49 25.08 73.17 33.96 23.30 33.27 

18.42 18.69 18.39 18.30 18.63 18.78 18.54 18.82 18.56 18.61 18.60 

14.83 I 14.49 14.83 1483 14.79 14.12 14.71 14.87 14.26 14.83 14目74

12.24 13.79 24.03 24.81 16.31 24.37 20.31 17.72 3481 15.30 1859|!日 8 19.80 

21.49 21.49 21.65 21.64 21.60 20.49 21.49 21.60 21.60 21.68 21.68 21.64 21.53 

17.60 17.60 17.68 17.68 17.61 17.24 17.60 17.61 17.61 17.77 17.77 17.68 17.70 

11.43 14.76 18.4ラ 10.90 15.27 47.5ラ 16.23 13.73 15.49 16.69 12.37 12.17 16.17 

21.86 21.87 21.87 21.80 21.8i 21.87 21.67 21.87 21.87 21.97 21.97 21.85 ヌ1.81

15.50 15.48 15.48 15.50 15.48 15.48 14.99 15.44 15.44 15.80 15.80 15.48 15.45 

16.77 17.79 18.23 15.13 13.92 40.61 19.25 20.52 13.98 15.90 17.46 18.90 19.78 

20.83 20.85 20.87 20.86 20.87 20.20 20.85 20.94 2083 21.24 21.24 20.81 20.85 

15.55 15.57 15.48 1566 15.48 14.90 15.57 15.65 15.55 15.19 15.19 15.46 15.51 

14.90 13.32 23.14 12.77 18.85 33.94 16.11 15.16 12.45 13.60 17.44 14.55 16.66 

22.48 22.57 22.80 22.67 22.57 22.45 22.57 22.75 22.41 22.82 22.86 22.48 22.56 

18.11 18.21 18.46 1827 18.21 18.30 18.21 18.35 18.02 18.53 18.65 18.1 1 18.23 

13.84 14.92 20.96 l雪90 16.09 3662 17.98 16.78 19.18 l与.37 16.47 15.38 17.97 

21.67 21.70 21.73 21.25 21.65 21.79 21.68 21.93 21.94 21.70 21.71 

16.69 16.72 16.78 I 16.78 16.70 16.48 1659 16.88 16.66 16.82 16.82 16.68 16.74 

13日/661 )川 9.45/15.42r 33.23卜0.45/22.71 5.90 )57.80 1ートイ 15.30
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第33去に rllれば気温の高低-に rlJって不稔率の主主を著しく示す品種は、本

質験の範囲内では、静岡白早生.黒毛.珍子.香早生にして、之に弐ぎて

静内.黒糖である。之に反して比較的小なる差を示す品積は、白毛.赤毛、

夷、荒稼の 4r[-II f.iJtを第 1に奉ぐべきであらう。

共の他の品簡は蹴して此等の中聞に位するJ 今前記品加に就き低i毘年弐

と高iR年次に現れた不稔率を比較すれば、低温年号たである 4筒年の平均不

稔率は静岡白早生にては 73.17%.黒毛50.8596. 珍子51.46%.香 lf-生40.97%. 

静内3!:1.49%. m，嬬45.79%、白モ22.59%.赤毛23.30努6. 夷23.45%.賀穂21.53

%を示して居るに反し.高j且年号たの成績は静岡白早生15.37%.黒毛11.65%. 

珍子15.45%.香1lt生14.11%.静内 16.78%.黒嬬19.64%、白毛16.9796. 赤毛

15.38 %、 夷16.60%、 荒・HH14.9296にして. 雨年三たに於ける不I会主容の較差は静

岡白早生約58%、黒毛40%、珍子:1596. 香¥";1.生2696、静内22%、黒嬬26%. 

白毛 696、赤毛 896. 夷 7%.黄掠れ7%にて高低雨年ヨたに於ける成績が IR1

和により著しく異なるととを示して居る。而して共の他の品純は約 10-17

%の範囲内の差である。

気温の高fまによれ極端な差を示す品種に於ては、高温年次の成績に比

べて低温年次の不稔率は約 3- 5倍に相営するが.共の差小である品種に

ては.何れも約1.51吾の増加を示ずに過ぎない。

号たに筑i毘的好保件下に於て常に大なる不J主主容を示す品積は、初紫、 1111北、

大黒、南部であって、之に反する品種は黒毛、初穂、札幌白毛.香早生で

ある。

吏に常に大なる不稔率を示す品種と気温との関係を観察すれば. fJ1 i毘'rf.

Eた4筒年に於ける最大の不稔寧は初紫昭和17年及び昭和19 '"三に約77%.最

小の場合は昭和 6年約58%.王子均約70%、 1111北昭和 7年44%、 昭和 9年25

%.平均約35%、大黒昭和16年約5396. 昭和19年約九0%. 平均約4496. 南

部昭和 7年40%、昭和 9年26%、平均約31%であるが此の場合の間混は品

加により多少の差異を示すが、大関平均筑i置は 180C、最低14-15"Cである。

共に高温年共 4筒年に於ける最大不稔率を示したものは初紫昭和15 :1予約40

96，.最小は昭和 2年24.37%、平均約37%.仙北昭和 2年3396. 昭和14年1-1

%.平均約25%.大黒昭和 2年33%. 昭和 8年20%、王子均約23%. 南部昭
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第 5，6回 生長盛期の気温と不稔率との閥係
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和 5年約26%. 昭和 8年約21%、 千均23%で低温年三たに於て約 1-2倍共

のき容を大にして居るo 此宅;の品種の中で初紫の昭和 2年及び仙北昭和 4年

に見る成績に比し、他の年失の悉くは遺に大なる不稔率を示して居る里山か

ら見て、此の主I~::;7(の成績を例外と見倣せば、岡山i紐の不稔率は上記のもの

より更に大にして、共の率は既に第 2 章 H~ 1節にて述べた如くである。此

の場合の平均気i毘は約20-22 oc.最低は 16-17"Cの範園内である。又此等

の，1，1三号たに於ては、供試杢品種の中で、 最 /J、不~主主容を示した品種黒毛では最

大昭和 2年約1:3%、最小は昭和 8年がJ9 %.平均約 12%.初穂では最大昭

和 5，1，1三約 14%.最小昭和 8年約11%、平均 13%.札幌白毛では最大昭和 5

年約 17%.最小昭和 4年約 11%.平均約 14%.香 51生では最大昭和 5年約
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16 %.最小昭和 4年約四%、王子均約14%にして品種により多少不稔率の程

度を異にして居るが、概して 9-17%の範圏内にて不稔粒を生じて居る。

以上生長盛期の気温と各品種不稔率との関係を見易からしむるため闘去

にて示せば第 41首jの如くである。 1Mほ第 5国は低温年三た第 6国は高温年三た

に於ける生長盛期の気温及び不稔塁手を年三た別に示したものである

C. 開花期比於ける品種別気温と不稔卒との闘係

ダくに開花期の気温が各品種の不稔至容に及ぼす影響を知るため開花期の平

均最低気温15
0

C以下の年次と然らざる年共に大別して第34表を得たのであ

るが、本去の比較年次は大正15年及び昭和 3年を除けば、前節生長盛期に

於ける集温の影響を検した場合と全く同一年央のもののみにて、従って此

の場合の成績も生長盛期に於ける結果と略類似の成績ーを示して居る。開花

期だけに於ける気温の影響を検知するには生長盛期の気温が高温で開花期

に至って低温であった年次と、同じく高温であった年さえとの成績の封照比

較に依らねば明確を期し難い事は勿論であるが、不幸にして本寅験を通じ

て、此の僚件に叶ふ年o:1(成績の極めて乏しき事は茜だ遺憾である。唯本貰

験の中で生長盛期の2f'均気温20
0

Cに近く開花期に最低気温15
0

C以下を来し

た昭和10年の成積と生長盛期平均気温20
0

Cに近〈開花期に最低気温15
0

C以

上を示した昭和11年の成績とを相互封照するととに由って、開花期の気温

の影響を和々推知するととが出来ると忠ふ。今此の雨年次 i乙於ける成績を

示せば第35去の如〈である。



98 農場株別報告第七税

第 34 表 開花期の気温と不

理
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H百(不稔率 I25.18 I 19.91 I 23必 I22.58 I 32.59 I 18.09 I 15.68 I 20珂 I28.64 21.77 

Tい間制 I22.90 I 22.90 I 22.90 I 22.90 I 22.79 I 22臼 I23.12 I 22.9臼 I2辺2.6臼5I 23.12 
年 l最低朱温 I18.55 I 1悶8.55I 1凶8.5男5I 1氾8.55I 1凶8.5引1I 1問8.6臼9I 1問8.8加9I 1問8

目昭百{不稔至率幹 I 2却0.2β5I 1“6.2β5 I 1凶6.9列1I 1“6.8回3I 2幻l上.6印oI 1巧5.0但2I 1円5.2お5I 1η7.9.兜'8I 2勾0.54I 1汚5.3刃7 
il'l i平均朱知縦i滋昆 | 封判l凶4I 2幻3.8泊3I お23.8白3I 24.02 I 24.13 I 23.83 I 24.02 I 討 02I 24.14 I 23.83 
年 1最低気溢 I19.87 I 19.21 I 19.21 I 19.66 I 19.68 I 19.21 I 19.66 I 19.66 I 19.87 I 19.21 

年

次 :i日iiliJilj;;
ゅの14出土|177 1 7.10 1叶 2ペ21.371 8.851 6.131 2.10 



*稲コf、稔性の品種間差異及ぴ其の環境との関係、

稔寧との関係 (共のー〉

i l;[:lil;l il:lZ;lU:|; 
28.28 38.9ラ 38.97 25.85 56.87 41.39 34.69 27.90 36.19 27.08 

17.87 19.33 17.29 16.97 17.25! 19.33 16.97 18.32 19.17 17.41 19.33 19.33 

13.09 13.05 13.09 13.02 12.85 13.05 13.02 12.86 13.43 12.98 13.0ラ 13.05 

21.64 38.00 13.70 28.2ラ 23.33 49.80 31.08 13.69 18.88 17.13 

20.36 20.36 19.68 19.76 19.76 19.80 19.06 20.49 20.33 I 18.74 19.68 19.89 

15.63 15.63 14.50 14.33 14.33 14.67 13.92 15.97 16.17 13.79 14.50 15.10 

20.77 47.66 2ラ79 32.49 24.67 56.09 50.56 23.11 15.64 23.04 26.33 20.64 

19.16 19.08 18.79 19.09 18.79 19.23 18.05 19.09 18.91 18.05 19.10 19.09 

14.80 15.34 13.49 14.41 13.49 15.13 12.89 15.17 14却 12.89 14.08 14.41 

17.33 42.02 1855 30.20 30.56 17.43 27.02 24.04 18.18 17.05 1754 11.22 

1953 19.53 19.06 19.21 19.19 19.06 19.06 19.53 19.30 19.06 19.19 19.19 

14.24 14.24 13.47 14.27 13.53 13.47 13.47 14.29 14.85 13.47 13.53 1353 

22.06 41.66 24.25 29.20 29.17 41.91 41.38 25.56 24.54 23.27 24.74 19.02 

19.23 19.58 18.71 18.76 18.75 19.36 18.29 19.36 19.43 18.32 19.33 19.38 

14.44 14.57 13.6t 14.01 13.55 14.08 13.33 13.28 13.79 14.02 

19.61 22.11 14.20 35.93 19.96 13.12 17.53 19.74 12.75 21.12 12.24 13.79 

22.60 22.45 22.69 21.6:1 22.45 21.60 22‘69 22町60 2296 22.28 22.60 22.60 

18.39 18.26 18.43 17.57 18.26 17.57 18.43 18.39 19.00 17.79 18.39 18.39 

21.06 20.51 14.01 32.40 16.54 i357 22.51 20.09 11.57 22.29 1322 13.64 

23.83 23.83 23.78 23.83 23.74 23.47 23.78 23.47 23.78 2318 23.83 23.83 

16.45 16.45 16.33 16.45 16.14 16.46 16.33 16.46 15.99 16.39 16.45 16.45 

20.42 19.87 14.59 21.27 18.45 12.29 17.18 IS 89 I 14.36 21.85 16.73 17.79 

22.79 22.90 23.19 23.27 22.90 22.90 23.23 23.03 22.79 22.90 

18.51 18.55 19.52 19.27 18.55 18.55 19.55 18.51 ! 18.80 19.43 1851 1855 

13.26 21.09 14.03 16.66 22.46 9.20 14.22 14.85 10.79 14.39 14.90 13.32 

24.14 24.14 23.83 24.02 2383 23.83 2354 24.02 24.13 22.49 24.02 23.83 

19.87 19.87 1921 19.66 1921 19.21 18.81 19.66 19.68 18.33 19.66 19.21 

18.59 20.90 14.21 2657 19.35 12.05 17.86 1839 12.37 19.91 14.27 14.64 

23.37 23.18 23.23 23‘22 23.31 23.29 

18.31 I 18.28 18.37 18.24 18.04 17.95 I 18.12 18.26 18.37 i 17.99 12.2ラ 18.15 
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100 農場券別報告第七競

開花期の策調と不稔率との開係(紐〕

手B 静 赤 千

紫 内 問主 越生 毛 均

H211;問 23.75 33.52 58.22 22.58 32.72 23.52 76.88 36.41 

手6司 平均宗u且 19.33 17.41 21.59 18.19 17.29 17.87 17.41 18.08 ! 18.19 18.22 

低
年最低朱混 13.05 12.98 14.87 12.96 12.98 12.92 12.96 13.09 

昭j不稔率 17.79 30.14 77.00 19.47 3J.37 I 14.22 68.46 42.19 19.82 28.12 

手9H 平均気温 19.80 19.54 19.94 20.36 19.54 20.33 18.74 16.69 19.80 19.53 

年最低*l1昆 14.67 1430 16.39 15.63 14.30 16.17 13.79 13.26 14.67 14.91 
温

引不稔率 29.55 33.28 66.43 31.83 47.96 I 28.24 86.17 31.97 18.83 34.60 

手1I01 2l、均気温 18.79 19.10 18.74 19.10 17.98 i 19.16 17.98 17.38 19.23 18.85 

年最低紋滋 13.49 14.08 12.55 14.80 12.55 11.37 15.13 14.20 

年

大 j不稔泰 11.89 17日5i 56.11 19.92 14.32 14.22 35.69 15.77 12.71 22目77

号千均気温 19.06 19.26 19.04 19.21 19.06 19.26 18.30 18.27 19.53 19.13 

年最低朱i昆 13.47 14.29 14.94 14.27 13目47 14.29 14.37 14.29 14.29 14.05 

次
千!万J稔率 20.75 28.62 64.44 23.45 31.34 20.05 66.80 30.94 19.70 30.48 

平均朱i昆 19.25 18.83 19.83 19.22 18.47 19.16 18.11 18.61 19.19 18.93 

均(最低朱温 13.67 13.91 15.31 14.17 13.35 14.59 13.42 12.96 14.26 14.06 

昭j不稔寧 24.81 1631 24.37 20.31 17.72 34.81 15.30 18.59 15.88 19.80 
手2fI 平均気-温 22.28 22.39 23.18 22.60 22.39 2239 21.32 21.32 22.28 22.39 

f.両rr 年最低気温 17.79 17.93 19.24 18.39 17.93 17.93 17.02 17.02 17.79 18.08 

HE j不松家 .13.83 27.43 42.90 22.78 24.20 21.25 17.52 21.26 17.77 20.77 
手3口 司三時j場一lill!. 23.76 23.83 22.78 23.61 23.78 23.73 22.69 22.87 23.76 23.61 

年最低朱混 16.54 16.45 17.57 16.17 15.99 16.14 1691 16.62 16.54 16.41 
i且

15.13 13.92 40.61 19.25 20.52 13.98 15.90 17.46 18.90 19.78 

手511 平均気温 23.27 23.23 22.91 22.90 23.03 22.79 22.14 22.14 22.65 22.71 

年最低朱i且 19.27 19.55 18.08 18.55 19.43 18.51 17.53 17.53 18.69 18.73 

年

昭j不稔率 12.77 18.85 33.94 16.11 15.16 12.45 13.60 17.44 14.55 16.66 

T 平均朱温 23.54 23.83 23.77 23.80 23.13 24.14 22.49 21.29 24.02 23.70 
年最低気温 18.81 19.21 18.95 19.21 18.57 19.87 18.33 18.17 19.66 19.30 

次
16.64 19.13 35.46 19.61 19.40 20.62 15.58 18.69 16.78 19.2日

千発:鉱山L 23.21 23.32 23.16 23.23 23.08 23.26 22.16 21.91 23.18 23.10 

均最低朱温 18.10 18.29 18.46 18.08 f7.98 18.11 17.45 17.34 18.17 18.13 

平均不紳の隙 1 4.11 1 9仰|… 3.84 11 1.94 1-0.5い
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第 35表 開花期の気温と不稔率との関係(共の二)

1: I ! I : I魁|:|夷lE1;|;lZ1i 
「不治率……112ラ121 33.161 22.62制問抑制1120.77

;frl 開花期 f平均気温 18.59 19.16 19.30 19.10 18.85 19.23 19.30 19.16 19.09 19.30 19.16 
10 最低朱温 14.82 14.80 14.41 14.08 14.71 15.13 14.41 14.80 15.51 14.41 14.80 

年|生長盛期!2222|:引;::;;litzl::21;:?;|::;:l::;;li:;;;ilfZ|::;;|;fZ

不稔率の絞発 116吋19叫 9.311 8判 9.211 9.80119.071 22.851 7.441 3.631 8.14 

l;l:l i l;lil:|;:!:12121; 
013 
不稔率 47.661 2ヲ.79MI--1811山血 2時 20.64 

平日 開花 j関!平均朱i昆 19.081 18.79 19.09118.79119.23118.05119.091 18.91118051 19.10 19.09 

主主低気温 15.341 13.49 14.41 
10 

生長盛期i(平均制 18.8ヨ 18.85 1877l1885187418851880 188418851882 18.77 年
最低朱i且 15.561 15.48 15.43] 15.481 15.511 15.541 15531 15.76115.541 15.46 14.26 

BM 
不 宅会 ，品t有、 37.87 23.42 21.38 16.90 27.11 61.66 20.82 11.00 11.61 14.35 9.63 

和 開花期(平均気溢 20.83 19.97 20.57 
20.57 20.83 20.17 21.02 21.81 20.17 20.57 20.44 

15.77 16.11 15.87 15.87 15.77 16.18 16.13 16.90 16.18 15.87 16.31 

平均朱i民 19.07 19.29 19.14 19.14 19.07 19.22 19.00 18.62 19.22 19.14 。19.17
年 生長盛羽(最低刷、 15.93 15.99 1596 15.96 15.93 15.96 15.85 15.60 15.96 15.96 15.90 

flual:|:l引2|註|;:|:
BM 
方ミ Z会 家 157.581 29.55 33.28 66.43 

和 開花期!平均気温
18.33 18.79 19.10 18.74 

最低朱也、 13.29 13.49 14.08 !日03
10 
生長E茎矧J'平均気浪 18.87 1885 18.82 18.77 

年 l i量f.lt朱浪 115.52 lラ.48 15.46 15.75 

一
Ui{ 
河二 主念 E容 28.97 14.09 22.66 54.20 

和 {平均気浪 20.17 20.44 20.44 21.40 
開花刻最低朱一i且 16.18 16.31 16.31 16.85 

II 

{平均制 19.22 19.17 19.17 18.50 
年 生長盛期 最低気温 15.96 15.90 15.90 15ラ5

31.83 47.96 28.24 

19.10 17.98 19.16 

14.08 12.55 14.80 

1882 20.31 18.76 

15.46 14.26 15.49 

21.56 23.13 28.24 

20.83 19.97 21.02 

15.77 16.11 16.13 

19.07 19.29 19.00 

15.93 15.93 15.85 

86.17 

17.98 

12.5ラ

20.31 

15.55 

86.17 

20.15 

16.09 

19.33 

15.94 

31.97 

17.38 

11.37 

14.53 

31.97 

20.35 

15.73 

19.32 

15.93 

18.83 

19.23 

15.13 

18.74 

15日l

20.83 

15.93 

不稔率の較差|ぉ61I 15.461 10叶 12斗 10.27124叫 01 0 I 01 .0 



11}2 農場特別報告第七貌

先づ第34表 fr.rhれば、{正i!'il.(15
0

C以下)の影響により不稔粒を多数生やる品

種と然らざる品種のあるととを認め得る。今其の影響を受けたものと忠は

れる品積を拳ぐれば.静岡白早生、初紫、黒毛.珍子.鶴形.香平生、黒

嬬.井越早生.初穂及び静内等を事げるととが出来るが、本成績は生長斑

期及開花期を通じて閥1閥的に低温の影響を受けた結果であって、開花期丈

の1Rimの影響と見倣すととが安-首であるとは云へない。そこで、生長盛期]

の気混が略等しくして開花期の筑慌に惑を示した年女成績の比較を試みる

ために挙げた第35表に就て見れば.質験に供用した訂1積の中で珍子の成結

は気慌の高い年弐よりも 1Rい年次に於て不稔率の低下を示して居るが.共

の原因は明らかでないので疑問として保留して置きたい。共の他の I日程は

f正視の.影響を多少受けて居る傾向を認lめることが出来るが.共の影響の顕

著と思はれる品種は.黒毛.鶴形.静内、茶椋.香月t生、佐々木.大黒.

及部.初紫、静岡白早生、札幌白毛、繭吉!y.生、寅椋.八太郎.改良橋及

び幼主等を列奉するととが出来ると思ふ。之に反して最も共の影響が少な

いと思はれる品種は.赤室.十勝黒籾、初穂、白坊主、井越.If.生及び赤嬬

等でるって.此等の品種中昭和10~三に於て略ぼ同ーの気温内にて開花した

品積を大別して見ると、最低集湿約11-13
0

C. 平均気温約 17-18
0

Cの間に

て開花した品積は静内.静岡白平生.繭吉平生でるる。又最低気温約13-

15
0

C. 平均気温約18-20
0

Cの聞にて開花したる品種は及部、鵡形、茶穂.

香早生、大黒.佐々木.十勝黒版、赤室.初穂.白助主、改良儒.札幌白

毛.賀穂、八太郎、幼主の 15品程である。科i々 高い気温に接した品殺は黒

毛.初紫にして共のi!'il.度は最低気温約15'C平均気温約 19T内外である。以

上の品穏に就て.昭和11年度の成結に比べて共の不稔容の i交差:x:見れば、

黒毛28.98%.鶴形28.61%、静内24.83%、茶穂22.85%.香早生19.07%、佐々

木19.02%.大黒16.76%.及部15.46%、初紫12.23%.札幌白毛11.98%.踊吉

平生11.43%.貰椋11.01%.八太郎10.62%.改良嬬11.11%.幼主10.27%、 'f}f;

室 2.32%.十勝黒籾 3.63%.初穂 4.64%.赤締 7.77%にして、品加により

多少共の差を異にして居るが.最も較塾大なるものは.黒毛、鶴形.静内.

茶穂、香平生.佐々木であって、之に反して最小の差を示す品析は、赤室.

十勝黒担、初穂である。向ほ例外として.白幼主、静岡白早生.井越平生・
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及び赤毛等の如きは、 2箇年の不稔率は偶然にも一致の成績を示して居る

が、大部分の品種は昭和10年に於て、昭和11年の成績に比べて不稔率の増

加を示して居る。昭和11年の気温を見れば品種により蝿温に発分相違を示

すが、概して開花期中 l亡遭遇した泣度は最低気温約16
0

C. 平均気温約20
C

C

である。之を昭和10年の気温と割比すれば、最低気温で約 1- 3
0C. 平均

気温約 1-2.5Tの高温を示して居る。此の温度の差から考へれば、昭和10

年に於て大なる不稔率を示した品種は. (黒毛を除く夕刊恐らく低温の影響を

受けたものであらう。又同ーの気温的環境にて開花した品種聞に不稔率の

差を示すは品種間の特異性によるものと考へられる。然し白幼主、静岡白

平生.井越平生、赤毛等の 4品種に於ける 2筒年の成績は全〈一致して居

る原因 lこ就ては詳らかではないが.寅験全期を通巳て最も天候不良であっ

た昭和 6年の成績ニと封照すれば.静岡白平生 9.29%. 白功主 4.72%だけ昭

和 10年に於て高率を示し、井越早生は1.86%の低下であって.何づれも大

なる不稔率を示して居る。更に昭和 10年と昭和 6年の議温闘係を見るfC.

平均気温及最低気温共 lこ不稔粒を生歩る限界温度以下であるが、昭和11年

度の気温は生長盛期に於ける平均気温のみが此の限界温度以下に過ぎない。

故に昭和 10年の気温欣態に比して遥かに好傑件 11:相違ないにも拘ら歩、昭

和10年の成詰に全く相営して居る事は多分気温以外に何等かの不良保件が

手停った結果が、偶然に一致した成績を来したものと云はねばならない。又

赤毛の 2箇年の成肢が全く同ーであるととは、気温的環境が略ぼ類似せる

を以て別に不思議ではない。，!;I~毛 iこ於ける昭和 10年の不稔率が頗る高いの

は.生長期に於て幾分低温の影響を受けた以外に何ものか不良保件が闘興

したものと思はれる。

fblほ開花期に於ける気温と各品種不稔率との関係を見易からしむるため

l司去にて示せば第 7lif~J の如くであるO 向ほ第 8 脂i は低温年弐.第 91昆i は高

温年三たに於ける開花期の気温及び不稔卒を年三た別に示したものである。
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百S8， !:l I酋l 開花期の気温lと不芯:率との関係

ーー唖ー-ー四ーー河: 稔 ~ 
平均無温

最低組iA

保

温

不

品

叫

畠

干

品

帆

温

不

稔

傘

40 122 
第8il f.氏 j周年次

40 124 ・ー
第 9 園高~年次

{!..t.-・、
、 -

20 L '.八、-irt
，、白¥'¥

30い91- ノヘ J\vヤ~チ
/ V ¥ J 

¥ I 

¥. i 
~I 、，

ヅ 〉¥
22 

30 I 21 

18 
20 

11 
19 

~O 
116 

20 I 18・

17 

16 

10 

昭
和

9
K平

副

咽

和

7
年

昭
和

6
年

平

均

昭
和

ω年

昭
和
川

8
年

沼
稲
5
年

同
昭
和
今
年

昭
和

2
年

司p

均

d. 抽穂前時期別に由る気温と不稔卒との関係

既に前節 l亡於て拍椋前の気湿の高低が不稔率の大小に著しき関係がある

ととを述ペたが、更に進んで拍穂前何れの時期jに於ける気温が最大の影響

を及ぼすものであるかを知るために.拍椋前10日間毎の千均気温を算出し

て之と不稔率との閥係を調査した。共;の成績は第36去に示すが如くである。
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第36表 拍穂前時期別(10日毎)に D]る平均気温と不稔率との閥係
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大 大 大 H召 日召 日目 日刀，.， 日目 日百 平
}巨 }巨 }巳 平日 事官 手日 ー平日 手口 手口 和和 和利
12 13 lラ ム 3 4 ラ 6 7 8 ! 9 10 1 11 
年 S手 占I三 年 年 年 年 年 年 年年 年年 均

コr~ 稔率 ~~.~~I ~8.~0114.22 34.811 21.251 15.49 13.981 23.52 14.22 20.24 
11 1I 

20.261 24.66 19.79 23.461 21.491 23.35 23.771 22日予 20.441 2267 18.93 18.801 19.77 21.53 

2lI-20 21.931 22.581 23.73 21.521 21.21 20.081 22.92 17.55 20.72i 20.57 21.44 

気2乱 21-30 19.591 25.431 19.15 20.231 19.93 19.3ラ 22.08 17.17 18.911 20.76 20.58 

31 -40 17.47[ 20.041 20.37 20.681 22.281 17.76 17.481 16.94 17.061 17.65 18.12 18.30i 15.84 18.31 

不給率 43.97116.77135.69115.30117.5211669115.90 76.881 61.181 13.601

晶「
31.95 36.87 

21.151 24.311 19.381 22.611 23.781 23.271 22.79 19.171 21.35判別71 18.97 21.65 21.76 
:JIIー20 20.221 24.441 20.541 23.231 21.3 I 1 23.78! 23.77 18.72 21.53 

.811 24.451 叩 20.6220.369| 122.02174921.03 21.38 21.29 

17.43i 18.191 21.19
1 
17.171 1864 1937 19.99 31-40 20.571 23.311 19.471 21.001 20.941 21.98; 20.53 

不稔妻和 18.59 21.26 12.37. 17，46 33.83 27.86 17.44 42.19 31.97 10.32 22.01 

21.191 24.311 19.53 22.60 23.76 18.18 19.19 24.13 1954 19.30 21.44 21.48 

均JI、:111-20 20.51 24.44 20.02 23.23 21.76 2378
1 
23.77 23.04 21.06 23.04 20.36 18.74 19.03 21.75 

2l21-30 20.841 23.45 19.91 21.14 22.31 22.37
1 
21.52 22.20 21.02 

31-40 21.'341 23.31 19.17 21.00 21. II 21.68|20.23 19371 20.37 21.98 18.1 I1 19.451 19.70 20.56 

不'li~ :;t~ηli31 21伺…8'l117.77 ロ1718「274日畑山2 18.831 12目95 18.40 
18.591 21.07 21.78 1ト 10 却問 24個却02123.401 21.761 22.891 23凹 2抽出4山内

均弓主 11-20 1 21.221 24.011 19.911 22.451 22.301 24.33 21.08! 21.061 20.081 23.291 17.70 21.1 61 19.58 21.40 

a15Kt21-3021Z4248ラ 19.17120.631 21.111 22.29i 20.101 19.371 19汚 21.841 18.10 18.551 20.97 20.58 

31-40 1 17.921 18.321 20.471 20.641 20.641 17.921 17.3ぅ 17.001 17.061 18.211 16.27 18.201 16.12 18.16 

不稔重軽 MlM6122D岡6到山I!20.7品l川 19.782斗111Ml泌 1134凪れ 4124皮2067M7a23| 幻 I123.18 23.33 21.811 20 叶 19661 18981 20.73! 21.69 
1平~1 ! 11--20 2I.151 23.78! 20.681 21.971 21.831 23.90! 22.18 21.69， 19.5li 23.16: 17.861 20.301 19.771 21.37 
議 21-30 20.621 25.071 19.36! 20921 21.681 22.611 20.19 20.23: 19 吋日間抑制
i且

18041 19.531 19.771 2033; 20.611 18.111 17.75 16.92
1 
17.10i 1881: 16.8白 18.38i16.791 18.39 31-40 

以上の成松に rhれば、時期別の気泣が品種により多少の相主主を示すが.

之を年共別に見るときは大なる不稔率を示した年共、昭和 7/'1三拍椋前 1-

10日間の平均気混は 20.53T. 11-20日間 19.51"C. 21 - 30日間 19.69
0

C、 31-

40日間1i.l0oC、 昭和16年 1-10日間 21.81
0

C. 11-20日間 21.69T. 21-30日

間 20.23T、 31-40日間 16.92T. 昭和 10年 1ー 10日間 18.fl8
0

C. 11 - 20日間 20.

30"C、 21--:-30日間 19.52
0

C、 31-40日間 18.38T. 昭和・9年 1-10日間 19.66T、

11-20日間 17.86
0

C. 21-30日間17.84T. 31-40日間 16.88
0

Cにして.此の 4筒

年の平均気温は 1-10日間 20.23
0

C. 11 - 20日間 19.84T. 21-30日間 19.32T. 
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31-40日間 17.32
0

Cである。之に封し小なる不稔率を示した年失の策温は昭

和 4年 1-10日間 23.18T. 11-20日間 23.90
0

C. 21-30日間 22.61"C. 31 -40 

日間 18.11oC.昭和 8年 1-10日!日122.97T. 11-20臼問 23.16"C. 21 -30日間 21.

83"C、 31-40日間 18.81
0

C、昭和15年 1-10日間23.33
0

C. 11-20日IUJ22.18 oC. 

21-30日間20.19T. 31-40日間 11.15T、 昭和 2年 1ー 10日間 23.23
0

C. 11-

20日間 21.97T. 21 -30日間 20.92T. 31-40日間20.33
0

Cにして.此の 4箇年

の平均気温は 1-10日間 23.18
0

C. 11-20日間 22.80
0

C. 21 -30日間 21.39"C. 

31-40日間18.15
0

Cである。而して中府の不稔率を示した年失の平均気温は.

大1E12年 1ー 10臼問 20.67
0

C、 11-20日間 21.15'C、 21-30日間20.62'C、 31-

40日間 18.04
0

C. 大正 13年 1ー 10日間 24.97T. 11-20日間 23.78
0

C. 21-30日

間25.07T. 31 -40日間 19.53
0

C. 大 iE15年 1-10日間 19.66T. 11 ，-20日間20.

68
0

C. 21-30日間 19.36
0

C. 31-40日間 19.77
0

C. 昭和11年 1-10日間20.73
0

C.

11-20日lili11:1.77 T. 21-30日間20.18oC. 31 -40日間 16.790C. 昭和 3年 1-

10日間22.31T. 11 -20日間 21.88oC. 21 -30日間21.68"C. 31 -40日間 20.61
0

Cで

あって.此の 5箇年の平均気温は 1-10日間 21.67oC. 11-20日間 21.45
0

C、

21-30日間 21.70nC、 31-40日間 18.95Tである。

以上の成競よりして何れの拍椋前時期の気温が不稔卒に最も大なる影響

を及ぼすかにつき明白なる結論を下すことは困難であるが、拍穂jjij31-40 

目的jに於ける気温の差異を上記不稔率に由る三匡別に就て見るに.気温の

偏差は 1.5
0

C内外に過ぎないから、此の時期に於ける集温が不稔率 IZ:及ぼす

影響は比較的少ないと忠はれる。更に拍椋前21-30日聞に於ける気温の差

異を見るに.大不稔率匿の千均気温は小不稔卒匡及び中不稔率匿によじして

2 -2.4 oCの差を示して居るから.此の期間に於ける影響は相官大である様

に見えるが、翻!ってノj、不稔率直と中不稔率Eとの気温を比較する i亡、共の

問何等の差異を認めざるのみならす九却って中不稔率直に於て気温柏々高

き結果を示して居る。之に UIって見るに.拍穂前21-30日の期間も不稔率

に封し重大なる影響を及ぼすものと言ふととが出来たい。結局拍穂前 1-

10日間及び11-20日聞の気温が重大たる影響を及ぼす様に見えるが、上記

の数字Dみにては此の雨期聞の何れが優越的の影響を及ぼすものなるやを

判断することは困難である。
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第37去 拙穂前時期]別(20日毎)に仕1る平均気温と不稔卒との.闘係

/f~ ~念率

魁|平均 J1-20 
議uii! 21-40 

ぷr-

均

36.39 

184412M120312146 

17.491 18.431 17.871 19.03 

17.45 

18.82 

1.7.19 

19.75 

大

黒

佐|不稔率

骨|平均( 1-20 

木|長KUii121-4J 

白|不稔率

2f-t句 1-2)

毛|殺uii121-40 

仙 l不稔率l
平均(1-20 I 21.21 

北 1，気温 !21-40

夷

17.67 22.62 12.82 19.50 

18.82 20.22 20.25 21.64 

17.19 18.43 17.87 19.47 

3J.23 3651 

18.82 19.63 

17.19 18.85 

1371429120141m 
18.441 19.761 20.171 21.50 

19.4J 

香

早

生

16.43 

23.37 22.51 

20.29 18.82 

島 不稔 df三 13.27 

国 平均 (l-20 22.36¥ 22.03 23.61 

精 条溢 21--40 19.58'， 22.171 19.82 20.611 21.16 20.37 
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大 フ亡 平
五 A 
13 15 
年 正手 均

黒 42.02 

19.97 

f得 19.82 

赤

室

赤

精|細 21-401不稔率 16.回
平均(山 20臼

議温 21-40I 19.94 

傘 1げ7口3訓1lキL 14.35 19.3宮

腕
朱平均溢 l i( l- . 20.28 2236 22.03 23.61i !1 22.65 2l .8611 20 2294 18.921 19.5J 2).36 21.55 

白
毛 溢 21--401 18.53! 22.171 19.541 20611 2 l.l 61 20.37i 18.801 18.671 18581 20.03 17.091 19.2J 18.79 19.50 

資|不 者会 主幹

穂|気温 21ー刊

露島

形

者念 塁手1

部iI制 21-40I 

/¥ ";.fミ 者会 主十三 24.32 

20.72 

同i 袋混 21-40

初!不 者念 王争i 48.81 

平均L:ー2JI 20.72 
紫 lJ気温 21-401 17.11 
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1~J ほ上記と同様の方法に rh T，拍穂前 1-20日間と同 21-40日間の平均

気温と不稔率との関係を示せば、第37去の如くである。而して叉上記の方

法に準じて大中小三階級の不稔率を示せる年弐の気温につき共の千均を求

むるに， 1 -20日聞に於ては不稔率大なる年三えは 20.04"C， 中位の年次は 21.

56"C.小なる年三たは 22.99'Cに相営し. 叉21-40日間に於ては夫々 18.32
0

C，

20.22 "C， 20.07 oCの平均気協を示して居る。此の場合にも 1-20日聞の気温

と21-40日閣の気温の何れが不稔率に大なる影響を及ぼせるやを判断する

ととは困難であるが、 21-40日間の気温に於て不稔率中等のものと少なき

ものとが殆んと同様なる気温下にありしととを考ふれば、此の場合にも 1

-20日聞の気温が不稔寧に及ぼす影響大なりと言ふととが出来る様に忠は

れる。

上記の問題を統計的に解轄するには色々の方法が考へ得らるるであらう

が、共の一方法としては、上記拍穂前の 4期間又は 2朋聞に於ける各年次

平均気温と之に相官する不稔率との相関係数を求め.共の係教の最も大な

る時期を以て不稔率に最も大なる影響~及ぼせるものと見倣すことが出来

ゃう。即ち気温の高低が不稔寧と相関するとと少なき期間は不稔率に及ぼ

第38表 拍穂前 1-10日間に於ける 第39表 拍穂前 11-20日聞に於ける

平均気温と不稔率との相閥 平均気温と不稔率との相関

年 浪 l不稔窓 年 混 不稔王子i

大正 13 年 24.97 24.61 23.90 1617 

昭和 5 年 23.33 19.78 大正 13 年 23.78 24.61 

同 2 年 23.23 19.8ヨ

同 4 年 23.18 16.17 

同 8 年 22.97 16.66 

限利 8 年| 23.16 16.66 

同 ラ年|
22.18 19.78 

同 2 年 21.97 19.80 

向 3 年 22.31 20.77 同 3 年 21.88 20.77 

同 6 年 21.81 36.41 同 6 年 21.69 36.41 

同 11 年 20.73 21.47 大正 12 年 21.15 24.85 

大正 12 年 20.67 24.8ラ 同 15 年 20.68 22.77 

昭和 7 年 .20.53 39.76 昭和 10 年 20.30 34.60 

大正 15 年 19.66 22.77 同 11 年 19.77 21.47 

昭和 9 年 19.66 28.12 同 7 年 19.51 39.76 

同 10 &f. 18.98 34目60 同 9 年 17.86 28.12 

相関係妓 -0.4211 -0.4964 
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tfHO去 拍tVI前21-:30日間に於ける 第4]去拍111前31-40日間 l亡於ける

21三均気温と不稔塁手との相閥

年 ~ 1-~__一両不稔寧
大正 13 年

昭和 4 年

間 8 年

25.07 

22.61 

21.83 

21.68 

20.92 

20.78 

20.62 

20.23 

20.19 

19.69 

19.52 

19.36 

17.84 

24.61 

16.17 

16.66 

20.77 

19.80 

21.47 

24.85 

36.41 

19.78 

39.76 

34.60 

22.77 

28.12ι 

同

同

同

3 &f三

2 &j三

11 年

大 1E 12 年

昭和 6 年

同 5 年

同 7 年

同 10 年

年

年

一

般

行

9

一
係

E

利

一

閥

大

昭

一

相 一0.3923

平均筑iKil.と不給率との相閥

年

昭和 3 ，{手 20.61 20.77 

同 2 年 20.33 19.80 

大正 15 年 19.77 22.77 

同 13 年 19.53 24.61 

HR ;J'1l 8 &手 18.81 16.66 

同 10 年 18.38 34.60 

同 4 年 18.11 16.17 

大正 12 年 18.04 24.85 

昭和日年 17.75 19.78 

同 7 年 17.10 39.76 

同 6 年 16.92 タ6.41

同 9 年 16.88 28.12 

昭和 11 年 16.79 21.47 

-0.4238 

王子均気温と不稔率との相閥

m42表 拍穂I1Ij1 .-20日/11]I亡於ける 2fH3表 拍穂前21-40日間 l乙於ける

平均気温と不稔率との柏閥

年 手c 朱 温 不稔率

大 1E 13 年 24.38 24.61 

昭和 4 年 23.54 16.17 

同 8 年 23.06 16.66 

同 5 有三 22.80 19.i8 

同 2 年 22.54 19.80 

同 3 年 22.10 20.77 

同 6 年 21.75 36.41 

大正 12 年 20.91 24.85 

HB 手日 11 &f三 20.26 21.47 

大正 15 年 20.16 22.77 

昭和 7 年 20.02 39.76 

同 10 年 19.64 34.60 

同 9 年 18.76 28.12 

-0.5056 

年 滋|不給率

大五 13 年 22.30 24.61 

昭和 3 年 21.13 20.77 

同 2 年 20.63 19.80 

同 4 年 20.36 16.17 

同 8 年 20.31 16.66 

大正 15 年 19.56 22.77 

同 12 年 19.33 24.85 

昭和 5 年 18.97 19.78 

同 10 年 18.95 34.60 

同 11 年 18.78 21.47 

同 6 年 18.55 36.41 

同 7 年 18.40 39.76 

同 9 年 17.37 28.12 

相関係数 -0.4787

す気温の影響は少なしと見るのである。此の見地より求めたる相関係敢は

第38-43去の如くである。
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以上の相関係教を比較するに.上記の問題を解決するに十分なるだけの

有意義の差異ありと認むるととが出来ない。唯拍11{前 1-20日間に於ける

気温の影響が21-40日間のそれに比して幾分大なるととを示すが如〈見ゆ

るのみである。然し此の事は決して此等の時期別期間に於ける気温の影響

が殆んと差異なきととを示すものではなくして.本質験 l乙於ける比較年三た

が僅かに 13年であって、而も不幸にして此の年次内 ll:於ける気温の分布が.

本問題の解決に有利でなかったのに [11るものであると忠はれる。而して向

ほ此の事は、此の種の問題を有利に解i)とするには.人工的に温度を調節し

得ぺき装置の下に析を栽培貫験するととの必要を痛切に感ぜしむるもので

ある。

2 不稔喜容と潟度との関係

空気中の滋度は7K稲栽培の賓際上から云へば気混程重要なものではない。

然し之が気温及び日照 K及ぼす影響を考ふるときは.水稲の護育及び之 l亡

i宇ふ不稔卒を論す=るに首りては之を無間ずることは趨雷ではない。殊に不

稔率と開花期に於けるi品度との関係に就いては別に考へなければならお。

即ち荊の裂開或は花粉の護育が混度に閥係あることは明かで、操度が大小

何れに偏するも此等の生理作用にとり有利ではない。 n1て本節 ll:於ては、

生長盛期及び開花期の操度と不稔率との閥係につき.本質験の範囲内に於

て推論を下したいと思ふ。今寅験の金成績を奉ぐれば第44表の如くである。

尚ほ各年次の平均成績を品種別に纏めたるものが第45表であれ又各品種

の千均成績を年次別に纏めたるものが第46去である。表中路度とあるは生

.長盛期又は開花期間中の一日の平均i品度を示すものである。
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第44表 不稔率と掠度との閥係

Uロ凶

積 不稔率 i生長確|開花期 利持 I生長l器 I開花i切 不松率 I生長偽盛ほ I開1易花i度tJl 
i切i.{;V交換 1笠 !tJl樵!交換問 i切

大 探 43.27 84.66 59.39 81.85 77.70 81.51 83.84 

佐 々 木 一 24.02 81.85 77.70 22.92 81.92 84.22 

自 毛- 13.51 84.37 84.60 17.19 81.85 77.70 15.83 81.89 83.51 

魁 25.57 84.50 82.93 20.61 81.94 78.31 17.78 81.95 83.89 

flll ヰヒ 27.28 84.52 82.76 44.10 81.93 78.17 81.73 84.35 

夷 15.40 84.56 82.25 24.10 81.94 78.31 20.7ラ 81.95 83.89 

香 早 .tI:. 13.66 84.50 82.93 19.49 81.93 78.17 23.53 82.09 83.51 

茶 毒自E 21.61 84.50 82.93 30.92 81.93 78.17 23.74 I 81.84 84.04 

市 部i 32目84 84.52 79.75 24.19 81.94 78.31 25.91 81.51 83.84 

十勝泉籾 24.61 84.50 82.93 1I 28.44 81.94 78.31 15.90 81.84 84.04 

烏 閃 鴻 27.83 84.50 19.93 78.31 17.33 81.84 84.04 

~ 総 25.93 84.50 82.93 25.10 81.'14 78.31 42.02 81.84 84.04 

元: 室 15.53 84.58 82.53 1872 81.94 78.31 18.55 81.95 83.89 

改 頁 需品 30.11 84.56 20.08 81.94 78.31 30.20 81.96 83.93 

赤 総 21.10 84.50 82.9.3 22.85 81.93 78.17 30.56 81.92 84.22 

黒 毛 16.00 84.66 82.39 20.77 81.94 78.31 17.43 81.95 83.89 

珍 こr. 32.67 84.39 83.47 19.70 81.94 78.31 27.02 

十勝黒毛 24.92 84.50 82.93 28.69 81.85 77.70 24.04 81.84 84.04 

初 穂 18.51 84.64 82.76 19.75 81.93 78.17 18.18 81.58 83.75 

禰吉平生. 25.52 84.53 82.53 27.20 76.91 17.05 81.95 83.89 

札幌白毛 17.31 29.29 81.94 78.31 17.54 81.92 84.22 

主査 宅，!J( I 14.92 84.50 82.93 17.31 81.85 77.70 11.22 81.92 84.22 

鶴 形 27.71 84.56 82.25 22.29 81.94 78.31 22.99 81.95 83.89 

及 部 19.34 84.50 82.93 18.31 81.85 77.70 11.89 81.95 83.89 

/¥ 大 郎 24.32 84.56 82.25 19.78 81.85 77.70 17.55 82.09 83.51 

初 紫 48.81 83.88 86.67 49.68 81.87 79.94 見 11 81.59 83.72 

坊 主 19.91 83.69 82.49 17.74 81.85 77.70 19.92 81.98 83.93 

静 I付 30.32 84.56 82.25 20.85 81.70 77.28 14.32 81.95 83.89 

肉 坊 主 19.18 84.52 79.75 18.60 81.85 77.70 14.22 82.09 83.51 

静岡白早生 48.97 84.15 91.01 16.77 81.72 76.78 35.69 81.88 84.49 

弁越早生 26.17 84.13 85.53 20.41 81.72 76.78 15.77 82.15 84.97 

;示 毛 17.63 84.50 21.40 81.93 78.17 12.71 81.84 84.04 
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|昭和 2 年

種 I~'<h._1 生長盛|開花期
|不稔率|却]滅度|換度
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昭 和 日 年 H百 手口 6 年 ng 和 7 年
uロu 種

利搾 1生徒盛 I開花期 不稔率 I生長盛 I開花i切 i生長盛|開花期
期if.}，J生 誕生成 1羽詰主!交 換 1St 不;稔率 1駒込l交 換皮

大 黒 25.18 82.00 52.57 85.51 84.49 87.79 

佐 骨 木 19.91 82.00 83.33 29.05 85.50 82.80 43.71 I 85.74 87.18 

自 82.00 83.33 19.38 85.62 28.60 85.99 86.88 

魁 22.58 82目。。 83.33 37.55 85.50 82.87 38.23 85.99 86.88 

f山 ~t 32.59 82.04 83.39 35.12 85.68 83.68 44.43 85.68 87.99 

夷 18.09 81.87 82.50 21.74 85.64 83.05 31.75 85.74 87.18 

香 早 生 15.68 81.92 83.84 54.71 85.62 82.93 42.43 85.74 87.18 

茶 帯窓 20.38 82.00 83.33 28.54 85.68 83.68 41.68 85.74 87.18 

南 剖i 25.64 81.87 82.50 33.85 85.64 83.05 40.39 85.70 87.78 . 
十勝恕li混 21.77 81.92 83.84 34.81 85.53 83.42 31.88 85.02 87.37 

烏 回 忠信 20.42 82.04 83.39 28.28 85.50 82.80 30.42 8弓.74 87.18 

黒 総 19.87 82.00 83.33 38.95 85.50 82.8'1 53.54 85.99 86.83 

赤 室 1459 81.71 85.22 38.97 85.43 I 82.39 86.07 87.90 

改 夏 単語 21.27 82.06 84.16 25.85 85.56 82.71 37.73 85.99 86.88 

2市: 総 18.45 82.00 83.33 38.13 85.62 82.93 34.52 85.99 86.83 

黒 毛 12.29 82.00 83.33 44.32 85.50 82.87 53.18 85.99 86.88 

珍 子 17.18 81.84 84.49 56.87 i 85.56 I 82.71 ;! 6731 86.39 87.65 

十勝黒毛 18.89 82.04 83.39 41.39 I 85.68 83.63:1 39.27 85.70 87.78 

被リ 本忍 14.36 82.19 80.79 34.69 1 85.58 1 83.60 11 23.69 85.62 87.19 

制吉早生 21.85 81.41 85.23 86.21 87.96 

札幌白毛 16.73 82.04 83.39 8ラ.99 86.88 

.賀 :t!/¥ 17.79 82.00 83.33 27'08 1 85.50 1 82.87 11 21.25 85.74 87.18 

古島 形 18.23 81.84 84.49 46.77 1 8ラ43! 82.39 11 4ヨ52 86.07 87.9J 

及 部t 15.13 82.06 84.16 85.99 86.83 

A 太 同i 13.92 81.84 84.49 33.52 1 85.38! 82.33 11 29.11 86.07 87.9J 

初 紫 40.61 82.02 81.25 58.22! 85.48 1 84.59 11 77.74 85.66 88.23 

坊 主 19.25 82.0::> 83.33 85.94 87.21 

商事 内 81.41 85.23 32.72 1 85.43 i 82.39!1 46.92 86.35 87.30 

白 坊 主 13.98 82.04 83.39 23.52 85.50 82.80 37.14 85.74 87.18 

静岡白早生 15.9::> 81.63 86.6ラ 76.88 85.38 82.31 61.18 86.11 83.10 

17.46 81.63 86.65 23.83 85.20 82.09 27.86 86.24 89.61 

赤毛 18.90 81.87 82.ラ3 27.45 85.64 83.05 27.09 85.74 87.18 
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tr~ 45表 質験全期の封品種平均i品度と不稔率との闘係

話主 皮 話事 皮
UτES S 積 不稔型転

生長盛期|開花期

旧ロ日 種 不者会主事

大 黒 36.39 83.06 83.03 十勝黒毛 23.13 83.08 82.64 

佐 々 木 23.7ラ 82.84 83.49 初 ま.;g 17.84 83.16 82.82 

白 毛 17.49 82.98 83.76 締吉早生 22.22 82.97 8639 

魁 22.65 83.05 83.57 札幌自宅 19.35 83.12 82.83 

仙 ~l: 29.70 83.14 82.93 まを 穂 15.76 83.05 83.05 

夷 19.50 82.99 83.51 鶴 ?診 30.29 83.02 83.52 

香 早 生 23.06 83.08 83.07 及 部i 18.31 83.01 83.15 

茶 穂 23.38 83.11 83.20 A 太 郎 22.91 83.04 83.28 

南 部 25.9:) 83.08 82.77 初 霊長 51.34 83.18 83.05 

十勝黒籾 21.68 83.10 82.20 ガi 主 21.42 83.05 8321 

島 同 機 20.00 83.08 83.23 静 内 25.14 83.03 ~2.40 

黒 橋 30.ラ4 83.08 83.22 ~1 坊 主 20.24 83.02 82.26 

赤 室 19.19 8306 83.i7 静岡白早生 36.87 82.98 85.0ラ

攻 瓦 橋 26.60 83.07 83.35 井越早生 22.01 82.89 84.42 

赤 嬬 22.71 83.09 82.02 赤 毛 18.40 83.00 83.23 

黒 毛 25.47 83.03 83.66 

珍 子 32.23 83.10 83.18 千 24.52 83.05 83.27 

第46表 質験全期の封年三た之f-均i島度と不稔寧との闘係

昭
和
8
年

昭
和
7
年

昭
和
6
年

昭
和
5
年

千

均

以上の成績に由れば.生長盛期及び開花j自の漁度は品種により多少の相

違を示すが.夫々の品部の生長盛期及び開花期 i乙受けた i品度の平均を以て

年三大別に考察を試みるとととする。先づ生長盛期に於ける i品度と不捻率と

の閥係を見れ1;1::.不捻卒が小であった年弐の滋度は.昭和 4年8:.!.85%.昭
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和 8年81.25%.昭和 5:~~ 81.92 %、昭和 2年84.4696であって、此の 4箇年の

平均i熟度は 82.6296であるに封し、不稔亙容の大なる年次の漁度は、昭和 7年

85.9296、昭和 6年85.53%.昭和 9年83.13%.昭和10年82.18%であって.共

.の平均漁度は 84.19%となる。 fAjほ中庸の不稔率を示した年三たのi昆度は、大

.iE 12年84.45%.大疋 13~・ 81.88 %.大tE15年81.89%.昭和11年86.48%.昭和

3年77.74%であって.共の平均i島度は 82.4996を示して居る。以上の賠から

考ふればi品度。高きととは不稔率を大ならしむるものの如く、稔寅作用の

良否を来す境界貼は 8396内外の如〈見えるが.不稔率最小の年次と中庸年

式の掠度を比較すれば.略ぽ一致して居る酷から見れば.滋度の高低は気

温程著しき影響を及ぼさないものの如く見える。

三えに開花期間のi島度と不稔率との関係 l亡就て見れば、不稔率がノj、であっ

た年三たの漁度は. 昭和 4年83.01%. 昭和18年83.30%. 昭和 5年83.70%、 昭

和 2年83.86%.王子均83.47%であるに封し、不稔率大なる年弐のi品度は.昭

和 7年87.4496. 昭和 6年82.98%.昭和 9年84.08%.昭和10年85.03%.平均

84.889ちであって. fniほ中rrlfの不稔率を示した年三えのi熟度は.大正12年82.96

タム大正 13年78.00%.大正 15年8:3.97%.昭和11年83.39%.昭和 3年80.79%. 

千均81.8296を示して居る。之に rflると生長盛期の場合と同様の傾向を見.

向ほi品度849包内外は稔買の良否を来す境界黙をなすが如く見えるが.多数

の不稔粒を生じた昭和 6年の成績及び中庸の不稔率を示した年さたの成績よ

り考ふれば、 84%のi島度は稔賞作用を支配する境界貼をなすものと云ふと

とが出:来ない。 i品度は稔賞作用 i乙影響を及ぼすものには相違ないが、共の

皐調なる作用に就て考ふるときは.温度の如き街援なる関係を有するもの

と云ふととが出来ない。要するに潟度の低きととと温度の高きととが.稔

賞作用 l亡好影響を及ぼすととは明かであって.大韓より云へば84%内外以

上の漁度は稔貫件:用に不利益であると云ふととが出来ゃう。

次 lこ前例に rflりて. i最度と不稔率との問に於ける相関係童文を計-算して本

問題の解決に資するとととする。第47表及び第48去は生長盛期及び開花期

に於ける此雨者間の相闘を示すものである。
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r~J 花朋に於ける i品度と第48去生長盛期に於ける i品度第47去

不稔塁手との相聞.と不稔率との相関
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きキ1

28.12 

16.17 
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19.80 

24.85 

19.78 

22.77 

24.61 

毛色;干ミ

81.88 

81.25 

77.74 

80.79 3 16.66 

78.00 13 20.77 

+ 0.3987 係+ 0.3938 係日自中目

開花期 l亡於ける千均気t(c 50表生長盛期に於ける平均みiH9表

温と i品度との相関気温と i品度との相関
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年
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23.70 

23.61 

22.71 

83.30 

80.79 

83.70 

83.86 

i暴平均気温次4三度
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81.88 

81.25 
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年
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年

年

7 

年
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21.53 

4 
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20.69 

20.03 

19.53 

19.13 

77.74 

81.92 

81.89 

82.18 

86目43

84.45 

20.94 

19.57 

19.43 

19.08 

18.90 

18.88 

18.42 

20.85 

3 

12 

11 

10 

15 

5 

五

手日

18.85 8~.5 3 6 

18.22 83.13 18.18 9 

一0.3656-0.4517 係、脇相

生長盛!悶及び開花朋に於ける気混と不稔率

協度と不稔~との問には若干の相関が存す

第47表及び第48去に rllるに.

との相闘が相官幸子Jなるに反し、
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るが如く見えるが.共の程度甚だ低きことを示し、前述の所設を確かむる

ものである。

之に開聯して生長盛期及び開花期に於ける平均気温と i長度との相闘を検

するととも興味あるととであるが.共の結果は第 49 去及び茸~50去に示すが

如くである。

第 49 表及び H~50去に rLiれば、コド貫験の範閣内 l乙於ては.生長盛期及び開

花期に於ける千均気温と同i品度との聞には若干の員の相闘が存するが如く

見えるが.徐り明白ではない。

前節述ぷるが如く.不稔率は気温と員の相関があり漁度とは 11':の相閥あ

りとすれば.貫地栽培の場合に於けるが如く.此の雨者の共同作用が起る

場合には、此等の気象的要素と不稔寧との相闘は如何なる純度にあるであ

らうか。之は前節就にMSぺたる所の複相闘を検する乙とによりて窺知する

ととが出来る詩である。而して之が計算に必要なる資料は既に前節及び本

節に於て掲げたのであるから、主たに共の計算の結果を示すととと‘ずる。

今不稔率を 1. 生長盛期又は開花Wlの平均気温を 2. 生長盛期又は開花

期の漁度を 3とすれば、

生長措期 R 1.~~ = 0.3461 

開花期 R 1.23 = 0.4181 

である。此¢結果に rflるに、千均気混と i品度との雨者を考慮、せる相関係童文

は何等の増加を見ぎるのみならや.却って著しき減少を見統計接的の意義

甚だ少なき数値を示して居る。即ち相関係敢に rriり不稔率の多少を 1象知す

るには、生長盛期及び開花期共に唯気温にのみ山る方が寧ろ A 確であって、

i品度を考慮するととは却って之を不 IE確ならしむるとととなる。

3 不稔卒と日照との関係

前節主~ペたるが如く.不稔率と生長盛期及び開花期に於ける気温との問

には明白なる相関ありとすれば、不稔率と日照時教との聞にも何等かの関

係あるべしとは何人も想像し得る所でるるが、本節に於ては之に関する貰

験の結果を述ぶるとととする。而して日照時童文は生長盛期と開花期とに分

けて各品種が此等期間中に受けた平均 1日の日照時敢にて示し.之と不稔
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率との関係 IC就て検するとととした。共の成績は第51去に示す如くであるo

1Mほ第四表は全品種に封する平均を示したものである 0

m51表 不稔率と日照時童文との開係 共のー

白 昼ーー ー

-)こ Hミ 12 年 大 正 13 年

Fロ"‘ 干'il! 生 長 盛 期 関 花 期 生 長 議 期 開 花 期

生育l平均ill曇天
日罫:rI fi宮崎;JQtI R !J!t 

平均日|義夫
問日キlIIt 日 豊主

生育l平均日!曇天 2叩 l義天
l日数 Hil時般日政!!(!時盟主日吸

大 .m 69 5.~O 12 8.33 54 7.86 6 8.22 一
佐セ木 64 %3 12 9.72 54 7.86 6 白.22

向 宅 72 6.11 12 9.48 54 7.86 6 8.22 

魁 67 5.88 12 8.24 53 7.78 6 8.19 

f山 ~I: 61 5.64 12 9.06 一 52 7.73 6 8.77 一
夷 70 6.00 12 8.13 53 7.78 6 8.19 

香.!J! .tJ:. 67 5.88 12 8.24 日2 7.73 6 8.77 一
茶 手i¥!¥ 67 5.88 12 8.24 52 7.73 6 8.77 -ーー

市 im 64 5.63 12 9.72 一 53 7目78 6 8.19 

十勝諜籾 67 5.88 12 8.24 53 7.78 6 8.19 

島田干潟 67 5.88 12 8.24 53 7.78 6 8.19 

黒 粍j 67 5.88 12 8.24 ラ3 7.78 6 8.19 一
赤 室 63 5.52 12 10.06 53 7.78 6 8.19 

改瓦鵜 70 5.99 12 7.59 53 7.78 6 8.19 

君主 特j 67 ラ.88 12 8.24 52 7.73 6 8.77 

黒 毛 69 5.70 12 8.33 53 7.78 6 8.19 一
珍 子 71 6.09 12 7.26 53 7.78 6 8.19 一
十勝黒毛 67 5.88 12 8.24 54 7.86 6 8.24 

手B ヰ悪 62 5.56 12 9.85 日2 7.73 6 8.77 

掬古王手生 66 5.79 12 8.55 57 7.92 6 7目99

札幌白毛 64 5.63 12 9.72 53 7.78 6 8.19 

資 穂 67 6.33 12 8.24 54 7.86 6 8.22 一
鶴 1f:主 70 5.99 12 7.59 53 7.78 6 8.19 一
及 間: 67 588 12 8.24 54 7.86 6 8.22 

入太郎 70 5.99 12 7.59 54 7.78 6 8.22 一
初 紫 54 5.78 11 6.34 46 7.67 6 6.27 

坊 主 65 5.69 12 9.37 ラ4 7.86 6 8.24 一
自予 内 70 日.99 12 7.59 56 7.91 6 8.43 

白坊主 64 5.63 12 9.72 54 7.86 6 8.24 

静岡l白早生 76 6.32 12 5.25 2 58 7.79 6 8.12 

井越平 .!t三 78 6.40 12 4回日8 2 58 7.79 6 8.12 

赤 毛 67 5.88 12 8.24 52 7.73 6 8目77
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aB 手官 5 年 昭 利 6 年

生 長 盛 期 関 干立 期 生 長 盛 期 関 花 期

生育|平均ll|曇天
日数日f!B~J!を H J!t !!百~‘盟主日政

生育l平均日 i曇天
日数照時般日数

平均日|曇天
gfi[砕駐日鍛

59 7 5.28 72 17 5.14 

佐骨木 59 6.70 7 5.28 77 5.98 17 5.23 

自 毛 59 6.70 7 5.28 79 5.84 18 5.50 一
舷 59 6.70 7 5.28 78 5.92 17 5.15 

f山 ;ft 58 6.71 t 5.64 75 5.84 17 5.63 

実 57 6.75 7 5.75 76 5.91 17 5.41 

香早生 60 6.70 7 5.52 79 5.84 18 5.50 一
茶 穏 59 6.70 7 5.28 75 5.84 17 5.63 

南 官官 57 6.75 7 5.75 76 5.91 17 5.41 

十勝黒板 60 6.70 7 5.52 81 5.90 18 5.15 

島問橋 58 6.71 7 5.64 77 5.98 17 5.23 

黒 鵠 59 6.70 7 ラ.28 78 5.92 17 5.15 

赤 室 63 6.84 7 3.93 2 82 5.93 18 4.74 一
攻瓦鴎 61 6.68 7 5.13 2 80 5.84 18 5.20 一
赤 嬬 59 6.70 7 5.28 79 5.84. 18 5.50 

~ 毛 59 6.70 7 5.28 78 5.92 17 5.15 

珍 子 62 6.76 7 4.69 2 80 5.84 18 5.20 一
十勝黒毛 l58 7 5.64 7ラ 5.84 17 5.63 l 

初 穂 55 6.66 7 6.57 73 5.85 17 5.83 

掬吉早生 64 6.88 7 3.35 2 83 5.93 18 5.02 一
札脱，白毛 58 6.71 7 5.64 78 5.92 17 5.15 

資 穏 59 6.70 7 5.28 l 78 5.92 17 5.15 

鶴 形 62 6.76 7 4.69 2 82 5.93 18 4.74 一
及 部: 61 6.68 7 5.13 2 78 5.92 17 5.15 

八太郎 62 6.76 7 4.69 2 83 5.93 18 5.02 一
初 紫 51 6.63 7 7.46 70 5.8ラ 17 6.32 1 

坊 主 59 6目70 7 5.28 76 5.91 17 5.41 

静 内 64 6.88 7 3.35 2 82 5.93 18 4.74 一
白坊主 58 6.71 7 5.64 I 77 5.98 17 5.23 

静潤白早生 68 6.81 7 2.75 3 83 5.93 18 5.02 一
井越早生 68 6.81 7 2.75 3 86 5.96 18 4.58 一
$、 毛|

57 6.75 7 l 76 5.91 17 5.41 
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昭 王a 7 年 Q8 務1 8 年

生 長 盛 WJ 花 期 ~t三 長 盛 WJ 閲 花 期

生育i制!日 i曇天|平均日 1曇天
日数 nft時駿日数 H官It¥'駐日盟主

生育|平均Eli曇天
日数!¥日時政日吸

平均日|曇天
日昔日寺lJIt. 日 書士

大 黒 64 5.84 8 52 6.90 3 6.35 

佐々木 66 5.78 8 5.32 2 54 7.11 3 5.16 2 

白 毛 68 5.74 8 4.75 3 54 7.11 3 5.16 2 

魁 68 5.74 8 4.75 3 53 7.00 3 6.02 2 

仙 ヰヒ 63 5.78 8 5.06 50 6.77 3 6.68 

夷 66 5.78 8 5.32 2 54 7.11 3 5.16 2 

香早生 66 5.78 8 5.32 2 53 7.00 3 6.02 2 

茶 穂 66 5目78 8 5.32 2 53 7.00 3 6.02 2 

雨. 部l 64 5.84 8 5.13 52 6.90 3 6.35 

十勝黒籾 69 5.73 8 4.37 4 54 7.11 3 5.16 2 

島問縞 66 5.78 8 5.32 2 52 6.90 3 6.35 

黒 t議 68 5.74 8 4.75 3 52 6.9J 3 6.35 l 

赤 室 70 5.71 8 4.11 5 54 7.11 3 5.16 2 

改瓦嬬 68 5.74 8 4.75 3 53 7.00 3 6.02 2 

赤 古書 8 3 54 7.11 3 5.16 I 2 

黒 毛 68 5.74 8 3 54 7.11 3 5.16 2 

~ 子 72 5.61 9 3.91 5 55 7.17 3 4.46 3 

十勝黒毛 64 5.84 8 5.13 53 7.00 3 602 2 

初 穏 60 5.69 8 5.74 50 6.77 3 6.60 

鰯吉早生 71 5.69 8 3.91 5 58 7.02 3 4.07 3 

札幌白毛 68 5.74 8 4.75 3 53 7.00 3 6.02 2 

資 穏 66 5.78 8 5.32 2 54 7.11 3 5.16 2 

鶴 形 70 5.71 8 4.11 5 57 7.08 3 4.13 3 

及 剖i 68 5.74 8 4.75 3 55 7.17 3 4.46 3 

八太郎 66 5.78 8 5.32 2 54 7.11 3 日.16 2 

手B 紫 57 5.84 7 4.73 2 47 6.81 3 7.29 

ガJ 主 67 5.72 8 5.19 3 54 7.11 3 5.16 2 

静 内 73 5.66 9 3.27 6 56 7.17 3 4.01 3 

自坊主 66 5.78 8 5.32 2 52 6.90 3 6.35 

静岡白平生 74 5.75 9 2.48 7 58 7.02 3 4.07 3 

ヲl~ 越早生 78 5.64 9 2.57 7 60 6.81 4 4.99 2 

赤 毛 66 5.78 8 5.32 2 53 7.00 3 6.02 2 
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昭和 9 年

aロu 種 生長感!Yl 開花期 生長盛期 開花期

生育|平均!li曇天平均日 1曇天
日政照時理主日数照時重量日数

生 育 I平均日 1曇天 平R日均時扱日 I曇日 天数
日政照時数日駁

大 黒 65 6.04 7 56 5.06 9 5.79 

佐々木 67 5.96 7 7.65 62 5.50 9 4.39 

白 毛 67 日.96 7 7.65 63 5.52 9 4.73 

魁 68 5.90 7 7.94 64 う.44 9 I 5.33 

f山 北 62 6.20 6 6.06 2 57 5.05 9 5.61 一
夷 67 5.96 7 7.65 61 5.43 9 4.21 

香早生 67 5.96 7 7.65 63 5.52 9 4.73 

茶 穂 6里 6.04 7 6.78 62 5.50 9 4.39 

南 部 65 6.04 7 6.78 59 5.21 9 4.59 

十勝黒籾 66 6.03 7 7.18 63 5.52 9 4.73 

島田橋 65 7 6.78 62 5.50 9 4.39 

黒 橋 65 6.04 7 6.78 60 5.33 9 4.22 

赤 室 68 5.90 7 7.94 65 5.42 9 5.77 

改頁嬬 69 5.96 7 7.ラ8 63 5.52 9 4.73 

赤 務 69 5.96 7 7.58 65 5.42 9 5.77 

祭 毛 67 5.96 7 7.65 61 5.43 9 4.21 

珍 守- 71 6.05 7 7.44 67 4.68 9 7.01 

十勝黒毛 64 6.13 7 6.19 58 5.18 9 5.12 

初 事窓 63 6.23 6 2 i! 日目 4.9う 9 6.09 一
鰯吉早生 72 6.12 7 6.74 67 4.68 9 7.01 

札幌白毛 68 5.91 7 7.94 64 5.44 9 5.33 

資 穂 66 6.03 7 7.18 63 日.与2 9 4.73 

犠 形 71 6.05 7 7.44 66 5.36 9 6.49 

及 部 67 5.96 7 7.65 65 9 5.77 

八太郎 70 6.02 7 7.57 64 5.44 9 5.33 

初 紫 57 6.21 6 5.11 53 4.98 9 5.00 

坊 -主 65 6.04 7 6.78 64 5.44 9 5.33 

静 内 70 6.02 7 7.57 68 5.20 9 7.35 

白坊主 63 6.23 6 6.03 2 62 5.50 9 4.39 

静岡白早生 72 6.12 7 6.74 68 5.20 9 7.35 

井越早生 80 6.18 8 5.05 73 5.16 9 7.39 3 

赤 毛 67 5.96 7 7.65 61 5.43 9 4.21 



132 

ロロ日 極

大 E思

佐々木

自 毛

魁

仰l ~I: 

夷

呑早生

茶 穂

市ー 1認

十勝禁獄

島田鵜

黒 嬬

赤 室

改瓦鰭

赤 嬬

黒 毛

E主 場 侍 !JU 報

H召 和

生長縫期 開花期

生育 I~同日|義天平均日|曇天
H lJ!t IITi!1砕鍛日磁 Hf!n抑止 日政

68 5.51 B 5.30 2 

72 5.47 9 日18

71 5.45 9 5.37 

71 5.45 9 5.37 

69 5-43 9 5.78 

68 5.51 8 5.30 2 

69 5.43 9 5.78 

69 5.43 9 5.78 

69 5.43 9 5.78 

71 5.45 9 5.37 1 

68 5.51 8 5.30 2 

70 5.40 9 5.75 

74 5.52 9 4.97 

71 5.45 9 5.37 

71 5.45 9 日.37

70 5.40 9 5.75 

&. 

'" 
第 七

11 

ロロロ 手事'

珍 子

十日芳黒毛

初 穏

欄古平生

札幌白毛

資 穂

鵠 形

及 fffi 

八太郎

事耳 紫

坊 主

静 内

白坊主

静岡白早生

井越早生

赤 毛

競

年

_11=..長盛期|閲在期

生育平均日さき天平均日曇天
日政|附鍛i日数!照時制日数

73 5.4ヲ 9 5.17 

69 5.43 9 5.78 

64 5.33 8 5.93 

73 5.49 9 5.17 

71 5.45 9 5.37 

72 5.47 9 5.18 

73 5.49 9 5.17 

72 5.47 9 5.18 

72 5.47 9 5.18 

62 5.32 8 6.41 l 

70 5.40 9 5.75 

74 5.52 9 4.97 

69 5.43 9 5.78 

76 5.56 9 ラ.03

77 5.53 9 5.51 

70 5.4') 9 5.75 

第四表 不稔率と日照時主主との闘係 共の二

|主主|琵|主主!?2lT2lT2|惚|惚|惚lT2lT21132|!?2

生長(日照時放 5.881 7.801 6.291 6.851 7.751 5.861 6.731 5.90; 5.751 7.011 6.041 5.341 5.46 

盛期 曇天日数 11.971 6.001 9.881 6.001 1.001 7.001 7.001 17.411 8.091 3.031 6.911 9.001 8.84 

開期花 r日照!蛾 830 825 662 509 64| l 532 512 日 11 7町 5.361 5.46 

曇天日数 1.081 01 1・681 1・401 1.55i 1∞ 1.421 1.00i 3.001 1.941 1.091 1.07 1・09

第51表及び第四表に由れば. 品種に由り多少共の受けた日照時教を異に

して.居るが、 各品種の生長盛期に於ける平均日照時数大なる年三たは. 大.iE

13年 7.80時間. 昭和 3年 7.75時間. 昭和 8年 7.01時問、 昭和 2年 6.85時間.

昭和 5年 6.73時間、 大正15年 6.29時間、 昭和 9年 6.04時間、 王子均 6.92時間

であるに封し、 小なる日照時聞を示した年次は. 昭和10年 5.34時間. 昭和

11年 5.46時間. 昭和 7年 5.75時間. 昭和 4年 5.86時間. 大.iE12年 5.88時間.
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昭和 6年 5.90時間.王子均 5.70時間である。叉各年次の曇天日数を見れば、

王子均日照時教の大なる年三たに於ては. 大正 13年 6.00日、 昭和 3年1.00臼、

昭和 8年 3.03日、昭和 2年 6.00日、昭和 5年 7.00目、大正 15年 9.88日.昭

和 9年 6.91日、王子均 5.69日であるが. 之に封して王子均日照時数少なかった

年次に於ては、昭和10年 9.00日.大1E12年11.97日.昭和11年 8.84日.昭和

7年 8.09日、昭和 4年 7.00日.昭和 6年17.41日、平均10.39日である。即ち

平均臼照時童文と曇天日教とは相伴ふて居るととが解る。之は開花期に於て

も同様である。以下専ら日照時敢につき設くとととする。

先づ生長盛期に於て. 日照時数D最大なる年次大正13年.昭和 3年.昭

和 8年に於ける不稔率を見るに.夫々 24.61%、 20.77%、 16.66%.平均20.68

%であるに封 L. 日照時敢の最小なる年失.昭和10年及び昭和11年 l亡於τ

は.夫々 34.60%及び21.47%、平均28.04%の不稔率を示して居る。即ち此の

雨極端に於ては明に日照時教の多きととは不稔率を少なからしむるととを

示して居るが.更に此の中聞の日照時裁を示すものに就て見る fC.6.00ー7.00

時の日照時敷を示せる大jE15年.昭和 2年.昭和 5年.昭和 9年に於ける

不稔寧は、夫々 22.77%. 19.80 %. 19.78 %. 28.12 %.平均22.62%であれ叉

5.50-6.00時の日照時教を示せる大1E12年.昭和 4年.昭和 5年.昭和 7年

に於げる不稔率は夫々 24.85%. 16.17%. 36.41%. 39.76%. 平均29.30%であ

る。即ち之に由るに日照時敢と不稔葬との聞には規則的な増減を見るとと

はないが、若し此の中間に位する全部をー圏として共の平均を求むれば.

25.9696となりま主に日照時数と不稔率との聞に或る相伴的の関係の存在する

ととを示すとととなる。兎 lこ角此の雨者聞には或る程度の相闘の存するこ

とは￥以上の数字に由って窺知するととが出来る様である 3

号たに開花期に於ける雨者の関係を見る iし之と幾分趣を異にして居る。

即ち日照時数の最も多かった年号たなる大1E12年及び大1E13年に於ける不稔

率は.夫々 24.85%及び24.619話、平均 24.739ちであるに封し、 日照時教の最も

少なかった昭和 7年の不稔率は 39・76%であって.共の聞には明に相伴的関

係あるととを示して居る様であるが、更に共の中間の日照時数を示すもの

に就て見る l亡、 7.00-8.00時の日照時童文を示せる昭和 9年に於ては. 28.12 % 

の不稔寧を示し. 6.00 -7.00時の日照時教を示せる大iE15年及び昭和 3年に
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於ては夫々 22.77%及び20.77%、ヱl三均21.77%の不稔率を示し、又5.00-6.00時

の日照時教を示せる昭和 2年、昭和 4年.昭和 5年.昭和 6年、昭和 8年.

昭和10年.昭和11年に於ては夫々 19.80%. 16.19 %、 19.73%、 36.41%、 16.66

%、 34.60%、 21.47%.平均23.47%の不稔率を示して居る。而して此の中間

の三階級に属するものを一周として共の平均を求むるも 24.469ちとなれ何

れにしても日照時教と不稔率との相闘が甚だ徴弱なることを示して居る。

ーたに前例に EIlり日照時教と不稔率との聞に於ける相関係教を示せば第53

表の如くである。

第53去 平均日照時教と不稔率との相闘

生 長 盛 Wl 関 花 期

&p 次|日照時数 l不 署長 芸科 年 次|日照 H寺般!不 者会 主事

大正 13 年 7.80 24.61 大王 12 4三 8.30 24.85 

ns 平日 3 &f. 7.75 20.77 同 13 '"手 8.25 24.61 

悶 8 Jj' 7.01 16.66 昭和 9 年 7.05 28.12 

同 2 &1'- 6.85 19.80 大正 15 年 6.62 22.77 

同 5 年 6.73 19.78 昭和 3 年 6.45 20.77 

大正 15 年 6.29 22.77 同 8 年 5.51 16.66 

昭和 9 年 6.04 28.12 同 11 年 5.46 21.47 

同 6 &J'- 5.90 36.41 同 10 年 5.36 34.60 

大正 12 年 5.88 24目85 同 4 年 5.32 16.17 

昭和 4 年 日.86 16.17 同 6 年 5.26 36.41 

同 7 年 5.75 39.76 同 5 年 ラ.12 19.78 

同 11 年 5.46 21.47 同 2 年 509 19.8Q 

同 10 &f.. 5.34 34.60 同 7 年 4.71 39.76 

相関係数| -0.4224 相関係数 -0.1134 

以上の相関係童文より見れば.生長盛期に於ける日照時数と不稔率との間

には官会り明白ではないけれども若干の相関あるととを思はしむるが、開花

期に於ては殆んど相闘のなきととを示し.前述の設明を裏書きするもので

ある。

次に生長盛期と開花期とを通じての日照時教が不稔率に封する閥係を見

るに、之はEたに示す複相関係敢に出りて知るととが出来る。 RfJち不稔卒を

1とし.生長盛期の日照時教を 2. 開花期の日照時童文を 3とすれば

R 1. ~3 = 0.4228 
となる(本計・算に必要なる r2:3は計算の結果+0.3094であり r12.3は-0.4100であ
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る)。即ち本賓験の範圏内に於ては、生長盛期の日照時間と開花期の日照時

間とを併せ考慮に入るるも.皐に前者のみを考慮する場合に比して不稔率

第 54表 気温及び梯度と日照時教との相閥

1. 気温と日照時童文との相関

生 長 盛 期 関 11じh 期

年 年 次|集 混|日照時鍛

大正 13 年 22.86 7.80 昭和 8 年 23.70 5.51 

昭和 8 年 22.56 7.01 同 3 年 23.61 6.45 

同 4 年 21.81 5.86 同 5 年 22.71 5.12 

同 2 年 21.53 6.85 同 2 年 22.39 5.09 

同 3 年 20.94 7.75 大正 13 年 21.74 8.25 

同 5 年 20.85 6.73 昭和 4 年 21.60 5.32 

大正 12 年 19.57 5.88 大正 12 年 21.49 8.30 

同 15 年 19.43 6.29 昭和 II 年 20.69 5.46 

昭和 II 年 19.08 5.46 同 7 年 20.03 4.71 

同 10 年 18.90 5.34 同 9 年 19.53 7.05 

同 7 年 18.88 5.75 大正 15 年 19.13 6.62 

同 6 年 18.42 5.90 昭和 10 年 18.85 5.36 

同 9 年 18.18 6.04 同 6 年 18.22 5.26 

+ 0.6783 + 0.0565 

2. 品度と日照時数との相関

生長盛期 l 開花期
年 次|汲 皮|日目H時鍛 年 次|混 皮|日照時般

昭和 11 年 86.48 5.46 昭和 7 年 87.44 4.71 

同 7年目92 5.75 同 10 年 85.03 5.36 

同 6 年 85.53 5.90 同 9 年 84.08 7.05 

同 2 年 84.46 6.85 大正 15 年 83.97 6.62 

大正 12 年 84.45 5.88 昭和 2 年 83.86 5.09 

昭和 9 年 83.13 6.04 同 5 年 83.70 5.12 

同 4 &F 82.85 5.86 同 4 年 83.66 5.32 

同 10 年 82.18 5.34 同 11 年 83.39 5.46 

同 5 年 81.92 6.73 同 8 年 83.30 5.51 

大正 15 年 81.89 6.29 同 6 年 82.98 5.26 

同 13 年 81.88 7.80 大正 12 年 82目87 8.30 

昭和 8 年 81.25 7.01 昭和 3 年 80.76 6.45 

同 3 年 77.74 7.75 大正 13 年 78.00 8.25 

-0.6307 相関係吸| 一0.5966
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の理知には何等貢献する所泣きととが解る。

三えに生長盛期及び開花期の雨期に分ち、門三均気温と平均日照時数]及びI平

均協度と平均日照時童文jとの相閥を示せば.第54表の如くである。

第54去に由って見れば、気温と日照時童文との聞には生長盛期に於ては相

営の相闘を示して居るが.開花期に於ては殆んど相闘を見ない。漁度と日

照時教との聞には生長盛朋及び開花期共に相営なる員の相闘があると云ふ

乙とが出来るが、之は営然の事と云ふととが出来ゃう。

吏に進んで[温度と日照時数j及び[協度と日照時数lが夫々不稔率の上に及ぼ

す共同作用を知るため.複相関係童文を求むるとととする。

先づ温度と日照時童文の雨者が不稔率に及ぼす共同作用を拾するため.之

を更に生長盛期と開花期とに分けて示すとととする。其の計算の方式は前

節既に越ぺた所であるから、訟には唯共の計算の結果を示すとととする。

今不稔亙与を 1， 王子均気温を 2， 平均日照時童文を 3とすれば第55去に示すが

如き結果となる。

第55表 不捻率に及ぼす気温と日照時教との複相閥

r 12 r 13 r 23 r 1ヨ.3 m
 
-
R
 

生長盛期|ー 0.6457

開花期|ー 0.6836

0.4224 

- 0.1134 

+ 0.6783 

+ 0.056ラ

0.5394 

- 0.6827 

0.6461 

0.6877 . 
第55去に由って見れば.気温と日照時教が不稔2容に及ぼす共同作用は.

試湿のみの及ぼす作用と殆ん芝同様であり、従って不稔率の高低を強知す

るには気温のみを考慮すれば可なるととを示して居る。

きたにi係度と日照時敢の雨者が不稔率に及ぼす共同作用を検するため.不

稔率を 1， 平均i品度を 2， 平均日照時教を 3として、複相関係教を求むれ

ば第56去に示すが如くである。

第 56表 不稔卒に及ぼすi長度と日照時数との複相閥

r l~ r 13 r 23 r 1:!.3 1主1.23

+ 0.3938 - 0.4224 0.6307 + 0.1811 0.4532 

開花期 + 0.3987 - 0.1134 0.5966 + 0.4151 0.4278 
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第56去に由て見れば.不稔Z容を珠知するに営り諒度と日照時致とを考慮

するととは、単にi品度のみを考慮するに比して多少有利なるが如く見ゆる

が.格別の差なき乙とを示し、同時に此の雨者を考慮するよりは率ろ単に

気温のみを考慮する方が不稔率の強知上遥かに有利なるととを示して居る。

4 不稔卒と気象三要素の複合作用

前記 3節に亙りて不稔率と気温、協度. 日照時数との閲係を述べ.此の

三要素各別と不稔率との閥係、及び共 o二つ宛の組合せと不稔率との闘係を

串相閥係数及び複相i銅係数の助けに由りて設明する所があったが.本節に

於ては進んで此の三つの気象要素の複合作用が不稔率に如何なる闘係を有

するかを複相関係裁の上より説明することとする。而して此の場合にも生

長盛期と開花期とに分ち説くとととする。

今不稔2容を 1とし.気温を 2. 撮度を 3. 日照時教を 4とすれば、後三

者と不稔率との聞に於ける複相関係童文は

Rl.~31 =、11一(1-r¥3)(1-r212.3) (1-r2uぷ)

であり又

r14.2-rl~.2. r43.2 
r 14.::3 =、If二丙王宮、11工子品・2

である。そとで先づ生長盛期に就て云へば、此の公式に現はれたる相闘係

童文の或るものは、既に前節に於て示す所〆あったが、又或るものは新に計算

を要ずるものである。而して結局共の如き童文値を示すこととなる。

r 1:1 = + 0.3938 rl:l.2 = +0.2110 

rl::!.3==ー0:.5704 r-l'l.2 = -0.49-17 

rH.2= +0.0278 r1U3= +0.1556 

市して計算の結果

R1.234 = 0.6662 

となる。然るに生長盛期に於ける不稔寧と平均気温との聞に於ける車相関

係数は -0.6457であるから、気温、謀、度及び日照時教の複合作用に由る相闘

は殆ん E之と等しし従って不稔寧の多少を強知するには操度と日照時童文

とを考慮するの必要な〈、気温のみにて足るととを示すものである。

号たに開花期に就て云へば前記公式K現はれたる相関係教は弐の如〈であ
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r 1:] = + 0.3987 

rI2.3= -0.6300 

r14.2=ー0.1018

R1.2'H= 0.6956 

f!3.~ = +0.2190 

r43.~ = -0.6197 

rl4.C3= +0.0443 

となる。而して開花期に於ける不稔率と平均気温との聞に於ける皐相関係

童文が-0.6875なる賠より考ふれば、生長盛期の場合と同様気温熟度及び日

照の複合作用に由る相闘は殆んど之と等しく、換言すれば此の場合にも不

稔芸春の多少を強知するには、 i品度と日照時教とは考慮するの必要なく、気

温のみにて足れるととを示すものである。

5 不稔卒と気象三要素の草濁作用

前節に於て気温、 i長度及び日照時童文と不稔率との関係につき夫々設〈所

があった。然し例へば気温と不稔率との閥係を設き又共の相関係教を計算

する場合に於ては、 i品度と日照時童文とは自然欣態に於ける佳なる不同なる

欣態にあるととを保件としたので，.ibる。而して漁度と日照時童文 IC於ても之

と同様の関係がある。そとで今例へばi品度と日照時童文とを同様のものとし

て、単純なる気温と不稔率との闘係如何を検するも亦興味あり且つ有益な

るととであらう。之は又漁度及び日照時敢に就ても言ひ得るのである。而

して数準的には此種の検査は第二次部分相関係数 (Secondarypartial correlation 

coefficient)の計-算によりて可能なる諒で b る。而して此の計・算は既に前記不

稔率と気象三要素の複合作用の俸下に於て必要上共の一部は行はれたもの

であるが.今共の全部 i亡封する計算の結果を示せば第57表の如くである。

本表には比較のため単相閥係裁をも示した。而して此の場合にも不稔率を

1. 気温を 2，品度を 3， 日照時教を 4とするととは同じである。
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第57表 不稔率と気象三要素聞の部分相関

生 長 盛 期 閲 花 期

皐相関係数 第二衣部分 皐相関係重土 第キ目 二次郎分
相関係・般 閥係数

不稔率一朱 1a 0.6457 re.:'i4=一0.5411 0.6836 r1ヨ.3-1-ー0.6167

不稔率一混 度 + 0.3938 r1:;.'4= +0.2587 + 0.3987 r13.24 = +0.1997 

不稔率一日照時鍛 0.4224 r1.423 = +0.1556 0.1134 rH.ヨ')=+0.0443 

而して本計算に必要なる第一共部分相関係敢は弐の如くであるから、参

考のため附記する。

(rlヨ.3=-0.5704

生長盛期イrI4.3=-0.2439

\r~4.3= +0.5683 

(rI2.3= .....0.6300 

開花期イrH.3=+0.1691

i r'4.3=-0.2163 

rI3.2= + 0.2110 

rlU= +0.0278 

r叫.~=ー0.4947

rI3.2= +0.2190 

rI4.2= ~0.1018 

f:i4.:!=ー0.6197

第57表に由って見るに、気象三要素中不稔率に最も重大なる闘係あるは

気温であって.而かも漁度及び日照時教の影響を除却するも向ほ共の相関

係数は相嘗の大さを示し、草純なる気温の影響の甚だ大なるととを示して

居る。市して叉第二弐部分相関係教が皐相関係教に比して減少を示して居

るととは、他の気象要素も亦気温と共に不稔率に影響を及ぽすととを示す

ものと言ふととが出来ゃう。 i島度に関しては第二共部分相関係数の減少顕

著であって殆んど日 ~C 減じて居るととは.気温の影響を除却せる結果首然

起るべきととである。生長盛期1t乙於ける日照時童文の関係に就いても熱度

と同様のととが言ひ得るのである。開花朋に於ける不稔寧と日照時童文との

相闘は.本質験の範圏内では極めて徴弱であって、之と第二弐部分相関係

数との関係も不規則なる結果を示して居る。要するに以上の結果に由って

見るも、気象三要素中気温共の物が不稔率に到し最も重要なる影響を及ぼ

すものであるととを知るととが出来る。
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第3章 考察及び結論

前数節に瓦りて 7K稲の不稔牲に閲する多年の賀験の成績を述べたのであ

るが.今共の主要なる賠につき考察を試み且つ結論を下したいと忠ふ。

先づ本報告の最も主要なる離は、題目の示す如く 7](稲不稔性の品種間会

異に閲する問題であるが.拾に謂ふ所の不稔性とは.環境的不稔性を意味

するととを先づ注意せねばならぬ。 7](柏の不稔性に品種岡有の差異が存在

するととは、緒言 I亡於て述べたるが如く、印度の Thadani& Dutt (17)が梢々

具躍的に述べて居るが、本邦に於ても踊I也氏(のが昭和 3!rf-稿島賂に於ける

調査の結果に基き.稲の品種 l乙由り稔貫性に到する低温抵抗性に主主異ある

ととを報告せるを初めとし、柿崎氏(5，6)は昭和10年東北地方に於ける観察

に由れ同時期に出穂せる品種にでも不稔率 l亡著しき差異あるととを報告

し叉小坂氏等(9)も昭和10年岩手臓に於て稲の品種に由り環境に封する感臨

度の異なるととを報告して居る。此噌;v報告は共の観察年Eたが僅かに 1箇

年に止まるととを遺憾とするが.然し此等の報告を綜合的に考察するとき

は、品種に flJりて不稔率に差異あることを示すものと言ふととが出来ゃう o

之に反して著者等の行った賓験は14箇年の長きに亙り年限としてはiたして

短かき方ではない。而して供試品種は僅かに 32品種に止まったが.向ほ共

の聞に於ても不稔性に闘し品種間差異の存在するととを明にするととが出

来た。斯かる寅験を行ふに営り考ふべきととは.供試品種中遺停的に不稔

位を有する品種又は熟期の晩き開係上営然不稔率の多き品種を除外すべき

ととであるが.本質験に於ては此の簡の品種を除外して考ふるも、 t~j ほ不

稔率に闘し品種開設異の存するととを I閃に知るととが出来る。此の差異の

存否に闘し統計皐的に総括的の結論を興ふるものは Fisherの唱ふる Analysis

of Variance であるが、此の分析の結果も亦不稔Z容に闘し品種間差異の存す

るととを明にして居る。然し之は科i々 専門的に亙るから本報告には共の詳

細を省き別に報告するとととした。

不稔性と他の性質との閥係につきては、供試 I日続の少なき関係から十分

なる結論に建するととを得ない感があるが.嘗て Ramiah(10)は長官を有する
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ものは之を有せざるものに比し、不稔粒多き傾向あるととを述ペ、又'E:の

生理的作用につきても若干の研究はあるが(文献は省略す).本質験の範園内

では.共の聞に或る関係があるとは思はれない。叉小坂氏(8)は.低温下 Ir:

於ては花青葉を含む品種の方が同化作用が盛で牧量も亦多きととを迅ぺて

居し直接不稔性には言及して居ないが、之に由ると花青葉を含むJ71程は

生育作用旺盛なる結果不稔性も少なきに非歩やと想像せらるるのであるが.

之も亦何等の閥係ないととを示して居る。共の他摂嬬の別も闘係なきとと

を示して居る。唯抽穏期の早晩につきでは勿論不稔率に重大なる関係があ

る。本質験 Ir:供した品種は多年本製育種田に義成して成熟作用の相営可な

るもののみを選んだものであるが.若し更に熟期の遅きものを選んだなら

ば‘忽ちにして不稔率がたとなるか、又は全く不稔の結果を招来するとと

は明である。唯本寅験の範園内に於て拍穏期の早・晩と不稔率とは閥係なき

ととを示ずに過ぎない。共の他の性質につきては未だ十分の検討を経ない

が、将来不稔性と直接関係ある性質の鷲見に力むるととも興味あるであら

うが.共の可能性は飴りない株に思はれる。

ヨた IZ::粒敷の問題であるが.不稔率問題は畢克粒:童文問題の特殊の場合であ

ると言ふて良い。要するに稲としては、分葉数苛:の僚件が同じであるなら

ば 1椋の粒教が多〈且つ不稔率が少ないととが必要なる僚件となるので

ある。 1t点の f~Jf: ~設は品種に F1lりて主異があれ叉之が品種岡有の性質であ

るととは明かである。市して杢粒致の多い品種に於ては、稔粒致も多〈又

不稔粒童文も多い傾向がある。之は寧ろ蛍然のことであらうが. 不稔率即

ち不稔1b?の比率は必十しも不稔粒敢の貫教と同ーの関係にあるとは言へな

い。即ち全粒:主主と貫教及び比率との関係が必やしも同ーのものでないとと

は.主主理上敢て怪むに足らない。結局他の保件が同一でるるならば.杢粒

致、稔粒童文が多く不稔率の少ない品種が最も良いと云ふととになる。又 1

椋の粒敷が年共 l乙dlりて差異あるととも自明のととであるが、此の場合に

於て.杢粒童文と稔粒敢.不稔粒敢及び不稔率との闘係は品種の場合と略ぽ

同様の関係にあるが.拾に注意すべきは.杢粒童文の多き年三たには.稔粒教

の増加が特に顕著なるととである。之は良好なる環境の下に於ては、線て

の品種が共の遺惇的特性の範固に於て共の全能力を護揮し.種粒形成の役
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自に遁進するに Fj~ るものと見て良からう。唯主主に問題とすべきは‘高温が

必やしも杢粒敢を増加する所以でないが如き傾向の見ゆるととである。即

ち穂形成期と見倣すぺき拍椋朋前10-25日に於ける気温と杢お:教との関係

を見るに.低温年59Cの方が高沼年三えよりも全粒敷が多いと云ふ成績を示し

て居る。此の事賓の合理.性につきでは.今後の研究に侠たなければならな

いが、之は柄物生理上必十しも不可能のととではないと思はれる。即ち或

る範聞の低温は純物の柴養器官の護連を抑へて生殖器官の護育を促ずの可

能性があり、之は植物界に於て敢て珍とするに足らない。兎に角興味ある

一つの現象として今後の研究を期待したい。

ヨたに不稔寧 l亡影響を及ぼすべき気象要素中何人も考へ得るものは、気温.

操度、 日照の三であり共の中でも策i毘が最も重要なる役割を泊予るととは

常識として二号、へ得ぺきととである。本質験の結果に由るも、気温と不稔率

との聞には rlf~ 白なる員の相闘の存するととは明であるが.今気温と I!?I極と

の闘係、を見るに、気温の高低 l亡由り不稔率の差を著しく示す品種と比較的

小なる差を示す品種があれ叉気温的好保件の下に於ても常iC大なる不稔

率を示す品種もあるo 栽培の質際上から云へば、気温の高低に由りて不稔

率の差を示すとと少なく.而かも共の不稔率の !j、なるものを可とするは勿

論であるが、此くの如きものが即ち冷害抵抗性の強き品種と稿すぺきであ

る。

稲登育の如何なる時期に受けた気温が不稔率に最も重大なる影響を興ふ

るかは、又興味ある問題たるを失はない。本寅験に於ては拙椋前の時期を

10日毎に 4期に分ち.叉別に拍穂前20日毎に 2期に分ちて気温と不稔率と

の闘係を調資したが.本質験の範囲内では此の問題に封し正確なる判断を

下すととが出来歩、唯拙穂前30-40日の気温の影響は甚だ少なく. 10-，20 

日の策湿の影響が多い傾向を示ずに過ぎなかった。然し是は賞験年次の向

ほ少ない結果であって.若し恨りに更に 10年間本質験を檎績施行するとせ

ば.恐らくは此の問題に関する或る結論を得るととが出来ると思はれる。

本質験に於ける統計的推論は以上の如くであるが、開花期及びそれに先っ

とと 10-20日間の気温が.不稔率に重大なる関係を有するととは.是れ亦

常識として何人も認むる所であり.叉質験結果の之を示すものも少なくな
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い。明峰(1)は開花中の低温は荊の裂開及び授精を妨げ不稔粒を生じ易から

しめ.又之が気温の限界は約20
0

Cなりと述べ.瀧口氏(16)は19"Cの室内に三

週間稲を置けるものは結賞したが. 25
0

Cのものより結賓少なかったととを

報告して居る。福地氏(4)は低湿の影響は出穂期に大なりと言ひ.榎本氏(3)

は低温底理中に開花したものに限って稔賓が阻害せられ.此の障害は 21oC 

の時よりも 18
0

Cの時の方が大であると言ふて居る。酒井氏(13)は減数分裂期

の稲を 12-13
0

Cの低温下に 24時間及び48時間置きしに.稔貫卒の低下を来

たせることを報告して居る。叉柿崎氏、木戸氏(7)は出穂前 3期に分ち 3

日間 12
0

Cに置きしに、出穂前10-11日頃のものが最高の不稔率を示せると

とを報告し、高修氏(15)は穂、字期及び出穂期に於て 5臼間 12-13 oCの低温に

逢はしむれば.共の以前に鹿理せるものより稔寛至容を減少するととを報告

して居る。此等の事寅は何れも拍穏期前後に於ける気温の影響が.如何に

大であり又如何に直接的であるかを物語るものであるo

i品度及び日照に就ては.多混と寡照とは低温を伴ふ闘係上、不稔率の上

より見れば操度の低くして日照時敢の長きを可とすぺきであれ本貫験の

成績も之を示して居るが.稲栽培の寛際上より云へば、此の雨者は筑温に

比ーして共の及ぼす影響は少ないと言ふて良い。即ち気温. i品度、 日照の三

要素が不稔Z容に及ぼす複合作用を複相閲係数の算出に由り判断するに.此

の三要素の複合作用は気温のみの作用と殆んど差異なきととを示して居り.

叉第二次部分相闘計数の助けに!ilりて気象三要素の車満作用即ち他の二要

素の作用が杢く関係せざるものとしての作用を検するに.謀、度又は日照が

皐調的に不稔率 i亡及ぼす影響は甚だ微弱であるが. 1昂り気温の草濁的影響

は茜だ大なるととを示し、不稔率の上に気温が塵倒的勢力を有するととを

明にして居る。而して之は唯生長盛期に於て見らるるのみではなく開花期

に於ても亦同様の闘係がある。

前越の如く水稲の環境的不稔性に封して品極的差異の存するととが明と

なれば.之を遺停接的に考ふれば. 71<稲の不稔性は遺停的不稔性 (hereditary

or genetic sterility)と環境的不稔性 (environmentalsterility)の二つに分けるととが

出来.市して此の環境的不稔性には品種に由りて強弱の差異があれそれ

は品種に由り不稔性を起すべき環境に封する抵抗性に遺惇的の差異がある
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に蹄するものと云ふととが出来ゃう。換言すれば不稔性に封する品極的差

異には.不稔性共の物に3討する遺惇的因子は閥係しないが.環境に尚り起

る不稔性に封する抵抗性に閥し、異なれる遺偉因子が存するものと見て良

いであらう。

是〈論じ来れば設に環境的不稔性の直接の原因に封しー臨の考察をなす

必要が起って*る。之には内部的の原因と外部的の原因を事ぐるととが出

来る。外部的の原因には病品害の如き生物的のものと天候の如き無機勢力

的のものに分つととが出来るが.共の主なるもので吾人の考察せんとする

ものは後者である。内部的原因とは生殖器官に於ける依陥である。酒井氏

(12， 13)は低温下に於ては稲の減数分裂が阻害され、稔賓室容の低下を*すと

とを報告して居!J. Ramiah (10)は花粉及び桂頭の護育不全.ぷj及び桂頭の不

同時成熟.花粉の無能力の外1;¥1ほ疑問として閉約を場げて居る。然るに明

峰(1)は既に氏の疑問とせる閉荊の普通に起るととを述ぺて之が不稔性の重

要なるー原因をなすととを報告して居る。要するに不稔性は此等内部的及

ぴ外部的原因の相互的の反躍に由って起るものであって.之を育種の賞際

上から云へば.不良なる環境I'C1ftし内部的抵抗力の強きものを育成するの

が必要である。之には一般的柴養器官に於ける抵抗性の強き品種を育成す

るのが必要であるととは勿論であるが.生殖器官に閲しても或る不良環境

下に於ても花部の殻育.減数分裂、開花.花粉の護芽.受精.受精卵の護

育等に開し影響を受くるととの比較的少なき品種を育成するととが必要で

ある。将来此の方面に於ける研究のー居進歩せんととは育程の寅際上より

見ても頗る望ましきととである。

本質験の遂行については帝国製士院の研究費補助に員ふ所少なからや。

由って拾に謹んで謝意を表したい。 fbjほ本報告起草に際し助力を得たる北

海道帝園大串農接部育種事教室員山崎芳子氏に封し深茜の謝意を表したい。

摘要

1. 本報告は水稲の環境的不稔 '~E につき大 IE 12年以降14年間に亘り 32品種

を用ゐて行った寅験の成績を示すものである O
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主. 此等32品種の移植より抽穏に至るまでの生育期間は.栽培年弐の気候

に由り相営の差異を示すが.共ο順位は殆ん E一定して得る。而して此

の生育期間の長短に由りて供試品種を早.中.晩の 3に分つととが出来

る。

3. 不稔寧は年次に由り著しき差を示し、供試品種。平均に於て最大不稔

率と最小不稔卒との差は賓に約239oに達する。而してゆくの年共に於て

は22-23%の不稔卒を示して居る。

4. 品種に就て見れば.年共に由り不稔幸容に著しき偏差を示す品種と、小

なる偏差を示す品種とがあれ又年三たに闘係なく常に大小何れかの不稔

容を示す品種があるが.之は品種の特性に踊するものである。不稔性に

闘し品種間 o特性の存するととは Analysisof Varianceに由り詮明すること

が出来たが.共の詳細は別に報告する。

5. 不稔率は年ヨたに由り異なれる値を中心として移動するものである。

般に大なる不稔率を示す年号えに於ては25-30%D 不稔率を中心として品

種の移動を見、之に反して小なる不稔重容を示す年次に於ては 10-15%.

普通の場合に於ては此の雨者の中間15-20%を中心として移動する。

6. Chauvenet's Criterionに由り不足常観測値を棄却し蔑れる観測値に就き各

品種の不稔率を見るに、最大と最小の差は約17%に達し. 20 %前後の、も

のが大多数を占めて居る。

7. 品種の特性と不稔率との闘係につきては.本質験の範園内では梗嬬の

別.t::の有無長短.拍穂の王子晩、花青素の有無は何等闘係がない。

8. 一穂の平均粒着教は年次に由つιて差があれ共の雨極端の差は約40粒

に達して居る。多くの年三たに於ては90-100粒内外の粒着敷を示して居る。

9. 品種に由りても亦粒着敢に差異がある。多きは100粒以上、少きは60-

70粒に過ぎないが.概して 80-90粒内外の粒着数を示して居るo

10. 品種間に於ける 1穂の杢粒童文と稔粒教とは.著しき程度に於て相伴ふ

ものである。又 1穂の全粒教と不稔粒童文との聞にも、共の程度に於ては

劣るが同様の傾向がある。然し一方稔粒敷と不稔む~i設との関係は著しく

不規則である。

11. 年弐聞に於ける 1穂の全粒敷と稔粒又は不稔粒の閥係を見るに、 1穂
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の全粒:教の多い年号だには.稔粒致及び不稔粒.数共に多い傾向を示し C居

る。而して稔粒教と不稔粒主主とが又互に相伴ふ傾向を示して居る。'

12. 品種聞に於ける 1t~~ の全粒数と不稔率との闘係を見るに、不稔粒の貫

数の場合に比して共の関係は頗る徴弱である。

13. 年三た聞に於ける 1椋の全粒童文と不稔寧との閥係を見る l亡、品種聞に於

ける場合に比して共の闘係は紛々斡接の様である。

14. 粒着教の多い年次には.不稔粒~:童文も又不稔率も多い傾向を認むるが.

殊に稔粒重立は明 tc多い傾向が認められる。

15. 穂の形成時期に於ける高温は穂、の護謹を盛にし、従って杢粒童文を多か

らしむる様に思はるるが.本質験の範圏内では、或る程度の低温は却っ

て全粒教を多からしめ、高温は却って之を少なからしむるの結果を示し

て居る。

16. 気温と不稔塁手との問には明白なる員の相闘が bる。即ち高温年三たと低

温年三えに於ける不稔率には明白なる差異がある。今25%を以て不稔率高

低の限界と仮定すれば.此の限界に相官ずる生長盛期に於ける筑i1iil.は、

平均気温に於ては約20"C. 最高気温では約 23"C.最低気温では約 15
0

Cと

云ふととが出来る。開花期に於ても殆んど之と同様の閥係がある。

17. 生長盛期に於ける気温と不稔寧との閲係を品種の上より見れば、気温

の高低に由って不稔率の差を著しく示す品種と、比較的小なる差異を示

すものとがある。叉気温的好保件に於ても常に大なる不稔E容を示すもの

もある。開花期に於ても之と同様なる傾向が認められる。

18. 拍穂前時期を 10日毎に 4期に分ち、共の何れの時期の気温が不稔率に

最も大なる影響を及ぼすかを見るに、本質験の範匠l内では此の閥係を明

白にするととが出来ないが、拍秘前30-40日の気温に比し.同 10-20臼

の気温の影響が大なる様である。

19. i品度の高きととは不稔E容を大ならしむるととは i切であるが、本質験の

範国内では生長盛期及び開花期共に約84%以上の協度は.稔賞作用 kC.有

利でない様に見える。

20. 日照時童文の多きととは不稔率を少なからしむるととは明であるが、本

寅験の範国内では此の関係は生長盛期に於ては認めらるるが、，開花期に
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於ては殆ん E認められない。

21. 不稔率 l亡及ぼす気象三要素即ち気温. t品度、 日照の複合作用を、複相

関係数 (Multiple correlation coefficient)の助けに由りて判断するに、此等三要

素の共同作用は.気温のみの作用と殆んど差異なく、従って不稔率の多

少を強知するには唯気温を考慮すれば足るととを示して居る。

22. 不稔率に及ぼす気象三要素の阜猫作用を第二共部分相関係童文 (Secondary

partiaI correlation coefficient)の助けに r[1りて判断するに、 i長度及び日照の車

調作用は甚だ微弱であるが、筑温の作用は之に反して強大であり.結局

気温が不稔互容に封し最も重大なる関係を有するととを示すものである。
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The Intervarietal Difference and the Effect of Environmental 

Factors in 1・espectto Sterility in Paddy Rice. 

By M. AKEMINE AND Y. HOSIlIKA. 

Summary. 

1. ln the present pnper are reported the results of experiments concerning the sterility in paddy rice， 

which were conducted during 14 years (1923ー1936)with.32 varieties， at the児eExp戸erime印ntFanr川r

kaido lmperial University， Sapporo， Japan. 

2. The varietics exhil>it noteworthy di仔erencesin the dural ion from transplanting to heading in different 

cultural yeaT5， although the Tnnks of hending dates are almoョtconstnnt. A5 regards t he length of this 

duration varieties tested fall into three cJasses， i. e. eaTly， medium and Jate. 

3. The percenlnge of 51erile spikelets or empty kernels differs slrikingly in di仔erentye江田. As the average 

。f、'arieliestested the difference betweell maximum and minimulll percentnges amounts 10 23 %， while 
;n m05t years the value of 22ー23% is prevalent. 

4. There are varielies which re¥'eal a striking deviation in Ihe percentage of sterility according to cultural 

years， while lhere are those showing a slight deviation， and still there exist varieties showing an almost 

con5istent percentage of sterility every year. lt is evident that there are hereditary varietal di除rences

with respect to the percentage of sterility and this was proved I>y Fisher' s analysis of variance， the 

details of which will he reported in another paper. 

5. ln general， in the year of high sterility the percentage of sterilily among varieties lends to fluctuate 

around 25-30払 inthe year of low sterility around 10-15 %， and still in the year of medium sterility 

around 15.-20 %. 

6. ln comparison of normal observed values secured by eliminating the abnormal ones 1ザ theaid of Chatト

venet' s crilerion， Ihe di汀erenceof steriJity l>el ween vnrieties of high and low percentage of sterj]ity 

amoullts to ca. 17 % and the most varieties exhibit 20 % stc;rilily. 

7. The intervarietal correlation was ¥¥'orked out between percentage of sterility and four varietnl character. 

istics， i. e. glutionous and non-glutinous endosperm， presence and absence回 well出 differentlengths of 

awns， clifferent times of heading， and presel1ce and ahsence of anthocyan pigmcnt， resulting in the nega-

tiOll of any as50ciation lJetween them. 

8， The aveTage munber of kernels per ear varies according 10 the cullural yea百 anuthe clifference betwcen 

both extremes is ca. 33 kernels. ln average years 90ー 100kernels are to be met with. 

9， The di旺eenceis noted in the total number of kernels according to varieties， which ranges from above 

100 10 60-70， the 11105t varIeties caロying80-90 kernels， 

10. The posIlive intervarietal correlation is found between the total Ilumber of kernels per ear and the nmnber 

。ffillecl kernels. The same trend exists l>etween the total number of kernels per ear and the number 
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of empty kernels. On thc other hand， h口wever，the association berween thc number of lilled and cmpty 

kernels is definitely irre伊llar.

J 1. Wilh respect to the inter-annt1l1 relation of thc total nl1mher of kernels per ear to the nl1mher of lilled 

or empty kernels， it was abserved that 111 the year witlt l1umerous total numher of kernels， the nl1mber 

of lilled us well us emp'y kemels tends to be nl1merol1S 100， and the nult、berof lillecl as well us empty 
kerneJs tencls to go hancl in hand. 

J2困 Wilhre5pect to the intervarie:al rebtion凸fthe total number of kernels pcr ear to the percentage of 

sterility very slight association Cln he found as compared wilh the relation of lotal 11111l1her of kerneJs 

per ear to the Illlltlber of emply kernels. 

13. The inter.annual relation of the totaJ number of kernels per car 10 the pcrcentagc of sterilily secms to 

bc some¥Vhat c10ser as compared wlth the sa'ne hetween varieties. 

J4. 1n the year bringing about the numerouS kernel nmnher， both the nllmber of empty kcrnels and pcrcentage 

of sterility tend to increase， and it is especially true for the number of lillecl kernels. 

J5. In contradiction to the expectation that high temperature at thc ear-formation period (I>oot stagc) cnc-

ourages the development of ears ancl consequently increascs the total kerntl nllmber， our s!ucly hrings 

out that the lolV temperalure in a certain extent is likely to increase the total kernel nl1mher， whereas 

the high temperature tencls ¥0 reduc.e it. 

J6. There is n high negative corre1nlion hetween nir tempernture nnd Ihe percentoge of stcrilIly; the definitc 

di日erenceof pcrcenlage of sterility may be notecl between high-temperature ancl low-temperature yeors. 

Assuming 25 % as the bOl1nclary-line which marks high from low percentage of sterility， the tcrnperatllrcs 

at growth periocl corresponding to this li ne arc ca. 20oC， 23'C ancl JデCas the average， moximum ancl 

miniml1m tempcratures respecti¥'ely. Almo，t similar re511lt was secl1red at the flowcring period. 

1.7. With respect to the intervarietal relation of air temperature to the percentage of sterilily at growth periocl， 

there are varieties showing a markecl di町erenceof percentage of steriIity in accorclance with the clifferencc 

in :tir tempemture， while there :trc some showing a slight cli丘'erenceancl still others show always high 

percentage of sterility even under the favorable lemjlerature∞nc1itions. The same tenclency may be noted 

at the flowering periocl. 

J8. The clays before. heacling were classed into fOl1r periocls every 10 c1nys and it was ohse町 ecltl，e tem-

perature of which of t hese fOl1r period当 wouldexert the m05t infIuence upon the percentage of sterility. 

The results are not clefinite enough 日 50far as Ol1r experiments are concernecl ¥0 solve Ihe prohlem， but 

the tendency may be recognized that the temperat町 eof J-20 days bcfor巴 heaclitigexceecls that of 2 Jー

40 clays in its influence. 

J9. It is evident that the high humiclity increases the percenlage of sterility. So far as Ol1r experiments are 

concernecl， it is likely that humidity exceeding 84 % is not {avorable to the fertility of rice spikelets. 

20. It is also evident that the longer sl1nshine reduces the percentage of stcrility， Within the scope of our 

experiments， however， this relation may bc seen only at the growlh period， not at a1l recognizable at 

the日oweringperiod. 
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21. To gain the informatioll as to the combir:ed effect of three c1imatic factoro， i. e. air temperature， hum. 

idity and 5un5hine， upon the percentage of ster;Iity 1 he mulliple correlation was worked out， the result 

being that the combined effect is not at all more pronounced a5 contrasted to the e除ctof air tempera-

ture alone， 50 that it is enough to consider air temperature alone for predicting the percentage of ste-

rility. 

22. The independent effect of three climatic factor5 was determined by the aid of secondary partial cor-

re1ation coe伍cientand it wa5 concluded that the independent effect .of humidity ur 5unshine is very 5light 

aS compared with that of air temperature which is very pronounced， indicating after all the air tem-

perature is the deciding factor for the percentage of sterility in rice plant. 


